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真夜中のキミに恋をささやく





　









　十一月も半ば過ぎになると、陽ひの落ちた後の外気は、本格的に冬の匂においを漂ただよわせ始める。バスケ部の練習を早めに上がらせてもらい、そのまま途と中ちゆうの駅で降りた宮みや原はら郁いく郎ろうは、吹ふき付けて来た北風に、思わずその細い首を竦すくめた。


「……さむ」


　生まれつき淡あわく色の抜ぬけた、微かすかに毛先に癖くせのある髪かみが、風を受けて靡なびく。少しだけ長めの前髪と襟えり足あしが顔や首に掛かかり、それを鬱うつ陶とうしく思ってかきあげながら、小さく呟つぶやいた。キャメル色のジャケットの上に、真っ白いマフラーをぐるぐる巻きにした女性が通りすぎる姿を、目で追いながら後こう悔かいする。


（……やっぱマフラー、してくれば良かった……）


　いつもなら学校から徒歩十分の駅から五駅、更さらに徒歩五分で自宅のあるマンションに着く。大たい抵ていは制服であるブレザーの下に、フードの付いたパーカを着ていることが多いので、それで何とか首元の寒さも凌しのげていた。けれど今日は、日が日だからとセーターなんか着て来たのが、やっぱり間ま違ちがいだった。


　胸むな元もとに校章がある濃こい茶ちやのジャケットに、同じ色合いのチェックのパンツ、それからネクタイ。いかにも有名私立といった制服にベージュのＶネックのセーターを合わせれば、育ちが良く見えはしないだろうかと、そんな浅はかな考えが仇あだだったようだ。


　確かに郁郎は、小作りな輪りん郭かくと睫毛まつげの長い大きな二ふた重えの瞳ひとみ、品のいい形の鼻や少し口角の上がった口唇くちびるなどが相まって、人目を惹ひく容姿をしている。だがいかんせん、体質なのか食べても食べても肉が付かず、百七十二センチはある身長に対して少しばかり体重の比率が少ない。その所為せいもあってか、初対面の相手には実際の歳としよりも下に見られることが殆ほとんどで、少しでも大人っぽく見せようという意識もあったのだ。


　今日は週末で、街中を歩く人の数も多い。本当はそう得意ではない人混みの中を歩きながら、郁郎は左ひだり腕うでに嵌はめた時計に目を遣やった。六時二十分。目的地まではあと少しだ。約束は六時半だから充じゆう分ぶん間に合うだろう。


　それから五分ほど歩いて、市街の真ん中に聳そびえ立つ高層ホテルの前で、郁郎は一いつ旦たん脚あしを止めた。頭上に光るホテルの名前を確かく認にんすると、大きな自動ドアに向かう。静かなロビーに入ると、暖かな空調が効いていて、思わずほっと息を吐はいた。


　けれど慣れない場所にやはり少し緊きん張ちようもして、意味もなく前髪を撫なでつけながら、郁郎はロビーを見回した。フロントから奥へ続く通路、窓まど際ぎわに設置されたソファの方へ巡めぐらせた時、どきりとして視線を止めた。


（……あれ、って）


　質の良さそうなソファにゆったりと腰こし掛かけ、本でも読んでいるのか少し俯うつむいた、整った横顔。艶つややかな黒髪に、シルバーフレームの眼鏡めがねが知的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している秀しゆう麗れいな姿と、自分と同じ制服に見覚えがある。少し離はなれているが、見間違うほどの距きよ離りではない。


　───なんでこんなところに、委員長がいるんだろ。


　自分のことは棚たなに上げて、郁郎は首を傾かしげた。


　どう見てもあの横顔は、同じクラスのクラス委員長、叶野かのう仁だ。自分と違って、妙みようにこの場に馴な染じんでいる。普ふ段だんから大人っぽい雰囲気のある彼だが、やはりこういう場所でも堂々としている潔いさぎよさのようなものが、落ち着かせて見えるのかもしれない。


　コーヒーカップを口に運ぶ姿を、ぼうっと眺ながめていた郁郎は、ふと彼が顔を上げる様子に、慌あわてて視線を逸そらすと背を向けた。


（……危な）


　彼がこちらを向いたかどうかはわからないが、危あやうく目が合ってしまうところだった。


　何せ同じクラスとはいっても、委員長とはそう仲がいいわけでもない。同じ教室内で八ヶ月近く一いつ緒しよに授業を受けているのに、これといって接点がない彼とは、一言二言話したことがあるだけで、会話らしい会話など、殆どなかった。──一度を除いて。


　けれどきっと、どこかで偶ぐう然ぜん姿を見かけても、自分から声など掛けないし、向こうから掛けてくることもないだろう。たぶん彼も郁郎のことは、ちょっと馬ば鹿かっぽいただのクラスメイト、くらいの認識しかないはずだ。そんなわかりきったことを考えると、何故なぜか小さく胸が痛むのは、たぶんあちらが声を掛けない理由と、自分が声を掛けない理由が違うからだ。


　軽い自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、郁郎は小さく高鳴り続けている胸をてのひらで押さえて、微かに息を吐いた。


　自分でも、この感情が何なのかよくわからない。


　憧あこがれ、と呼ぶには少し複雑な気がするそれは、考え出すと郁郎の胸の内を小さく刺し激げきして、もやもやとした気分を呼び起こす。けれど姿が見えれば追わずにはいられない引力のようなものに、逆らうことが出来ないのも事実だ。


　そんな風に、自分とはまるで正反対の人間に初めて興味を抱いだいたのは、高校へ進学して半年ほど経たった頃ころだった。











　丁度去年の今頃のことだ。


　郁郎の通う青せい陵りよう高校は、近きん隣りんではそれなりに名の通った私立高校で、比ひ較かく的平和な校風だった。元々郁郎は極力穏おだやかな空間を好んでいただけに、人見知りの気がある割には早いうちに学校の雰囲気にも慣れることが出来たし、半年も経てばそれなりに充じゆう実じつした高校生活になっていた。


　そんな折、郁郎はある朝胸苦しいような気持ち悪さから目が覚めた。背中を駆かけ上ってくるぞわぞわという悪お寒かんに、熱でも上がっているのかもしれないと思いながら、もそもそと一度ベッドを抜け出した。


　十数年前に離り婚こんして郁郎を引き取った母親の由ゆ香かは、フリーのルポライターという職業柄がら、不規則な時間帯に仕事をしていることが殆どで、部屋にはその存在はなかった。昨夜ゆうべも帰宅した気配がなかったから、もしかしたら帰ってきてすらいないのかもしれないが、特に連れん絡らくもないのでわからない。


　別によそよそしいとか仲が悪いとかではないのだけれど、まだ未成年とはいえ郁郎も男だ。家にひとりという状態を、そうそう心配することだとも思っていないのだろう。


　幼い頃からあまり両親に構われなかった郁郎は、明るく振ふる舞まう態度の裏で、どこか諦あきらめたような心が常にあった。


　その日も、母親の不在に特に何を思うでもなく、ぼうっとした頭でとりあえず携けい帯たい電話を手に取った。着信履り歴れきで友人の番号を探すと、担任へ休むことを伝えてくれと頼たのみ、またベッドへ潜もぐり込む。


　予想通りその日は、三十八度七分ほどまで熱が上がり、何も考えられないまま一日ぐったりと寝ね込んでいた。二日目もあまり熱は下がらず、冷蔵庫に入っていたミネラルウォーターとヨーグルトだけを腹に入れ、台所の棚の奥にあった市し販はんの風邪かぜ薬ぐすりを飲んだ後は、同じようにベッドの中で過ごした。


　その間、一度だけ仕事場にいる由香から携帯に電話があったが、寝込んでいる旨むねを告げると心配そうな様子ではあったものの、仕事を抜けられる状態ではないらしく、郁郎の方から看病は断ってしまった。


　それは意地でも強がりでもなく、ただそのほうが、郁郎にとっては楽だったからだ。


　無理をして仕事を休んだ由香に世話をしてもらったところで、きっと自分は余計に落ち着かないだろう。何か悪いことをしてしまったような、妙な遠えん慮りよと罪悪感のようなものが渦うず巻まいて、気を回してしまうことはわかっていた。


　そうして三日目、熱も平熱に近いところまで下がり、なんとか起き出せるようになった郁郎は、一応病院に寄ってから学校へ行くことにした。只ただでさえ自分は、普段の授業のレベルからいつ置いていかれるか、といった程度の頭なのだ。そうそう休むわけにもいかない。


　病院で点てん滴てきを打ってもらい、薬を処方してもらった郁郎は、昼近くになって学校に着いた。青陵高校は午前三限、昼休みを挟はさみ午後三限という時間割になっていて、着いた頃には昼休みが始まろうとしていた。職員室に寄って担任に今登校してきたことを告げてから教室に向かう途中、二階の渡わたり廊ろう下かに差し掛かったところで、背後から声を掛けられたのだ。


「おい、おまえ」


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなその呼び掛けに、一いつ瞬しゆん自分が呼ばれたとはわからなかったが、何気なく振ふり返った郁郎は、廊下の向こうから歩いてくる人物に目を留めた。


　大たい抵ていの教師ようなスーツやシャツではなく、紺こん色いろのジャージを身に着けた大柄な男は、すぐにその格好から体育教師であることがわかった。短めの硬かたそうな髪かみと、人をじっと見る少し突つき出たような目が特とく徴ちようのその体育教師は、郁郎のクラスの受け持ちになったことはなかったが、何度か見かけたことはあった。さすがに名前までは思い出せないが。


「……なんですか」


　勢いがあるわけではないが、どこか逃にげたくなるような雰囲気で歩み寄ってきた男は郁郎の前に立つと、数センチ上の位置から、まるで見下すかのような視線を送ってきた。


「こんなところでなにをやってる」


　なにって、と郁郎はその平へい坦たんながらも有う無むを言わせない口調に眉まゆを寄せながら応こたえた。


「……今、登校してきたんで、教室に向かってるんですけど」


「遅ち刻こくか。大方寝ね坊ぼうでもしたんだろう」


「……は？」


　理由を問いもせず安直に決め付けられ、郁郎はぽかんと男を見上げた。語調が強いわけでもないのに何か嫌いやな感じを受ける声のトーンが、もぞりと不快さを刺激した。


「ちょ、俺別に……」


「言い訳はいい。大体なんだ、その髪は」


　人の言い分を聞く気はまるでないらしく、唐とう突とつに転てん換かんされた話の内容にもついていくことができず応えられないでいると、まるで我が意を得たりとばかりに男は小さく嘲あざけった。


「どうせ流行はやりだからって色を抜ぬいてるんだろう。しかも女みたいにだらだら伸のばしたりして、そんなのが格好いいと思ってるんなら間ま違ちがいだぞ。それにそのトレーナー、そんなもの上着の下に着るんじゃない、みっともないのがわからないのか」


　いかにも正論と言うように淡たん々たんと捲まくし立てられるセリフの群れを、郁郎はただ黙だまって聞いていた。応えられなかったのではない、応える気が起きなかったのだ。


　なんだろう、この男は。


　いきなり呼び止めておいてこちらの事情は一いつ切さい聞かず自分勝手に喋しやべり捲る。これが本当に教師だろうか。


　遅刻はちゃんと朝担任に届け出ていたし報告も済ませた。髪の毛は生まれつき色素が薄うすいからどうしようもないが、それでも中学時代はいろいろとうるさく言われ辟へき易えきした郁郎は、校則の緩ゆるいところを受験したのだ。生徒の自主性を重んじる、がモットーの校風は、もちろん制服に何をプラスしようと、よっぽど目に余るものでない限り違い反はんにはならない。髪は長いというほど伸びているわけではないし、風邪を引き寒いからという理由でシャツの上にパーカを羽織っても、文句を言われる筋合いはない。


　だが、そんな「言い訳」をする気力も、このどこか陰いん険けんな雰ふん囲い気きの体育教師の前では起こらない。


　イヤなのに摑つかまったな……と身の上の嵐あらしが過ぎ去るのをただ待つことにした郁郎は、なんの気なしに少しだけ視線を横へ逸そらした。けれどその瞬間、ぐいと酷ひどく強い力で胸むな元もとを引っ張られ、声もなく目を瞠みはる。


「なんだその態度は！　ちゃんと聞いてるのか！」


「っ……っ」


　げほ、と狭せばめられた器官から咳せきが漏もれたが、声は出なかった。それまでの横おう柄へいではあるが淡々とした態度から一転、急に激げつ昂こうしたその落差に驚おどろいたが、それでも思わず反射的に睨にらむと、背中を強したたかに壁かべに打ち付けられ、痛みにぐっと目を閉じる。


　なんでこんな展開になってんだ……と相変わらずの我が身の不運を呪のろいながら、郁郎はそれでも睨む力を弱めなかった。


　元々争いごとは苦手だし無む闇やみに敵対心を持つこともないが、それでもここまで一方的に責められ軽く暴力まで振るわれれば怒いかりも沸わいてくる。けれど、その反はん抗こう的な態度が益ます々ます男の不興を買ったらしく、喉のど元の締しめ上げがきつくなった。


「悪いことをしたら謝るのが当然だろう！　そんなことも知らないのかおまえは！」


　だがなんだか意地になってしまっていた郁郎も、謝ろうとか殊しゆ勝しようにしようとかいう気が起こらず、眉を寄せぐっと歯を食いしばった。誰だれが悪いことなんかしたっていうんだ、こうなったら声すら出してやるか、と思った時、不意にその場にそぐわない涼すずしい[image: ]りんとした低い声が降って来た。


「───少しやりすぎなんじゃないですか、大おお塚つか先生」


「なに？」


　男が振り返った先の声の主は、その大柄な体たい軀くが邪じや魔まをして郁郎からは見えない。


「先生が何を咎とがめてらっしゃるのかは知りませんけど、そいつ、病やみ上がりですよ。病院へ行ってから登校して、ちゃんと担任に報告も済ませた生徒に、関係のない教師が体たい罰ばつを与あたえる理由が俺にはわからないんですが」


「なんだ、おまえは。関係ない奴やつは引っ込んでろ」


「ありますよ。少なくともあんたよりは。それにそいつ、煙草たばこでも吸ってましたか？」


「なんだと？」


「髪の色も長さも制服の上や中に何を着ようと、それを規制するような校則はこの学校にはありませんからね。まさかそんなことで行きすぎた注意なんてこと、しないでしょう？　教師ともあろうものが。……だから煙草でも吸ってたのかと。じゃなかったらただの校内暴力として、見過ごすわけにもいかないし」


　言外に、暴力を受けるほどのことを郁郎がしでかしたのか、と責めているようにも取れる言葉に、体育教師は反論できずに手の力を緩めた。その途と端たんに力が抜けた身体からだはずるずると壁をつたい廊下へ座り込む形になり、解放された喉からは数回の咳が続けて出た。


「ほら、顔が真っ青じゃないですか。……ああそれとも、先生はそいつが具合が悪いことにも気付かずにいた、なんてことは」


「あ、あるわけないだろうそんなこと！」


「そうですか？」


「当たり前だろう、早く保健室にでも行けと言うところだったんだ」


　男のあまりの言動の翻ひるがえしっぷりに、半ば呆ぼう然ぜんとして郁郎はその成り行きを眺ながめていた。


「そうですよね。幾いくらなんでも、具合の悪い生徒に謂いわれのない文句をつけて尚なお且かつ暴力を振るうなんて、そんなことしたら、教師、続けられませんもんね」


「……いいか、とにかく、おまえ、暇ひまならこいつを保健室にでも連れて行け」


　相手は頷うなずいたのか、体育教師は、よし、と傲ごう岸がんに声を放つと廊下の向こうへと去っていった。


（……なんだよあれ……）


　よくもまあ、ああも百八十度自分のやったことを翻せるものだ。既すでに怒りは消え、再さい沸ふつする兆ちよう候こうもない。出てくるのは呆あきれだけだ。


　数分に満たない時間だろうが、それでも馬ば鹿か力ぢからで締め付けられていた喉が内側からも外側からも痛い。ああ最悪、と思いながら喉元をさすっていた郁郎は、自分の上に差した影かげに、はたと顔を上げた。


　少しだけ逆光になっていたその顔は、けれど見覚えのあるものだとわかるのに時間はかからなかった。同じ学年の男子生徒だ。細めのシルバーフレームの眼鏡めがねの奥の、聡さとそうな切れ長の瞳ひとみに、知的な言葉が似合う少し薄うす目めの口唇くちびる。瞳と同じ色の漆しつ黒こくの髪は真っ直すぐで、聡そう明めいな額に鬱うつ陶とうしくない程度の前髪が掛かかっている。


　名前だけなら何度も見た。何せ、テストの度たびに貼はり出される上位三十名の順位表で、彼───叶野仁は、必ず五位以内に入っているからだ。それだけならクラスも違うし接点もない人物の顔と名前がそうそう一いつ致ちするわけもないのだが、彼は成績だけでなく顔も良かった。すらりと伸びた長身に、クールで飄ひよう々ひようとした立ち振る舞まいの叶野は、媚こびたところのない、その不敵とさえ取れる性格で、更さらに人気を上げていた。顔立ちは可愛かわいいだ綺き麗れいだと騒さわがれても、特に面おも白しろみもない性格でこれといった特技もなく、成績もイマイチの郁郎にとっては、そもそも立っている地じ盤ばんすら違うような気がする人間だ。


　その叶野が、何故なぜ今、目の前にいるのだろう。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


「……っだい、じょぶ」


　そうして掛けられた声に、応えた声は少し掠かすれていた。小さく息を吐はいて、軽く腰こしを折った叶野はすっと手を伸ばしてきた。何故かそのため息に胸がひやりとして、郁郎は小さく瞬まばたくと困こん惑わくした視線を返した。


「…な、に？」


「いや、どう見ても大丈夫じゃない人間に、愚ぐ問もんだったなと思ってな。…ちょっと赤くなってる」


　小さく呟つぶやかれた言葉に郁郎が訊きき返すと、首、と簡潔な答えが返ってくる。そして言葉にあわせて首の皮ひ膚ふに、長い形のいい指先がそっと触ふれた。その瞬間体温があがったような気がしたが、どうやら叶野は、扁へん桃とう腺せんの腫はれが引いていないのを確かめ、熱があると判断したようだった。


「それに顔色も悪い。ほら、立てるか？　保健室行くぞ」


「え、あ…」


　促うながされて腕うでを取られ、引っ張られるまま立ち上がった郁郎を、がっしりと強い力が脇わきから支えた。その意外な力強さに、郁郎はどきりとする自分に戸と惑まどう。


「あ、あの、自分で歩ける、から……」


「何言ってんだ。脚あしに力、入ってないだろ。ああそうだそれに」


　普ふ段だんではありえないひどく近い距きよ離りから、静かで綺麗な色を湛たたえた瞳に視線を投げられて、郁郎は緊きん張ちようしながら見返した。


「おまえな、ああいう時はとりあえずその場を逃のがれることを考えろ。あの手の輩やからは、どんなにそれが正しくても他人の言うことなんか聞かないぞ。特にあいつは、元からあんまり評判も良くない。むかついても自分から突つっかかるなんてこと絶対するなよ」


　そういえば前に、すぐにキレるからやりにくいという体育教師の話を聞いたことがあったな、と郁郎は思い出した。その時は特に興味もなかったので詳くわしく聞きもしなかったが、それがさっきの教師のことだったのだろうか。確かに体格はともかくとして、体育会系にしては細かく神経質な喋しやべり方と雰ふん囲い気きの男だった。


　よくあんなのが教師になれたよ、と毒づく叶野に、ふと郁郎は疑問を投げかけた。


「…なあそういや、なんで俺が風邪かぜ引いてたってこと、知ってたの？」


　それどころか、病院に行ってから来たことや、担任に報告をしたこと、あまつさえ髪かみの毛の色や長さ、パーカのことで注意を受けていたことまで知っていた素そ振ぶりだった。


　郁郎の質問に、叶野は視線を前に戻もどしながら口を開いた。


「ハッタリに決まってんだろ。顔色が悪いのは本当だしな。それに大塚に非があるのは確かで、俺の言ったことが本当かどうかなんて確かく認にんする度胸も知ち恵えもないだろうし」


　そのあっけらかんとした、けれどかなりの辛から口くちに郁郎は多少驚きつつも、どこかそれを快く思った。辛しん辣らつだけれど、潔いさぎよい。そんな好感を抱いだいた。


　それから連れて行かれた保健室で熱を測ると、八度近くまで逆ぎやく戻もどりしていた。どうやら登校早々、精神的にも身体的にも負担が掛かったため、ぶり返したらしい。


　結局早退することになった郁郎が、叶野にお礼のひとつも言っていないことに気が付いたのは、家のベッドに潜もぐり込んでから、その日の怒ど濤とうのような出来事を思い出していた時のことだ。


　そのことが気になってはいたものの、タイミングを外すとどうにもうまくいかず、しかもやはり叶野との接点は殆ほとんどない郁郎の感謝の言葉は、とうとう言えず終じまいになった。


　そうこうしているうちに一ヶ月が経たち、なんとか乗り切った期末テストの順位表の上位に、やはり鎮ちん座ざしていた叶野の名前を見て、郁郎は相変わらずの彼と自分との距離を虚むなしく確認した。郁郎のほうは今回も、いつもと同じように八十位から百位くらいの間でうろうろしていることだろう。それでも百五十人あまりいる同学年の中で、自分では頑がん張ばっているほうだと思うのだが。


　ともかくこれで後は冬休みを待つだけだ、とその場を離はなれかけた郁郎は、自分の名前を探している生徒の中に、人目を惹ひく叶野の姿を見つけた。もはや声を掛ける勇気も出ず、[image: ]りんとしたその立ち姿をひっそりと見つめていると、叶野に近づく女子生徒の姿が視界に入った。


　手を加えていない、艶つやのあるさらさらの黒髪が白い肌はだに映はえる細身のその彼女は、大きな目を和なごませて笑えみを浮うかべると口を開いた。


「シノブ！」


　───しのぶ？


　え、と軽く目を瞠みはった郁郎のことなどは当然知る由よしも無く、叶野は彼女の方を振り向くと、軽い笑みを浮かべた。


「悔くやしいっ、また負けちゃったよー。今度こそシノブを抜ぬけると思ったんだけどなあ」


　そう言いながらもどこか楽しそうに笑う彼女に、叶野は冷めた口調で百年早いと切り捨てる。けれどその目は優やさしく笑みを含ふくんでいて、思わず郁郎はそこから視線を逸そらした。


　───そっか。あれ、叶野の名前、ジンじゃなくて、しのぶって読むんだ。


　新たにわかった叶野の名前に驚おどろいて、同時に嬉うれしさを感じた。だが不意に何故か、切ないような痛いような奇き妙みようなむず痒がゆさが胸に染しみ込んできて、郁郎は眉まゆを寄せた。けれどそんな真逆の感情が混在する理由すらもわからず、ただもう一度、その場から去っていく叶野の背中を郁郎は見つめた。











「郁！」


　耳に入った自分の名前に、耽ふけっていた思考から郁郎が顔を上げると、落ち着いたベージュのスーツを着た由香が、小走りに近寄ってくるところだった。


「ごめんねー、待った？」


「ううん、俺も今来たとこ」


　郁郎と良く似た顔立ちの由香は、肩かたほどまである髪をさらりと揺ゆらして、小さく手を上げた。それに首を振りながら郁郎は、久しぶりに顔を見た母親を、笑みを浮かべて見返す。


　綺麗に施ほどこされた薄うす化げ粧しようと、スレンダーでスタイルのいい身体からだにフィットした女らしいフォルムのパンツスーツ。先の尖とがったハイヒールに、愛用の香かおりが仄ほのかに香ってくる。


　我が母親ながら、とても十七歳の息子むすこがいて、来年の誕生日には四十になるようには見えない華はなやかな美人だ。バイタリティ溢あふれるハキハキとした雰囲気のせいもあるのだろうが、生活臭しゆうというものがあまり感じられないせいだろう。


　それもそのはずで、殆ど家に帰らない由香は、家事も数えるほどしかやらない。フリーのルポライターとしてはかなりの売れっ子で、相当に忙いそがしいらしいのだが、仕事があるのはいいことだと、郁郎は由香にいわゆる家庭の母のようなものは期待していなかった。


　だからといって嫌きらいだとか憎にくいだとかではなく、ただこんな母おや子こ関係もあるのだろうと、そんな程度だ。もちろん情もあるから、母が嬉しいと自分も嬉しい。


　今日の由香は心なしか少し緊張気味で、けれど滲にじむ嬉しさや幸福感は隠かくせないようだった。というのも、郁郎がわざわざいつもよりも品良く装よそおって、こんな仰ぎよう々ぎようしいホテルまでやって来た理由にそれはある。


　由香は、今度再さい婚こんすることになった。


　相手は、仕事の関係で四年ほど前に知り合ったカメラマンで、主に報道関係の写真を撮とっているらしい。らしい、というのは、まだ郁郎は実際にはその再婚相手の男性に会ったことがないからで、つまり今日が顔合わせの日なのだった。


　お互たがいの紹しよう介かいや親しん睦ぼくも兼かねての食事会、などいかにも気を遣つかいそうな場は、どちらかというと苦手な郁郎だったが、それを正直に言う勇気もない。幸せそうな母の顔を見て祝ってやりたい気持ちも充じゆう分ぶんにあるから、多少疲つかれるとはわかっていても、反対する気も断ろうなどという気もなかった。


「あっ、そうだ」


　同じフロア内にいる叶野のことが気になっていたが、由香の声に、郁郎は母を見返した。首を傾かしげると、由香は小さく微笑わらう。


「言い忘れてたんだけど、相手の方、お子さんもいらっしゃるから」


「え!?」


　今初めて聞く情報に、郁郎はぎょっと目を瞠った。先に言えよと思いながらも、はたと相手の名前すら聞いていなかったことに気がついた。


　我ながら間が抜けている。ちゃんとしなければと思いながらもこれでは、粗そ相そうどころの話ではない。


　しかし由香はここ最近も相変わらず忙しく、まともに会ったのは一週間前の朝、郁郎が登校する前の数分だけだった。その時に前々から話は聞いていたものの、いきなり来週あんたも連れて会うことにしたからと聞かされ、戸惑いながらもただ頷うなずくだけで終わっていたのだ。それからも電話で一度場所と時間を確認しただけだったから、肝かん心じんな相手の情報は、郁郎の中になかった。


「あのさ、子供って何人……」


「えっとね、確か三人だったかなー？　あたしもまだ会ったことはないんだけど」


　三人も……と郁郎は、由香の言葉に回れ右をして帰りたくなった。只ただでさえ初対面の人間とのコミュニケーションは苦手だというのに、この上三人も増えるのかと思うと、少し憂ゆう鬱うつになる。しかしもう由香の再婚は決まったも同然の話なわけで、今いま更さらそんなことに気き鬱うつを感じる自分のほうが遅おそいのだろう。


　もしかしたらただ実感が湧わかずにいたためなのかもしれなかったが、ここに来てようやく郁郎はこれからの生活に不安を持ち始めた。ちゃんと考えなかったツケが回ってきたようだと項うな垂だれる。


　ぐだぐだと考えている間に、なにやら携けい帯たい電話を操作していた由香が、あ、と声を上げて郁郎の肘ひじを軽く摑つかんだ。


「向こうももう着いたみたい。あっちにいるって」


　行こ、と促うながされて、郁郎は由香について歩きながら、ふとさっきも思った肝心なことを聞こうと口を開いた。


「ねえ、あの、相手の人の名前ってなん……」


　なの、と言いながら、はたと郁郎は由香の向かう場所に気がついて言葉を止めた。ここは、こっちは。


（さっき委員長がいた……）


「ん？　名前？　言ってなかったっけ？…あっ、いたいた！」


「あ、由香さん。良かった、丁度だったね」


　母の肩越ごしに、がっしりとした体たい軀くで長身の男性が笑顔でこちらに手を振っていた。短く刈かった黒い髪かみにこれも黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね、顎あごには髭ひげが生えていたが、不ぶ精しよう髭ひげのようなそれは彫ほりが深い顔立ちにしっくりと似合っており、不潔な印象はなかった。ベージュのパンツにグレイのセーター、その上に濃こい茶ちやのジャケットを羽織った姿は、ぱっと見た目おしゃれな休日の父親、という感じだった。


　由香に挨あい拶さつした男性は、背後の郁郎に気付いたのか、ぱっと明るい人好きのする笑みを浮かべて、少し首を傾げる風にした。


「あ、彼が由香さん自じ慢まんの息子の郁郎くん、かな？」


「そう、うちの王子。郁、こちらが健けん作さくさん。叶野健作さんよ」


（───え？）


　どくん、と変な風に心臓が跳はねるのを感じて、郁郎は一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になった。由香が紹介したその名前と、そして直後に背後に姿を見せた人間のうちひとりに、酷ひどい動どう悸きが体中を襲おそう。


（……うそ）


　まさかまさか、と郁郎の頭の中はありえない現実に、状じよう況きようをまともに見つめることができないでいた。健作──叶野健作、と紹介された男は、気のいい笑えみを浮うかべたまま、郁郎を見つめた。


「はじめまして、郁郎くん。叶野と申します。この度たびは君のお母さんとの再婚を許してもらいたくてこんな場を用意してもらったんだけど、どうぞよろしく」


「え、……あ、はい」


「僕にも息子が三人いてね、紹介してもいいかな？」


　まともな反応を返せずにいる郁郎を気にした様子もなく、健作は背後を振ふり返ると、てのひらで自分の息子たちを示して見せた。


「まずはこれが、長男の礼あや人と」


　健作が初めに指したのは、二十歳はたち過ぎくらいと思われる柔やわらかな印象の青年だった。彫りが深く整った顔が、どことなく健作と似ているが、父親と違ちがっているのはその繊せん細さいさだった。綺き麗れいという言葉が似合う、けれどどこか穏おだやかな造りをしている。郁郎と同じように髪の色素が薄うすく、少し長い。もう少し幼かったら女性に間違われることもあったかもしれない。ただ身長は郁郎と同じくらいはあるようだし、華きや奢しやだといってもしっかり青年の身体つきなので、なよなよとしたイメージはなかった。


　おっとりと微笑ほほえんだ礼人が、はじめまして、と柔らかな声で挨拶をするのに、由香もつられて笑みを浮かべている。それにぼんやりと倣ならいながらも、郁郎の意識は既すでにただ一点からひたと離はなれない。離すことが出来なかった。


　健作が大きなてのひらを移動させて示すのを追って、郁郎の視界に再び刺し激げきが訪おとずれた。


「で、こっちが次男で、仁しのぶ」


（……っ）


　それまで健作と由香の方を見ていた視線が、ぱっと一瞬だけ郁郎のそれと合った。その瞬間びりっと電気でも疾はしったように背中を駆かけ抜ぬけていったものに、郁郎は身体を震ふるわすと息を呑のんだ。


　ああやっぱり。間違いじゃない。目の前にいるのは、確実に、本当に。


　はじめまして、よろしくお願いします、と由香に向かって如じよ才さいなげに笑みを浮かべている叶野仁の姿を、ぼんやりと郁郎は視界に映していた。その間にも紹介は進んでいき、健作は最後に、しゃきっと立ってこちらを見上げている少年の頭に手をのせた。


「そんで三男、王たか志し。ほら王志、ふたりに挨拶」


「うん。三男の王志です。八歳です。よろしくお願いします」


「はい、こっちこそよろしくね、王志くん」


　はきはきとした態度でぺこんっと頭を下げた王志に、由香は小さく笑みを浮かべると腰こしを折って手を差し出した。軽く握あく手しゆをして笑い合った後、王志はひょこっと郁郎の方を見上げた。何の反応もない郁郎に不安になったのか、大きく利発そうな黒々とした目と不意に視線が合って、郁郎ははたと我に返った。


「あの、よろしくお願いします」


「っあ、あ、ごめん、えっと……よ、よろしく」


　まだまだ成長途中の細い首を傾げられて、郁郎はさすがに呆ぼけすぎだろうと自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、しゃがみ込んで王志と目線を合わせた。


　なんとか笑みを浮かべると、王志は明るい屈くつ託たくのない笑顔を返してくれて、少しほっとする。しかしその間も、気になって仕方がないのは視界の端はしに入る王志の横の足の持ち主ばかりで、郁郎はそわそわと落ちつかなげに目線を彷徨さまよわせた。


「？　どうしたの？　具合わるい？」


　純じゆん粋すいそうな瞳ひとみに覗のぞき込まれて、郁郎は言葉につまった。言葉を濁にごしていると、頭上から由香の声も降ってくる。


「なんかさっきからあんた落ち着かないわね、どうしたの？」


　己おのれが挙動不ふ審しんなのは自覚している。けれど頭の中は混乱したままで、一体どうしていいのか自分でもわからなかった。どんな態度を取れば、彼は不自然に思わないでくれるだろうか。既に今の時点でもう駄だ目めな気もすると思えば、ますます顔が上げられない。


「ほんとに具合でも悪いの？」


「えっそりゃ大変だ、大だい丈じよう夫ぶか？」


「えっ、いや、あの」


「びっくりしたんだろ」


　え、と郁郎は目を瞠みはった。思わず顔を上げれば、声の主とばちんと目が合った。


　叶野───仁は、つと郁郎から視線を外すと、健作と由香に向き直り、少し呆あきれたような色を含ふくんだ声で続けた。


「制服見りゃ同じ高校だってわかるだろ。同級生だよ」


「おお、そういえば、同じだな。同級生だったのか」


　本当に今気が付いたのか、感心した声を出す健作に、由香も、あら、と驚おどろいている。


「なによ郁、知ってるなら知ってるって言えばいいじゃない」


「…俺だって今ここで初めて知ったよ」


　だから驚いてるんだろ、と呟つぶやけば、健作の豪ごう快かいな笑い声が響ひびいた。


「あっはは、そうかー、それでなんだか郁郎くんの態度がぎくしゃくしてたんだな。緊きん張ちようしてんのかなとは思ってたけど、仁と友達だったのか」


「え、いや…」


　友達、と言われて咄とつ嗟さに肯こう定ていできない自分に僅わずかに寂さびしさを感じながら、郁郎が言い淀よどんでいると、仁の声が先を繫つなぐ。


「クラスが一いつ緒しよなんだよ」


　きっぱりと放たれた言葉の、何の躊ちゆう躇ちよもないそれに、じく、と胸が痛んだ。まるで仁にとっては、それ以上でも以下でもないと切り捨てられたような気分になって、密ひそかに気持ちが落ち込む。けれどそれは間違いなく事実で、傷付く自分の方がおかしいのだろうとは、充じゆう分ぶんにわかっている。


　だからといってそんな自分に向けた慰なぐさめで心が軽くなるかといえばそんなわけもなく、ただヘコんだ気分のまま、それでも表には出すまいと小さく笑って、郁郎は頷うなずいて見せた。


「委員長とこんなとこで会うなんて、ちょっとびっくりしてさ……。俺、母さんの再さい婚こん相手の名前すら聞いてなくて、余計」


「あら、仁くんクラス委員長なの？　へえ、でもなんかそんな感じねえ、頭良さそう。うちのとは大違いじゃない」


「悪かったな、馬ば鹿かな息子むすこで」


「悪いとは言ってないわよー。いいじゃない、あんた可愛かわいいんだから」


「嬉うれしくないから、それ」


　親に顔を褒ほめられても虚むなしいだけだ。小さく息を吐はいて、郁郎はそれでも、話の筋が逸それたことに感謝した。これ以上自分と仁の距きよ離りを思い知らされるのは今はもう避さけたい。


　複雑な気持ちを持て余していると、健作の楽しそうな笑い声が場を明るくした。上階を指すように親指を立てた彼は、にっと磊らい落らくな笑みを由香と郁郎に向ける。


「んじゃ紹しよう介かいも済んだところで、そろそろ晩飯にしようか。予約取ってあるからね」


　そういえば夕食を一緒に、という話だったのだと思い出して、郁郎は頷いた。促うながされるままぞろぞろとエレベーターに乗り込んで、向かった先は最上階のレストランだった。案内されたのは、大きな硝子ガラスが嵌はまった窓まど際ぎわの席で、眼下には煌きらびやかなネオンの夜景が広がっている。円テーブルに健作を起点に右回りに由香、郁郎、と並び、何故なぜか仁が横に来てそれから礼人、王志、という順に席についた。


　普ふ段だん滅めつ多たに来ないような場所に緊張しているというのもあるが、なにより隣となりに在る仁の存在で、郁郎の中はいっぱいいっぱいになってしまっていた。自然に自然に、と思うあまり、余計に力が入る。折角のディナーをじっくり味わうこともできないまま、相当テンパってしまっているのが自分でもよくわかった。


　しかしとりあえずは、そんな郁郎を特に誰だれも指し摘てきすることなく、和わ気き藹あい々あいと食事は進んでいった。店内は落ち着いているものの、静かすぎるということもなく、適度の会話なら充分に楽しめるような、居い心地ごこちのいい空間が作られている。


「へえ、礼人くんは院生なのね。何の研究してるの？」


「国文学専せん攻こうです。俺、日本語が好きなので」


「あやちゃんの話は、いっつもすっげえ面おも白しろいんだよ」


　由香の質問に答えた礼人の横から、王志が自じ慢まんげに会話に加わる。礼人だからあやちゃん、というその呼び方が微笑ほほえましくて、郁郎は思わず笑えみを浮うかべた。


「面白いって？」


「古文とか古典とか、あの辺のわかりにくいやつからその辺の誰でも知ってるような昔話まで、ちょっとアレンジしたり、なるべくわかりやすく、楽しく話して聞かせるんです。そうすると、小さな子でも覚えてもらいやすくて」


　首を傾かしげた由香に、礼人は再び微笑んで答えた。


「へえ、すごいわね。どっちかっていうとじゃあ、教育関係にも興味があるの？」


「教育まではいかないですけどね。ただそういう風に、どうしたらひとにちゃんと伝わるかなと考えるのが好きなんです」


「礼人のはただの研究バカだろ」


　内心で由香と同じように、礼人の語る言葉に尊敬の念を覚えていた郁郎は、横から仁が挟はさんだ声にそちらを向いた。言葉自体は悪く（しかも兄を呼び捨てだ）、悪態のようだが、それでも冷たい響きではなかった。それは近しい人間や家族内での独特の言葉の応おう酬しゆうで、そこに悪意はないことはわかっているからか、礼人も小さく苦く笑しようするだけだ。


「そうじゃなきゃ、作業を家にまで持ち込んで飯喰くい忘れたりするか。ほっとくとうちの中でも餓が死ししてそうで怖こわいよ俺は」


「まあそれはほら、仁がいてくれるから心配はしてないよ俺も。なんだかんだで面めん倒どう見みいいんだからさ」


「あら、仁くんってそうなの？　もしかして家事担当？」


「仁兄のごはん、すんごい美味おいしいんだ。由香さんも、ごはん作る？」


「え、あたしはー…。そうねえ、残念だけどあんまり作れないわね」


「由香さんはあんまり家にいられないからな。人間誰しも得意分野苦手分野があるもんだ、王志」


　そうなの？　と首を傾げる王志に、由香はあっけらかんと笑っている。自分の仕事に誇ほこりを持っている由香は、そこが基き盤ばんになっているので、己の苦手なことに対しても堂々と向き合えるような性格だった。対して郁郎は、由香のようにあっさりと自分の駄目なところを笑い飛ばすことなどできない。どうしたらそこを脱だつせるのか考えるし努力もするのだが、どこかコンプレックスのようなものから抜ぬけ出せないでいる。


　現に今も、会話に加わりたい、加わらなければ、と思ってはいるのだが、どうにもタイミングが摑つかめないまま、じりじりとただ自分を取り巻く声を聞いているだけだ。


（……委員長は、呆れてる、かな）


　学校ではそれなりに友人もいて明るく振ふる舞まっている郁郎が、この場で会話のきっかけさえ摑めずにただそこにいるだけの存在であることに、訝いぶかしく思ってはいないだろうか。それとも、そこまで気に留めてもくれていないだろうか。


　あるいはまだ、この場に仁がいなければ、自分は自然に輪の中に入っていけたかもしれない。そう思うとやはり、仁を意識しすぎている自分が強く感じられて、郁郎はますます自分が情けなくなってきた。こんな華はなやかなおめでたい場で、ひとりうじうじしている自分が嫌いやだった。けれどこの場を辞すことなどもちろんできないし、そんな気も起こらない。幸い自分が黙だまっていても特にこの場に支障はないように思えたし、たとえそれに一いち抹まつの寂しさを感じても、自じ業ごう自じ得とくなのだから、仕方がない。


　結局はそんな結論に至って、運ばれてきた真ま鱈だらのポワレを口に運びながら、郁郎は先刻の会話をふと思い出していた。


（……委員長、料理できるんだ）


　感心と憧あこがれと尊敬が胸の中に渦うずを巻く。あの長い綺き麗れいな指で包丁を持って、王志が絶賛するほどの料理を優ゆう雅がに作り上げていく姿が、ぼんやり脳のう裏りに浮かぶ。自分なんか殆ほとんどがコンビニか近所の大型スーパーのデリカテッセンだというのに、この違ちがいはなんなんだろう。


　いいなあ、どんな料理が得意なんだろう、どんな風に美味しいんだろう、と隣りに本人がいるというのに妄もう想そうばかりが膨ふくらんでいく。


　羨うらやましい、という言葉が胸に浮かんだ。けれどそれが何に対してなのか疑問に思い、考えかけたところで、郁郎は自分を呼ぶ声に、はっと顔を上げた。


「郁郎くん？　大だい丈じよう夫ぶか？　もしかして本当に具合悪いんじゃないのか？」


「え、あっ、いや、大丈夫です。すみません」


　心配そうに眉まゆを寄せて声を掛かけてくれる健作に申し訳なくなりながら、郁郎はぱっと笑みを浮かべてみせた。こういう時の反応は、意外に早いという自覚はある。


「これ、この魚美味しいなあって思って、しみじみ嚙かみしめてたんです。家じゃほら、さっき言ってたみたいに母さんは料理作ってくれないから、ちゃんとしたごはんって久しぶりだなあって、感激しちゃって」


「なにそれ、嫌味？　郁、あんた、喧けん嘩か売ってんの」


「事実じゃんか。おかげで俺、食べ盛ざかりなのに一向に肉つかなくて困ってんだよ」


「まあ確かに郁郎くんはちょっと細いよな。部活はやってないの？」


「あ、俺、バスケ部です」


　運動もちゃんとして鍛きたえてはいるんですけど、と郁郎は健作に笑い返した。


「へえ。バスケ部かあ、なんかいいねえ、その響ひびき」


「お父さん、オヤジみたいな発言はやめてください」


　にやにや笑う健作に、礼人が呆あきれたように言う。そりゃオヤジだろう、と返した健作は、続けて郁郎に話しかけた。


「で、郁郎くんは、バスケ上手うまいの？　レギュラーとか？」


「えー、いやー上手いってほどでは……」


　三年が引退した今では、郁郎のいる二年がレギュラーの殆どを占しめているが、郁郎はどちらかというと、控ひかえに回ることが多かった。下手ではないがあまり持久力がなく、スタメンで出ても前半だけか後半からのことが多い。それでも身体からだを動かすことは楽しかったし、部内の雰ふん囲い気きもいいから、来年の引退まではずっと続けようと思っている。


　しかし自分で上手いか下手かなど、たとえどちらにしても言いにくいもので、他人に聞かれた場合は更さらに難しい。上手いというほど自分の力を過信してはいないし、逆も然しかりだ。


「上手いよ」


（え？）


　どう言ったらわかってもらえるだろうかと悩なやんでいた郁郎の横から、予想もしない言葉が投げられて、思わず隣りを見み遣やった。器用にローストビーフをフォークで丸めて刺さしながら、仁が淡たん々たんと続ける。


「状じよう況きようを読むのに長たけてるし、パス回しもタイミングがいい。周りがやりやすいプレイだと思うけど」


　なんでそんなことをと思って、同じクラスなのだから体育でやった時のことだろうかと思い直す。けれどそれにしてもたった数回、たまたま見ただけのことだろうにと困こん惑わくしながらも、じわじわと湧わき上がる嬉うれしさに思わず頰ほおが緩ゆるみそうになった。


　だが慌あわてて気を取り直す。これくらいのことでものすごく浮かれて、気味の悪いやつだと思われたくない。


「へえ、そうなのか。よし、今度僕とワンオンワンでもしようか」


「やめときなよ、もう若くないんだから」


「酷ひどい言い草だな、礼人……」


「あっじゃあ俺！　俺とやってよ、郁郎くん！」


　礼人からのツッコミにがっくりと項うな垂だれる健作を尻しり目めに、王志が元気良く立候補してきた。郁郎くん、という呼び方に微び妙みように違い和わ感を覚えるがその様が可愛かわいくて、小さな子には殆ど免めん疫えきのない郁郎でも絆ほだされるような気分になり、うん、と頷うなずいた。


「そのうち、やろうな」


「うん！」


　約束、と嬉しそうに笑う王志に、こちらまでいい気分になる。乗じて先ほどの仁の言葉もやはり嬉しくて、郁郎はかなり気持ちが楽になったことに気が付いた。きっと仁にとっては何気ない、どうということもない言葉なのだろうけれど、ただ少しでも自分のことを見てくれていたとわかっただけでこんなに嬉しいなんて、どうかしているのかもしれない。


「っと、そうだ。これからのことについてなんだけど」


　思い出したような健作の言葉に、郁郎は首を傾かしげた。この後更にどこかへ行くのだろうかと思っていると、どうやらそういう意味ではなかったらしい。健作は郁郎のほうへ向き直ると、穏おだやかに目を細めて笑えんだ。そのどこか真しん摯しな光にどきりとして、少し背筋が伸のびる。


「あのね、郁郎くん。僕としては、前々から考えていたことではあるんだけど」


「……はい」


　何を言われるのだろうかと僅わずかに身構えた郁郎に、健作は続けて穏やかな口調で言った。


「由香さんと再さい婚こんするにあたって、由香さんは僕の姓せいに入ってもらうんだけど、よければ君も一いつ緒しよにどうかなと、思ってるんだ」


「……え？……俺も、ですか？」


「うん。やっぱりね、形式じゃないってわかってはいるんだけど、折角家族になるんだからと思って。もちろん家も、今のマンションからうちへ引っ越こすわけだし」


「……え!?」


「えってあんた……。郁、もしかして考えてなかったの？　引越し」


　健作の話に、つまり戸こ籍せきを移るわけだから名字が変わるんだよなと、そればかり考えていた郁郎は、思いもしなかった事実を更に加えられて思い切り動どう揺ようした。


「だ、って……あの、えと……そか、そうか……」


　再婚する、とはそういうことだ。籍を入れて、それで終わる話ではない。


（……って、つまり───俺、叶野の家に引っ越すってこと……？）


　そしてそれはおそらくもう決定していることで、郁郎の返事如何いかんでどうこうなるものではないのだ。自分の考えの浅はかさに情けなく混乱しながらも、郁郎はぐるぐると回る頭から言葉を引き出した。


「あの、でも……えと、みんなはそれで、いいんですか？」


「みんなって……ああ、この子たち？　うん、それはもう了りよう承しよう済みだからね」


（え、そうなの!?）


　驚おどろいて周りを見ると、一番に目が合った礼人が、にっこりと綺麗な笑みを浮うかべてくれた。


「うん、郁郎くん、俺たちは異存はないから、心配しないで」


「部屋、ちゃんとあるんだよ、この前きれいに片づけしたんだ」


　王志もそう言って笑ってくれる。自分より十近く年下の子供の笑顔に安心するなんて情けないが、それでも少しほっとした。けれど、郁郎にとっては一番肝かん心じんの人物からの応こたえがないことに、ふっと不安が押し寄せてくる。健作が言ったからには、仁も一度は了承したのだろうが、やはり今になって嫌になったのだろうか、と郁郎は隣となりを見る勇気もなく口を開いた。


「あの、でも俺…」


「俺も反対じゃないよ。宮原が嫌いやじゃないなら、問題ないけど」


「……俺は、嫌じゃない、けど」


　素っ気無い仁の言葉に、否いなとは言われなかったが、少し曖あい昧まいに思えて郁郎は躊躇ためらいながら俯うつむいてそう答えた。仁自身が賛成しているわけではなく、ただ父に言われたから了承した、という意味にも聞こえて、さっきまでの少し浮かれた気分は見る間にしぼんでいく。


　仁の中で、郁郎の存在はどんなものなのだろうと考えて、それはすぐに答えが出た。数十分前に、彼を階下のロビーで見かけたときに思ったことと一緒だ。きっと同じクラスとはいえ、特に仲が良かったわけでもない自分のことなんか、そう印象に残ってはいないだろう。成績もそういいわけではないし、見た目も少し派手というか、目立つ部類に入るから、軽い性格で遊んでいると思われているかもしれない。


　そんな人間と同じ家で、家族のように暮らすということに抵てい抗こうがあっても、それは不思議じゃない、そう思うのに、ただただ胸が痛い。


　もしかしたらここは断るべき場面で、今までやってこれたのだからひとりでやれると、そう言うべきではなかったのか。そういう答えを仁は期待していて、もしかしたら郁郎の答えに不満げな表情を浮かべたりはしなかっただろうか。そう思うけれど、確かく認にんすることはどうしても怖こわくて、郁郎は仁から視線を逸そらしたまま、泣きそうになっている心をぐっと引き締しめた。


　たった一言で、どうして彼の一挙手一投足でこんなにも、自分は右往左往しているのだろう。


　けれど郁郎の答えに、健作は満足したのか、頷くと笑みを浮かべた。


「なら大だい歓かん迎げいだよ。うちは一いつ軒けん家やだし、幸い空いている部屋もちゃんとある。それに、これからは君たちだけで生活するわけだから、やっぱり僕も郁郎くんは一緒に暮らしたほうがいいと思うんだ」


「そうね、あたしたちも滅めつ多たなことじゃ帰ってこられなくなるんだしね」


「……は？」


　うんうん、と頷きあっている母と健作の言葉の中に、何か意味のわからないものがあったように思えて、郁郎は俯いていた顔を上げた。


「……なんの話？」


「なんのって、なにが？」


　由香が不思議そうに首を傾げる。それはこっちのセリフだ、と郁郎は母を見返した。


「俺たちだけで、とか、滅多に帰ってこれないとか……」


「あら、言ってなかった？　あたしと健作さん、来月初めから当分の間、日本出るから」


「はあ!?」


　とぼけた母の表情に、またそのパターンか、と郁郎は頭を抱かかえたくなった。眩暈めまいがしそうだ。


　どうしてこの母親は肝心なことをなにひとつ、言わないのだろうか。聞かない自分が悪いといえばそうだが、普ふ通つうは事前にいろいろ話しておくものではないだろうか。時間がなかったにしても酷すぎる。


　来月といえばもう、二週間ないのに。


「由香さん、言ってなかったのか。それは驚くよ、郁郎くんも」


「言ったつもりになってたのよ。ごめんね、郁。まあいいじゃない。今わかったんだから」


「ちょ、待って。じゃ俺……ひとりで引っ越すってこと？」


「さっきからそう言ってるじゃない。それにその話はもう終わったでしょ。マンションは今年いっぱいで契けい約やく切れるから丁度いいわー」


　由香がマイペースなのだといってもあまりに振ふり回されている郁郎に同情したのか、健作が宥なだめるように笑って、説明してくれる。


「しばらくの間ね、ふたりで海外のいろんなところに取材に行こうかって、ずっと話してたんだよ。一いつ箇か所しよにとどまらず色んなところに行きたいから、日本じゃなくアメリカに一応拠きよ点てんを置いて、そこから行動範はん囲いを広げようってことになったんだ」


「……はあ、そうなんですか」


「それに新婚旅行も兼かねてみようかってことで、来月から行くことにしてたんだけど。……どうやら本当に知らなかったんだね、郁郎くん」


「……ですね」


　全く何も聞いていない。再婚するかも、とは何度か聞いたが、長期の海外滞たい在ざい予定のことなど、ひとことも出てこなかった。


　それが由香の由香たる所以ゆえんというか、昔から自由奔ほん放ぽうで縛しばられることを嫌きらう。女性として、人間としては魅み力りよく的なのだろうと、それは思う。


　けれどあまり構われた記き憶おくのない郁郎にとっては、母親としての彼女のイメージは少なかった。もちろん愛されていないとは思わないが、ただ、それが今の郁郎の性格を形成した一いつ端たんではあるのだろう。それには父の存在も関かかわってくる。


　郁郎の血の繫つながった父親とは、由香が離り婚こんしてから、それ以来会っていなかった。


　十年以上前に別れた父の記憶は、郁郎の中にはあまり残っていない。僅かに覚えているのは、それこそ子供心に構ってもらいたくて甘えた父に、邪じや険けんにされたことくらいだ。画家を目指していたという父は少し神経質で、あまり子供も好きではなかったようだ。遊んで、とねだる幼い郁郎に、彼は激げつ昂こうして「うるさい！」と怒ど鳴なった。「邪じや魔まだからあっちへ行け」と追い払はらわれたことがショックで、泣き出した郁郎を、更さらに鬱うつ陶とうしいとばかりに父は眉まゆを顰ひそめて無視したものだ。


　細かい部分はもちろん覚えていないが、ただそんな扱あつかいを受けたということだけが感覚として郁郎の心の根っこに残ってしまっている。それはトラウマのように枝を伸ばし、郁郎の中に蔓延はびこっていて、今ではもう、どうもできないくらいに生長してしまっていた。


　人に対して臆おく病びようになり、嫌われたら、疎うとましがられたら、という不安がいつでもあって、けれど本当にひとりになるのも怖くて、ただ笑ってみせる。それが習慣になる頃ころには、もとより華はなやかな容姿の郁郎が笑えみを浮かべるだけで、周りはそれなりに優やさしくしてくれるようになっていた。


　けれど母にも構われず、言いたいことや話したいことがあってもそれを本当に話したい相手に言うことが出来なかったからか、本音を言うことも苦手になっていった。


　結果ますます人見知りは激しくなって、コンプレックスも抱えたままだ。


　相手に不快感を与あたえるくらいなら、自分が我が慢まんするほうが何倍もマシだ。それが郁郎の中では当たり前のようになっている。それを母のせいにするつもりは毛頭ない。


　その気になればきっと、変われるチャンスは今までにもあったのだろう。それに気づかなかった自分にもたぶん非はある。


　そんな自己分ぶん析せきは、目の前に迫せまる現実には何の役にも立たない。


　本当は他人が怖かろうと、新しい環かん境きように慣れるのがあまり得意でなかろうと、郁郎の前には、新たな家族と彼らとの生活が待っていた。そしてそれを受け入れる以外、今の郁郎に選せん択たく肢しはない。


　現実に心がついていかない。けれど不安定なバランスに戸と惑まどう、そんな郁郎の心中とは関係なく、食事が終わる頃には引ひつ越こしの日程まで決まってしまっていたのだった。











「有う無むを言わさず、ってこのことだよな……」


「嫌いやなら断りゃいんだよ」


　ため息と一いつ緒しよに吐はき出した愚ぐ痴ちを、さらっと一刀両断されて、郁郎はぐ、と詰つまると隣となりに並ぶ友人を見た。


　放課後の体育館は、部活動を行う生徒たちで溢あふれていた。床ゆか板いたを踏ふむシューズの甲かん高だかい音、掛かけ声、ホイッスル、いろんな音が混じる空間は、騒そう々ぞうしいのにどこか居い心地ごこちが良くて、郁郎は好きだった。


　第二体育館の二階をまるまる使えるバスケ部は、今は部内で分けた四チームで紅白戦をやっている最中だった。郁郎のチームは既すでに試合を終えており今は後半チームのゲーム中だ。


「嫌っていうか……。別にヤなわけじゃ……」


　ぼそぼそと呟つぶやく郁郎を眺ながめていた友人は、にやりと笑みを浮うかべた。高校に入ってから最初に親しくなったこの眞ま宮みや旭あさひは、百七十にぎりぎり満たない身長のうえに細身で、黒々とした大きな目や艶つややかな髪かみと相まって、一見幼く可愛かわいげがある。だが、どうにも辛から口くちで容よう赦しやがない性格をしており、そのうえ他人の変化に敏びん感かんで的確だった。そもそも巧うまく噓うそをつくという芸当が不得手な郁郎など、すぐに大たい抵ていのことは見み抜ぬかれてしまう。


「……なんだよ、その笑いは」


　他ほかに話せる相手もおらず、口は悪いが旭は頼たよりになるし、基本的に面めん倒どう見みがいいからと、先日自分を襲おそった怒ど濤とうの展開を相談してみたはいいものの、郁郎は友人の人の悪い笑みに、思わず逃にげ腰ごしになった。


「別に？　そりゃ嫌なわけないよなあって思っただけー」


「……どういう意味だよ」


　語ご尾びを延ばすところがまた更にムカつく、と郁郎は軽く旭を睨にらんだ。本来の性格を押し隠かくして八方美人だと自分でも自覚のある郁郎には、それなりに多い友人の中でも旭は特別だった。それは彼の真っ直すぐな目と姿勢と、郁郎の性格を割合理解しながらも、不ぶ躾しつけでない程度に突つっ込んでくれる態度のせいだろう。おかげで旭にだけは、邪険な扱いを受けようと、逆に乱暴なくらいの反応を返そうと、あまり気にすることもないとわかっている。そういう意味で本当に、郁郎にとってかけがえのない存在であり、大事な友人だった。


　ただやはり、性格の相そう違い上、一方的に揶揄からかわれることも多く、悔くやしいといえば悔しい。


「そのまんま。まあ急に引越ししなきゃなんないとか、こないだ会ったばっかの他人と暮らさなきゃなんないのは大変だと思うけどさ、その分メリットもあんじゃんか」


「……メリットって」


　まさか、と郁郎は片かた腕うでに抱えていたバスケットボールを両手で持ち直し、ぎゅうっとてのひらに力を込こめた。旭が何を言いたいのかわかって、身体からだごと横を向く。騒そう音おんで溢れている体育館内とはいえ他人に知られたい話ではなく、力を込めつつも極力声をひそめた。


「だからそれだって、俺にとってはプレッシャーだっての……！」


「なんで？　チャンスじゃん」


　ぐっと腕を立て、拳こぶしを握にぎりながら旭が浮かべる作り笑顔が憎にくらしい。郁郎は手に持っていたボールを軽く、向かい合った旭の腹に投げつけた。それを難なく受け取り、旭は更に笑みを深めた。


「だって考えてもみろよ、郁郎クンの好きなカッコイイ委員長の、学校じゃ見られないあんな姿やこんな姿が見放題覗のぞきほう……」


「っ、だれが覗くんだよっ」


　やっぱそんなことか！　と郁郎はまだ旭の手の中にあるボールを、更にぐいぐいと押し付けた。苦しいと言いながらも、楽しそうに笑っている旭には所しよ詮せん他人ひと事ごとらしい。


　ある意味まだ郁郎にも一連の出来事の実感がないせいか、深刻さに欠けていたのかもしれないが。それにしても、と郁郎は恨うらめしげに旭を睨んだ。


　旭に当たってもしょうがないとわかっているが、もう少し真面目まじめに聞いて欲しい。


　確かに旭には、今年六月にあった球技大会で、バスケコートに立つ仁の姿をぼんやり見つめながら、思わず無意識に口にした「かっこいーなあ……」という言葉を聞かれてしまったのだ。だがそうして揶や揄ゆされている場合ではもうない。俄にわかに不安になった郁郎は、笑い事じゃないんだって、と旭の腕を摑つかんだ。


「そりゃ、そりゃさ、委員長の私生活に興味がないと言えば噓だけど。……でも、どうすんだよ、それって俺の方だっていろいろ見られるってことじゃん……」


　どこか硝子ガラスでも隔へだてたようだった距きよ離りが、縮まってしまう。叶野仁に憧あこがれていたのは本当だったが、こんな風に一気に物理的な距離が縮まってしまうことは、郁郎の予定にはなかった。


　近づくことは、怖こわい。近くなったその分、さらけ出された自分は、好かれるよりも嫌われるほうが確実にありえる。


　仁に嫌われたら、きっと想像以上に自分は悲しいだろう。思うだけで落ち込んでしまう。どうしてこんなに彼の存在が大きいのか、わからない。わからないけど、ただそう感じてしまう心はどうしようもないのだ。


「……あのさあ、郁」


　今からヘコみかけている郁郎をどう思ったのか、旭は俯うつむいてしまった頭を、ぽんぽんと宥なだめるように軽く叩たたいてくれた。郁郎が視線を落としたままでいると、声が続けて降ってくる。


「俺はそのまんまでいいと思うよ。つか、郁はもちょっと自分を出しても罰ばちはあたんないと思うくらい。まあちょっと気にしすぎるきらいがあるけど、その辺のフォローくらいできねえんじゃ、俺的には論外。その時点で失格だし」


「？……何の話だよ？」


　いつになく優しい旭の声に、後半の意味がわからないと顔を上げたが、目が合った旭はなんでもないと笑んで流す。尚なおも首を傾かしげていると、旭はつまり、とまた片方の口角を上げた。


「郁が叶野となんか揉もめたら、俺が今までの郁の賛辞の言葉を代わりにきちんと伝えてやるよという……」


「はあっ!?　ちょ、ばか、旭おまえんなことしたら縁えん切るからなっ」


「なんだよ、シャイな郁が言えないっていうから、親友の俺が仲を取り持ってやろうって」


「シャイってなんだよ、今時言うか、んなこと。てか取り持ってもらうような関係じゃねえしそもそもっ」


「遠えん慮りよすんなよ、郁。俺、おまえの幸せを願ってんだよ」


「馬ば鹿かかっ。もー縁切る！　ほんとに切る！」


「そんなこと言いながら郁は俺のこと大好きだろー？　ほうら、来い、抱だき締しめてやるぞー」


「ふーざーけーんーなーっ」


「…………おまえらなにやってんの？」


　来いと言いながらも自分から寄って来て、ぎゅうっと腕を回してくる旭に郁郎がじたばたしていると、背後から呆あきれたような声が投げられた。


　ボールを互たがいの腹の間に挟はさんだままでじゃれあっている様は、どうやら周りには相当奇き異いに映っていたらしい。旭が腕を離はなしてくれないので、そのまま首を捻ひねって背後を見み遣やった郁郎は、そこにボールを肩かたに置き胡う乱ろんげにこっちを見遣っている、クラスメイトでこの夏めでたくバスケ部部長に就任した梶かじ原わら孝たか行ゆきを認めて、あ、と声を上げた。


　梶原は後半の試合に出ていた。その彼がいるということは、いつの間にやらゲームは終しゆう了りようしていたらしい。梶原だけでなく興きよう味み津しん々しんといった様子で他の部員もこちらを見遣っている。旭とふざけ半分でスキンシップをはかるのは良くあることだったが、どうも羽目を外しすぎたかと思っていると、旭が冷めた口調で梶原に答えた。


「見りゃわかんだろ、愛の抱ほう擁ようだよ」


「相変わらずジョシコーセーみてーなことを……。じゃなくて、おまえら試合ちゃんと見てなかっただろ」


「だっておまえの試合なんか、見ても見なくても一緒だし」


「うわそりゃヒドくないですか旭サン……」


「なんで。孝行のプレイなんかもう頭と身体に染しみ付いてんだから、見なくても支障ねえっつってんの」


　しれっとした旭のセリフに、梶原はちょっと絶句してから微かすかに額を赤く染めた。百八十近くの長身に、バスケの才能もあって見目も良い同い年の少年が、そんな風に照れている様は少し可愛くて、郁郎は小さく笑った。旭と梶原は中学校から一緒らしく、バスケも息がぴったりだった。口の悪さからは想像できないくらい、旭は梶原のことを信しん頼らいしているのだろう、そんな雰ふん囲い気きがあった。


　最初の頃ころは、旭が郁郎にふざけて抱きついたり腕を組んできたりすることに驚おどろいた。それまで、人との触ふれ合いというものにあまり免めん疫えきがなかった郁郎は、どうしていいのかわからずに固まっていたが、そういうところを全部見抜いているような旭に段々と慣らされてしまった。構われたことが少ないからこそ、逆にそうやって構われることが好きなのだと気がついたのは、こうして旭と戯たわむれるようになってからだ。存外に楽しいそれは今のところ旭限定だが、こんな風に自分とのスタンスとはまた違ちがう面を梶原に対して見せる旭を見ると、彼らのような関係をとても羨うらやましく思うことがある。


　それは梶原に対する嫉しつ妬とのようでもあり、ただ単に、当たり前のようにお互いの存在を信じていられるふたりに、憧れているのかもしれなかった。


「……とりあえず、ダウンして上がりにすんぞ」


　照れてしまった自分を誤ご魔ま化かすように、ひとつ息を吐はいた梶原が指示を出すと、他の部員もそれぞれ動き始めた。


（……俺は、どうしたいのかな）


　自分はどんな関係を、仁に望んでいるのだろう。定まらない感情ばかりが先立って、不安が募つのる。旭はそのままでいいと言ってくれたけれど、せめて嫌きらわれたくないと自信のない望みを、郁郎は胸の内で呟つぶやいた。











　十二月に入って最初の土曜日が、叶野家へと引っ越こす日となった。さすがに住まいを完全に移すとなると準備は生半可なものではなく、二週間はあっという間だった。


　しかもその翌日にはなんと健作と由香のふたりは日本を発たつ予定だった。正確にはこちらの方が先に決まっていて、郁郎の引越しは一週間前に行われるはずだったのだ。


　だが、十一月の終わりには期末試験があることを思い出し、幾いくらなんでも無理だと言って、二人の出発の前日にしてもらったのだ。慌あわただしいことこの上ない。


　そしてその肝かん心じんの引越しは、結局健作の知人に軽トラックを出してもらい、自分たちでやってしまうことになった。由香は「力仕事じゃ役に立てないから」と言って、先にひとり叶野家へ行っている。


　予定の時間を十五分ほど過ぎた頃、ようやくインターホンが鳴った。受話器を取って応答した郁郎は、返って来た声に、驚いて息を呑のんだ。


『悪い、遅おくれた』


「……っ、委員長？」


『……そうだけど。どうかしたか？』


「あ、や……えと、おはよう……」


　言ってから思わず、阿あ呆ほうか、と頭を抱かかえたくなったが、既すでに遅おそい。一いつ瞬しゆんの間があって、受話器の向こうから「……おはよう」と返事が返ってきた。混乱している。慌てるな落ち着け、と必死に言い聞かせながら、郁郎はぎゅっと手に力を込こめた。


「あの……もしかしてなんだけど」


『なに？』


「手伝いに来てくれた、とか……？」


『人は多い方がいいだろ。それより早くロック解除してくれ。ここで長々話してどうすんだ』


「あっ、ごめん。今開ける！」


　初めて聞く受話器越しの声にどぎまぎしながらも、呆れた気配を感じて郁郎は慌ててロックを解いた。初っ端ぱなからダメダメだと落ち込みながら項うな垂だれていると、しばらくしてドアのベルが仁の到とう着ちやくを告げた。


　はーいと返事をして玄げん関かんに向かう前に、思わずドア硝子に映った自分の姿をチェックしている自分に気づいて、郁郎はひとり恥はずかしくなりながらノブを回した。


「おはよう、郁郎くん」


「……え、礼人さん？　来てくれたんですか？」


　当然そこに仁がいるものと思って開けたドアの向こうには、にっこりと笑みを浮うかべた礼人がいて、郁郎は驚いて瞬まばたきを繰くり返す。


「うん、さすがに仁じゃ車の運転は出来ないからね」


「来年の今いま頃ごろはもう取ってるよ」


　その礼人の後ろから現れた仁は、「入るぞ」と断ってからさっさと靴くつを脱ぬいで部屋へ上がってしまった。


（……私服だ……）


　思わずじっとその後姿を見送ってしまう。この前の食事の時は自分と同じく制服だったし、当たり前だが学校以外の場所で会うことなどなかった仁の私服姿は、初めて見る。


　濃こい色のデニムジーンズに、カットソーを重ねてエアブルゾンを羽織っただけの、ごく普ふ通つうのスタイルだというのに、どうしてこんなに格好いいのだろうか。思いがけない仁の訪問で緊きん張ちようしたが、朝一番で私服姿が見られたのは嬉うれしい。


　そんなことをぼんやりと思っていると礼人も後に続き、更さらにその後から件くだんの知人とおぼしき中年の男性が元気にやってきた。太おお田たと名乗った彼にも挨あい拶さつを返して自分も部屋へ戻もどりながら、郁郎は首を傾げてふと仁のセリフを思い返す。軽トラックは二人乗りのはずだから、礼人と仁は別の車で来た、ということだが、つまり。


（……あ、免めん許きよの話か）


　確か仁の誕生日は春だったはずだ。四月で、緑の日。噂うわさにはとんと疎うとい自覚がある郁郎だが、仁に関する話だけは耳聡ざとく拾ってしまっていた。もちろん誕生日もその中のひとつだ。


　そこでまた車を運転する仁の姿を想像してしまい、ひとりでうっとりしていると、目の前にその本人が顔を出した。


「おい、ぼうっとしてんなよ。さっさと運ぶぞ」


「あ、ごめ……」


　驚く間もなくさっさと荷物を運び出しにかかった仁に、呆あきれられたかもと思えばまた少し落ち込んだ。しかしひとりヘコんでいる場合ではないと頭を振ふって切り替かえた郁郎は、とりあえず目の前の引越しを無事済まそうと、自分を励はげます。


　結局一時間もかからずに荷物は車に積み終わり、思ったよりも手間は取らなかった。


「じゃ私、先に行ってますんで」


　軽く会え釈しやくして軽トラックに乗り込む太田に、お願いしますと反射的に返してから、郁郎ははっとなった。彼がひとりで行ってしまっては、自分はどうすればいいのか。


　しかし郁郎が口を開く前に、背後から声が掛かかった。


「さっさと来ないと置いてくぞ」


「え？」


「車、あっちに置いてるから、行こう、郁郎くん」


　促うながす仁の横で礼人が指差したのは、マンションのすぐ近くの百円パーキングだった。つまりそちらに停とめてある礼人の車に郁郎も乗れということらしかった。


（……ってことは委員長と同じ車で……？）


　当たり前のことを思って、郁郎は緊張しながらふたりの後をついていく。先せん輩ぱいから中古で譲ゆずってもらったという礼人の車は可愛かわいらしい軽乗用車で、クリーム色の車体が冬の外気の中で目に暖かだった。ＣＭで見たことあるやつだ、とあまり普段車には縁えんのない郁郎が感動していると、仁が助手席のドアを開けて、手招きをする。


「おまえはこっち」


「え？　あ、うん」


　言われるままに助手席に納まると、外からドアが閉められる。仁はそのまま後部座席のドアからリアシートに乗り込んだ。そこでようやく、わざわざドアの開閉までしてもらったのだと気が付いた郁郎は、せめてお礼を言えば良かったと小さく後こう悔かいした。こういうのはタイミングを逃のがすと言い難にくいもので、こんな時は特に、自分の愚ぐ鈍どんさが嫌いやになる。もう少しちゃんと、人の厚こう意いに気が付く人間になりたい。これからはもっとちゃんと気をつけよう、そう思ってなんとかため息は呑み込んだ。


「郁郎くん、車出すからシートベルト締しめてね」


「えっ、あ、はい」


　運転席についた礼人に言われて、郁郎は思わず返事をしたものの、戸と惑まどった。


（シートベルトって、確かこっち……）


　本当に数えるほどしか車に乗ったことがないうえに後部座席が殆ほとんどだったせいで、助手席の構造がさっぱりわからない。あたふたと記き憶おくを辿たどって左後方を振り向こうとした郁郎は、けれど視界に入ってきたものに一瞬声を上げそうになった。


「ほら。ちゃんと嵌はめろよ」


　リアシートの仁が、後ろから手を伸のばしてベルトを引っ張りだしてくれていた。思いも寄らない近さから聴きこえた声とその大きく綺き麗れいな形のてのひらに、どきどきする自分を抑おさえて、今度こそありがと、と言って金具を摑つかんだ。どういたしまして、と返ってくる声が思いのほか嬉しくて、頰ほおが少し緩ゆるむ。


　そのまま振しん動どうも少なく静かに走り出した車の中は、ボリュームを絞しぼったＭＤが流れていて、乗り心地ごこちもいい。バスでも電車でもない車内から見る景色は新しん鮮せんで、なんかいいなあと窓の外を眺ながめていた郁郎は、運転席から投げられた声に、首を回した。


「郁郎くん、もしかして車あんまり乗ったことないんだ？」


「あ、はい。母さんも乗らない人だし、友達はもちろんまだ乗れないし、そんな知り合いもいないし……」


「なるほどねー。バスとか乗ると酔よう？」


「普段はそんなに長く乗らないから酔わないけど……そういえば……」


　春にあった研修の時や、確か修学旅行でも軽く気持ちが悪くなったような覚えがある。思い返してみればどうやら自分は乗り物酔いする性質たちのようだった。嘔おう吐とするまではいかないが、長時間は苦手ということなのだろう。それこそ滅めつ多たに遠くへ車で移動などしないから、自覚がなかったのだ。


「そっか俺、乗り物弱いんだ」


「……今頃気付くなよ」


「えっ？　なに……。礼人さん、なに笑ってんですか……？」


　ぼそっと後部席から突つっ込みが聞こえて郁郎は振り返るが、仁は眉まゆを上げるだけで答えてくれない。強く訊きくことも出来ずに隣となりを見れば、礼人がひとりで笑っていた。


　くつくつと妙みように抑えた笑い方をしている礼人を意外に感じながらも、郁郎は段々わかってきた。どうやら礼人は綺麗でおっとりしているだけではないようだ。旭と似た鋭するどさというか、どこかいろんなものを見み抜ぬいているような、穏おだやかな中にも冷静さを秘ひめた雰ふん囲い気きがあるように思えた。この勘かんは当たっている気がすると、まだ実感は湧わかないが兄になった人物を眺めてみる。


「あは、ごめんごめん。ちょっと個人的にツボで……。うん、ごめんね。駄だ目めだ、面おも白しろい……」


「礼人笑いすぎ。事故るぞ」


　どの辺がどう礼人の笑いのツボだったのかさっぱりわからないと、郁郎が首を捻ひねっていると、仁の呆れた声が割り込んだ。どこか不ふ機き嫌げんな色が混じっていると感じるのは、気にしすぎだろうか。相手の些さ細さいな行動や機き微びに、嬉しくなったり不安になったりで、近くにいるということはやっぱり大変だ。


　改めて大だい丈じよう夫ぶだろうかと不安になったが、郁郎を乗せた車は引き返してくれるはずもなく、そう長くは掛からずに目的地へ辿り着いた。時間的には二十分と少しというところだろうか。大通りから少し狭せまい道へ入った住宅街の中の一いつ軒けんが、叶野家だった。


「……おっきい」


　車から降りて、家を見上げた郁郎は、思わず感かん嘆たんの声を上げた。


　礼人が車を停めた車庫の横にインタロッキングブロックが敷しかれ、その先にある四段ほどの階段を上れば玄げん関かんだった。見ればその向こうに小さな芝しば生ふの庭もあり、ハナミズキの樹きをメインに緑が植えられ、もう冬だというのに色とりどりの花も咲さいていて綺麗だ。


　建物は二階建てで、濃のう紺こんの屋根と板目、それから白い壁かべがバランスよく配置された、センスのいい落ち着いた雰囲気の家だった。いい家なのだろうと、一目でわかるが、けれどそれはただ単にお金をかけたとか、そんなことではなく、住み心地が良さそうだな、と素す直なおに思えるような家だった。


「そんなに驚おどろくほどでかくないぞ」


　ふっと横に立った仁にそんなことを言われ、内心驚きつつも郁郎は隣りに視線をやった。


「……けど、俺にしたら充じゆう分ぶん大きいよ。……委員長いい家住んでんだね」


　久しぶりに快晴になった薄うすい青空とその家はひどく馴な染じんでいて、きっと夜になったらまた違ちがう印象なんだろうなと思った。そしてこんな綺麗なところに、本当に自分が来ても良かったんだろうかと僅わずかな不安がよぎる。


　だが不安を隠かくし小さく笑えみを浮うかべた郁郎に、仁は片眉を小さく上げた。その反応に、誤解されたかと慌あわてて言い訳を探していると、仁はすっと家を見上げてから、郁郎の頭を軽く叩たたくように撫なぜた。


「今日からおまえの家でもあるだろ」


「っ、……え、あ」


「それよりぼさっとしてないで、荷物運び込むぞ」


　どうやら礼人はいつの間にか行ってしまっていたらしい。見れば木製の玄関扉とびらは開かれたままになっていて、太田や健作が荷物を運び入れてくれている。そこにさっさと加わって作業を手伝い始める仁を、郁郎は呆ぼう然ぜんと見ていた。


（……俺の、家、って……言ってくれた）


　どうしてあんなタイミングで、そんな言葉をくれるんだろう。だから益ます々ます、心が傾かたむいてしまって、もうこれ以上は怖こわいのに、こんなに嬉うれしいと思っている自分がいる。それに、と郁郎はそろそろと、腕うでを上げて自分の後頭部を触さわった。


（……頭、撫なでられた……）


　一年ぶりに触ふれた仁の体温に、たった一いつ瞬しゆんのそれに酷ひどく鼓こ動どうを高鳴らせている。そんな自分をおかしいと思う余よ裕ゆうすらなく、ただ郁郎はその温ぬくもりだけを追っていた。


　どこか舞まい上がったように、そんな小さなものですら大切にしたくて、そっと髪かみに触れた左手を、右手で包み込んだ。











　叶野家は、玄関を入って左手に和室が一室、その北向こうに主しゆ寝しん室しつ、その右横がパウダールームとバスルーム、トイレ、廊ろう下かを挟はさんで、右手側にはダイニングキッチンとリビングがあった。リビングには琉りゆう球きゆう畳だたみの敷かれた座スペースもあり、ダイニングからはウッドデッキに出ることも出来る。まるでモデルハウスのようだと思いながら、郁郎は興味深げに家の中を見回した。けれどモデルハウスと違ちがうのは、生活感の溢あふれる様々なものたちが、そこここに置かれているせいなのだろう。


　リビングから延びた階段は、吹ふき抜けの中、二階に繫つながっていて、上には四部屋の他ほかにトイレもあるようだった。階段を上がって正面に一部屋あり、そこが仁の部屋、その右手が王志、更さらにその手前が礼人の部屋らしい。


　肝かん心じんの郁郎の部屋はというと、仁の部屋と角にトイレを挟んで南西の方にある部屋だった。元はゲストルームのような用よう途とで作られたらしい部屋は広々としていて、狭いがベランダもある。


「……俺、ほんとにここ、使っていいんですか？」


「うん？　遠えん慮りよはいらないよ。もちろんここ以外だって好きに使っていいからね」


　思わず問いかけた郁郎に、最後の段ボールを運んでくれた健作は穏やかに笑んでそう言った。白い壁に映はえる濃こい茶ちやのベッドは、ずっと使っていたパイプベッドがこの機に買い換かえられたものだ。そして同じ色のシンプルな勉強机と椅い子す、丸い木製のローテーブルは、健作が家族になった記念に、とプレゼントしてくれた。クロゼットも備え付けられており、郁郎が持ち込んだものといえば、衣類に生活雑貨、ＭＤコンポに勉強道具、それからふたつの本ほん棚だなと共に書しよ籍せきが二箱ほどだった。


　この部屋が自分に馴染むようになるには、どれくらい掛かかるのだろう。そんなことをふと思って、部屋を出て行く健作を見送りベランダに続く窓に寄った。その窓の外には、小さな植木鉢ばちが並んでいて、数色のパンジーが愛らしく風に吹かれていた。


（……もしかして委員長がガーデニングとかもやってんのかな？）


　意外なような、けれど家事を受け持つという話を聞けばしっくりくるような気もして、郁郎は硝子ガラス戸を開けると外に出てみた。ベランダの柵さくはしっかりとした木製で、光の差し込む合間を開けながら重なった板は、落ち着いた茶色だ。


「おい、片付けはとりあえず置いといて下に来い。昼飯にするぞ。……なにやってんだ？」


　しゃがみ込んでパンジーを見つめていた郁郎に、背後から声を掛けてきたのはまさにその仁本人で、郁郎は慌てて振ふり向くと立ち上がった。


「あ、えと、花が……」


「ああ、それな。嫌きらいだったか？」


「え？　いや、好きだけど……」


　反射的に答えると、仁は小さく笑って、じゃあ、とベランダの端はしを指差した。


「そこにジョウロあるから、二日にいっぺんくらい、水みず遣やりでもしてやってくれ」


「……これ、委員長が植えたの？　綺き麗れいだね」


「ん？　ああ、気に入ったならまた他のも買ってきてやるよ」


　綻ほころぶ仁の表情が嬉しくて、郁郎は、思わずうんと頷うなずいた。落ち着いた雰囲気の部屋に少し暖かい感じをもたらしてくれる花は、仁がくれたものだと思えば更に綺麗に思えた。


　歓かん迎げいされている自信など微み塵じんもなく、それでも選せん択たく肢しのないことを言い訳にしてきたけれど、仁も少しは郁郎のことを受け入れようとしてくれているのだろうか。


　我ながら現金だと思いながらも、浮ふ上じようする気分は隠しきれない。弾はずんだ気持ちで階下へ下りると、ダイニングから続くウッドデッキのところに王志がいて、郁郎を見るなりぱあっと笑顔になった。


「郁郎くん！　こっちこっち！」


　手招きをされた方へ歩み寄って、郁郎は小さく苦く笑しようを浮かべた。やはりその呼び方はどうにも慣れない。腰こしを折って王志と目線を合わせると、あのさ、と切り出した。


「王志くん、イクロウクン、って長くて呼びにくくない？　郁、でいいよ。俺みんなにはそう呼ばれてるから」


「郁？　でいいの？」


　ぱちんと瞬まばたきをして首を傾かしげる王志に、うんと頷く。すると王志は、じゃあと自分を指差した。


「俺のことも王志って呼び捨てでいいよ？　今日から郁は俺のお兄ちゃんなんだし」


「うん？　そっか、じゃあそうする」


　さっそくその通りに呼んでくれる王志の素直さに、郁郎は思わず笑みを零こぼした。ひとりっこだった郁郎は、王志という存在を存外に嬉しく思い始めていた。最初は馴染みのない年ねん齢れいの子供に戸と惑まどうかと思ったが、王志の屈くつ託たくなく明るい性格に随ずい分ぶんと助けられている気がする。


「そんでね、郁。郁は犬好き？」


「犬？」


　いきなり何の話だと思ったが、郁郎は頷いた。マンションでは飼えなかったが犬は大好きで、旭の家にいる黒い毛が[image: ]り々りしいラブラドールとは、行く度たびに遊んでもらっている。


「好きだけど……」


「ほんと!?　じゃあいいよね、あやちゃん、放して！」


　それがどうしたのかと問いかけた郁郎は、王志がウッドデッキの外に向かって投げた言葉に目を瞠みはった。


　その途と端たんに視界いっぱいに眩まぶしい金色が広がって、わ、と郁郎は声を上げた。長い綺麗な毛を揺ゆらして、大きな身体からだで走り寄ってきたゴールデンレトリバーは、郁郎に飛び掛かるようにしてじゃれてきた。


「っわ、わ。え、これ、飼ってんの？」


「ロンは人ひと懐なつっこくて、新しい人を見るとすぐ飛びついていっちゃうからね。犬が駄だ目めな人には怖いかなと思って」


　礼人が言いながら近づいてきて、郁郎を見ると小さく笑った。


「でも大だい丈じよう夫ぶみたいだね。ほんとに犬、好きみたいで良かった」


　ロンも家族だから、という礼人の言葉に、郁郎はじゃれつくロンの頭を撫でた。


　ものすごく可愛かわいい。郁郎はどちらかというと小型犬よりも大型犬のほうが好きだった。いつか飼えたらいいなあと思っていた犬の中でも、特に好きなゴールデンレトリバーと、こんなに早く暮らせる日がくるなんて、と感動すら浮かんでくる。


「おまえ、ロンっての？　よろしくなー」


　穏おだやかで賢かしこそうな黒目に視線を合わせてそう言うと、べろんと顔を舐なめられた。くすぐったいが嬉うれしくて、首元を両手でぐりぐりと揉もんでやりながら笑っていると、王志も声を上げながら、一いつ緒しよになって、楽しそうにロンに抱だきついた。


「おまえら、飯だっつってんだろ。遊ぶなら後で遊べ、後で」


　呆あきれたような声こわ音ねは仁で、慣れているのか礼人と王志はおざなりに返事を返しながらダイニングのテーブルにつく。


　しかしぐりぐりと身体を押し付け、遊んで遊んでと訴うつたえるロンをどうにも突つき放せず、郁郎がどうしようと迷っていると、隣となりに仁の気配が並んだ。


「ロン、おまえは飯はまだだ。後で遊んでやるから、ちょっとの間あっち行ってな」


　首を傾げて仁を見上げたロンは、その言葉を理解したかのように郁郎から離れると、デッキの隅すみに丸まった。


「……すごい」


　思わず呟つぶやいた郁郎に、仁が視線を投げる。それにどきっとしながらも、郁郎は口を開いた。


「あの、賢いなと思ってさ。ちゃんということ聞くなんて偉えらいね」


「ああ、案外利口なんだ。小さい時から頭はよかったし」


　ほらメシ、と促うながされて従いながら、振り返ってもう一度ロンを見る。すごいと思ったのは、ロンそのものだけでなく、そんな風にちゃんと可愛がりながらも躾しつけまでしてしまう仁に対してもだった。ちゃんと飼い主の言うことを聞くようにするには、犬に限らずそれなりの努力がいると、旭が話していたのだ。


　昼食は仁の手作りで、チャーハンとスープ、鶏とりのから揚あげというメニューだった。


　今日は慌あわただしいから手て抜ぬきメニューだと仁は苦笑していたが、それでも郁郎からすれば大変なことだ。おまけに王志が言っていたように、お世辞でなく美味おいしい。由香も絶賛しながら食べている。


　仁の手作りだと意識した途端、何を出されても美味しいと感じてしまいそうな気がしたが、きっとそんな欲目を抜きにしても巧うまいのだろう。


　本当になんでもできるんだなあと、そんな羨せん望ぼうを抱いだきながらも、少しだけ寂さびしくなる自分は欲張りなのだろうか。彼はあまりに完かん璧ぺきすぎて、やっぱり自分と仁の距きよ離りは遠いものなのだと、そんな実感が湧わいてしまって、切ない。


　せめて嫌われないようにとだけ思っていたはずなのに、いつの間にか淡あわい期待を持ち始めている自分に気付いて、郁郎は小さく頭かぶりを振った。身の程ほどを弁わきまえる、というほど大おお袈げ裟さなものではないにしろ、過か剰じような思いは禁物だ、と自分を戒いましめる。


　仁がどんな風に郁郎との同居を捉とらえているのか、それはわからない。もしかして少しは歓迎してくれているのかもしれないと思いはしたが、それでもそれがずっと続く保証はないのだ。だからこそ、少しでも自分にできることがあるなら見つけなければ。この家に自分がいることのできる意味を作らなければならない。


　だがそんな決心など知るはずもない仁は、後片付けを手伝おうとした郁郎を「それより自分の部屋を片付けてこい」と部屋に追い立てた。仕方なくせめて夕飯の支し度たくくらいは手伝おうと思っても、郁郎が階下に下りた頃ころには既すでに終わっていたのだった。


　再さい婚こん同士の家族六人がこの家で揃そろうのは、その日が最初で、そして一日きりだった。いつふたりが日本に帰ってくるのかは、どうやら聞くだけ無駄なようで、見当もつかない。ただどこに滞たい在ざいしているかは、礼人のパソコンへメールで逐ちく一いち知らせてくれるらしい。


　翌日昼すぎに家を出た二人には、空港までの見送りはいらないと言われていて、玄げん関かんでの別れはあっさりとしたものだった。元々一緒にいることが殆ほとんどなかったから、どちらかというと、いつもの日常に戻もどるという感覚のほうが強い。


　むしろ母親と離れる不安よりは、郁郎にはこれからの生活への気がかりのほうが大きかった。


（……今日こそ、なんかしなきゃだよな）


　もちろん食事を作ることは無理だが、何か手伝えることはあるはずだ。わからなければ聞けばいいのだし、そうすることで少しでも仁との距離を縮めたかった。


　健作と由香を見送り、王志に誘さそわれテレビゲームをやった後、部屋に一いつ旦たん戻もどった郁郎は、タイミングよく鳴りだした携けい帯たいの着信音に、通話をオンにした。相手は旭で、呼びかけると明快な声が聞こえてくる。


『あ、郁？　今大丈夫か？』


「うん、平気。どうかした？」


『いや、憧あこがれの同居生活はどんなかなと思って』


「……切っていい？」


　たっぷりと揶揄からかいを含ふくんだ旭の声に低い声で応こたえると、楽しそうな笑い声が返って来る。


『いやマジ心配してんだって。で、どうだ？　うまくやれそうか？』


「……んー、まだよくわかんないけど……」


『まあそっか。まだ二日目だかんな。……けどとりあえずは大丈夫みたいか』


「うん？」


『もっと緊きん張ちようして、ヘコんだ声出すかなと思ってたけど』


「あー、まだ緊張はしてるけど……。でも、俺なりに頑がん張ばってみよっかなと」


　まだ頑張れていないのだけれど、焦あせらずにいけたらというのが希望だ。それよりもわざわざこうして電話してくれる友人の気き遣づかいと、慣れた会話に少しほっとして心が緩ゆるんだ。旭の声は案外耳に心地ここち好よくて、落ち着くことができる。仁の声も少し低くて、[image: ]りんとして通りがいいのだけれど、今はまだどぎまぎしてしまうことが多い。好きな声だと思うけれど、どうにも緊張が先に立つのだ。


『もう少しして落ち着いたら、遊びに行っていいか？』


「うん、……もうちょっとしたらな。今はまだ俺が慣れるので精せい一いつ杯ぱいだから無理っぽいけど」


『ま、あんま頑張りすぎない程度にな』


　そう言って小さく笑った旭にうんと頷うなずいた時、不意にドアがノックされた。開かれたその向こうから顔を出したのは仁で、何かを言いかけた彼は、けれど郁郎が電話中だとわかると、後でと言った風に手を振ふって去ろうとしてしまう。


「え、あ、待って、なに？」


「いや、いいよ。たいしたことじゃないから」


　引き留めようとした郁郎に、いいから、とあっさり言って仁は今度こそドアの向こうに消えてしまった。本当にたいした用事ではなかったのかもしれないが、突き放されたような気持ちになって、郁郎はどうしようと眉まゆを寄せた。


『郁？』


「……あ、ごめん、えと」


『叶野？』


「うん……」


『気になるなら行ってこい。どうせこのままじゃ話どころじゃないだろーが、おまえは』


「……ごめん」


『謝られんの好きじゃねえって知ってんだろ。じゃ切るぞ』


　頷いてありがと、と言うと、旭は今度帰りにファミレスでセット奢おごれ、と横暴な要求をした。高いという抗こう議ぎにはただ笑いが返って、あっさりと通話を切られてしまう。そうやって先に切ってくれるのも、きっと旭の優やさしさなのだろう。


　そんな風に慮おもんぱかってくれる友人を有あり難がたく思いながらも、気になるのはただひとりで、自分がひどく薄はく情じようになったような気がする。けれど自分の気持ちに逆らうこともできず、郁郎は階下へ仁を追いかけた。


　仁はキッチンで夕食の支度にとりかかろうとするところだった。


「いいって言っただろ」


　郁郎に気付いた仁のひどくそっけないトーンに、おかしいほど心を挫くじかれながらも、なんとか口を開いた。


「でも……じゃ、さ。あの、俺、なんか手伝うこととか、ない？」


「……今のところ特には。好きにしてていい」


「けど……。ごはんの準備とか、片付けとか、洗せん濯たくとか、掃そう除じとか」


「わざわざしたいのか？　そんなこと。いいよ、別に今はなんもない」


　それでもめげずになんでもいいんだけど、と必死に言い募つのった郁郎に仁は少し考えて、じゃあ、とキッチン台の上を指した。


「じゃがいもと人にん参じん、皮かわ剝むいてくれるか？」


　わざわざ引き出しからピーラーを取り出しながらそう言われて、郁郎はぶんぶんと頷く。そしてビニル袋ぶくろに入っていたじゃがいもと人参を取り出してから、おぼつかない手つきでピーラーを構えた。


　確かこう、と調理実習でやったことを思い出しながら、慎しん重ちように刃はを滑すべらせた。最初は難しい気がしたが、そのうち少し余よ裕ゆうが出てくると、ふと並んだ食材を見つめて、郁郎は仁に問いかけた。


「今日の夜ごはん、カレーかなんか？」


「いや、ポトフ。ああ、野菜嫌きらいか？」


　ポトフって確か、ごろごろ野菜が入ったスープみたいなやつだよなと思って、首を振る。野菜自体は少なくとも嫌いではない。


「……委員長ってすごいよな。毎日料理作んのって大変じゃないの？」


「別に。半分趣しゆ味みみたいなもんだし。それよりさ、ずっと気になってんだけど」


「え？　なに？……っつ、」


　意識と視線を逸そらしたのがいけなかったのか、ぴっと指先に疾はしった痛みに、郁郎は小さく声を上げた。慌てて見ると赤いものが左手の親指に滲にじんでいる。


「馬ば鹿か、なにやってんだ」


　郁郎よりも早く、仁がその手を取る。まさかピーラーで怪け我がをするとは思わなかった郁郎は、手を摑つかまれたことも相まって、わたわたともがいた。


「ごめ、あの、ちょっと切っただけだし、大だい丈じよう夫ぶ」


「だからって、そのままだったら材料が血まみれだろうが。さっさと洗え」


　言われて、確かに血がついたのなんか気持ち悪いよな、と手にしていたじゃがいもを水道の蛇じや口ぐちに近づけた郁郎は、仁が驚おどろいたように一いつ瞬しゆん動きを止めたのに気が付かなかった。


「あのな、誰だれがじゃがいも洗えっつったんだ、指だよ、指！　じゃがいもなんか放ほっとけ、馬鹿！」


「っえ？　わ」


　腕うでを引っ張られ、勢いよく水にてのひらを晒さらされながら、郁郎はようやく自分の解かい釈しやくが間ま違ちがっていたことに気が付いた。そしてそういうことかと思いつつも、二度も繰くり返された、馬鹿という言葉に落ち込んでしまう。ピーラーで怪我をするなど子供でもしないようなことをやらかし、あまつさえ変な勘かん違ちがいまでしてしまったのだから、さすがの仁も呆あきれ果ててしまっただろう。


　蛇口を閉め、とりあえず自分のエプロンで郁郎の手の水すい滴てきを拭ぬぐった仁は、しばらく傷を検分した後、小さく息を吐はいた。触ふれられているてのひらに性しよう懲こりなく鼓こ動どうを高鳴らせていた郁郎は、それでもその一瞬、ひやりと胃の辺りを冷やす。


「……ちょっと待ってろ」


　言い置いてキッチンを離はなれる仁に、項うな垂だれるしかなくなった郁郎は、小さなはずの傷がひどく痛んだような気がして、誤ご魔ま化かすように拳こぶしを握にぎり締しめた。


（……呆れ、られちゃった……）


　仁はどこに行ったんだろう。待っていろとは言われたが、それは遠まわしの、自分が戻もどるまでに部屋に戻れとか、そんな意味だったりしたら。それは幾いくらなんでも被ひ害がい妄もう想そうすぎるだろうか。けれどもう、自分が本当に役に立たないと思われてしまったことは確かだろう。


　やる気だけが空回りして、じゃがいもの皮剝きさえ満足にできなくて、どうやってここにいる意味を作ればいいんだろう。どうやって、居場所を。どうしたら。


（……傍そばに、いるには）


「こら、なに力入れてんだ、馬鹿。また血が出るだろうが」


　ぐんぐんと下降していた思考は、また腕を摑まれたせいでぶつ切れた。


　慌あわてて顔を上げると、仁が郁郎の手を取って、指先に何かを貼はり付けていた。


（……バンソーコー……）


　薄うす茶ちや色いろのそれは確かに絆ばん創そう膏こうで、郁郎の指を圧あつ迫ぱくしない程度に巻かれていた。


　まさかこれを取りに行ったのだろうか、仁は。


「あの、……これ」


「もうこっちはいいから、先に風ふ呂ろ入って来い。そろそろ沸わくはずだから」


「え、でも」


「いいから。これ以上怪我されても俺が困る」


「……うん」


　困るというのはつまり、迷めい惑わくだと言う意味だろうと、浮ふ上じようしかけた気分をまた沈しずめながら、頷く以外できずに、郁郎はそろりとその場を離れた。


　嫌いやな顔をされたわけじゃなかった。怪我をした瞬間のように、強い口調だったわけでもない。けれど、どこか淡たん々たんとした物言いが、余計に仁の感情を表しているようで怖こわかった。


　邪じや魔まだと、思われるのは本当に辛つらい。でもきっと、そう思われた。


　疎うとましがられることが何より怖かったから、どうにかしなければと思ってやったことが、間ま抜ぬけな自分のせいでまるで逆効果だ。さらに厚かましいことに、自じ業ごう自じ得とくのその状じよう況きように情けないというよりは悲しくて、傷付いている自分がいる。


　のろのろと風呂場に向かった郁郎は、シャワーのコックを捻ひねる前に、ぽつんと足あし下もとへ落ちた雫しずくに気が付いた。ぱたぱたと続けざまに落ちたそれに、自分が泣いているのだと自覚した途と端たん、まわりがなにも見えなくなったような、心こころ許もとない気持ちが押し寄せてきた。


（……だからヤだったのに）


　近づくのは怖いと、あれほど思っていたのに。些さ細さいなことから広がるヒビは、いつだって希望を無視して大きくなっていくのだ。


　──このまま、人魚姫ひめみたいに消えたりできないかな。そしたらこんなふうに痛いのも、感じないですむのに。


　シャワーの湯を頭から浴びながらそんな女め々めしいことを考えてしまう。そんなメルヘンチックな思考ばかりだから呆れられるんだと、自分に毒づきながらしばらくの間じっとしていることしかできなかった。











　気分は中々浮上できないまま、郁郎はとりあえず何でもないように装よそおっていたが、それでもどこかぼうっとしていたのだろう。夕食の間も、折角の仁の手作りだというのに、あまり味がわからなかった。王志が心配そうに顔を覗のぞき込んできて、大丈夫かと言ってくれるのにもただ笑って見せて、大丈夫だよと返すしかできない。


　こんな態度では益ます々ます嫌われると思いながらも、どうしても怖くて、仁のほうはついに一度も見ることができなかった。


　どうせまた断られるだろうと思えばそれすらも恐おそろしく、片付けを申し出ることもできずに、郁郎は食事をなんとか全部詰つめ込むと、そそくさと立ち上がった。


「俺、課題やってないの思い出したから、上に先にあがるね」


　下手ないいわけだとわかっていながら、それだけ言って部屋に戻った。課題は確かに出されていたが、週末が忙いそがしいことはわかっていたので、既すでに旭や梶原と一いつ緒しよに済ませていた。


　ぼふん、とまだ真新しい布ふ団とんが敷しかれたベッドに突つっ伏ぷすと、柔やわらかい感かん触しよくにそのままずぶずぶと沈みこんでいきそうだった。身体からだが重く感じるのは、浮うき上がらない心のせいだろうか。


　仁はどう思っただろう。ちょっとヘマをしたからといって、目も合わせずに自室へ逃にげ込んだ郁郎に対して更さらに呆れているだろうか。それとも気にもしていないだろうか。


　前にも同じようなことを思った気がすると、ふと思い出す。あれはそうだ、食事会のときだ。


　あれから二週間も経たち、その間いろいろ考えたのに、結局は同じことを考えている自分は、なんて進歩がないのだろう。


　ぐだぐだと思っているうちに、そうやって考えることすら嫌になってしまう。郁郎はもぞもぞと布団にもぐると、必死に眠ねむりにつこうと丸まった。まだ眠るには早すぎる時間で、不ふ貞て寝ねだとわかっていても、ただ目を閉じて、闇やみへ転がれと意識を向かわせた。











「……郁郎くん、郁郎くん」


　名前を呼ばれ、身体を軽く揺ゆさぶられた郁郎は、ゆっくりと瞬まばたきを繰り返しながら瞼まぶたを開けて、軽く混乱した。人に起こされるなんて今までそうないことで、しかも一瞬自分がいる場所もわからずに、あれ、と内心呟つぶやいた。


（……あー、そっか、引ひつ越こしたんだっけ……）


　新居での朝だというのに爽さわやかとは言いがたい気分で、郁郎は目の前で自分を覗き込んでいる綺き麗れいな顔を、じっと見つめ返した。


「えと……あやと、さん……」


「うん。おはよう、郁郎くん。ちょっと早いけど、起きてくれる？」


　ぼんやりと口にした郁郎の呼びかけに、微笑ほほえんで礼人は促うながした。ぼうっとしながらもベッドから起き上がった郁郎は、ようやく少し醒さめた頭で、首を捻った。


「あの……わざわざ、起こしに来てくれたんですか？」


　礼人が開けているカーテンの外は、まだぼんやりと薄暗い。早いって一体今何時なんだ、と思った郁郎は、ふと昨日カーテンを閉めただろうかと記き憶おくを探さぐったが、礼人の声でその思考も途切れてしまう。


「郁郎くん、目覚ましも掛かけずに寝たでしょう。それでどうせだからと思って、起こすついでに頼たのみごとしに来たんだ」


「……頼みごと、ですか？」


　あふ、と欠伸あくびをかみ殺した郁郎は、ふらふらする頭を振ふって立ち上がると、椅い子すの背に掛けっ放しだったタオルを手に取った。とりあえず、起きたからには顔を洗わなければ。


　それから気温の低さにぶるっと震ふるえ、布団の端はしにこれまた放ほうっておいたジップアップのパーカを羽織る。一連のぼうっとした郁郎の動作を眺ながめていたらしい礼人は、あのさ、と首を傾かたむけるようにしてこちらを覗き込んだ。


「とりあえず、敬語はやめにしていいよ？　いきなりお兄ちゃんとは呼びにくいだろうから、呼び方は好きなようでいいけどね」


「……あー、はい。じゃなくて、うん……あの」


　悪戯いたずらっぽくそう微笑わらう礼人に、また気き遣づかわせたと情けなくなりながらも、厚意に甘えて郁郎は笑って頷うなずいた。それから、王志に言ったのと同じことを提案する。


「イクロウクン、て呼びにくくない？」


「ん？　ううん、ああ王志は郁って呼んでたね。俺は結構郁郎くんって呼びやすいけど。嫌なら変えようか？」


「え、や、嫌じゃなくて。……うん、礼人さんが呼びにくくなかったらそれでいい」


　特にこだわりがあるわけではなく、ただみんなが郁と呼ぶのでそのほうが呼びやすいのだろうと思っただけなので、郁郎としてはそれでも構わなかった。それに、礼人に郁郎くんと呼ばれることにはさほど違い和わ感は覚えない。王志と違ちがって、年上だからだろうか。


「うんじゃあ、このままで。でね……あー、とりあえず顔洗って、寒くない格好に着き替がえて下りてきてくれる？　外ちょっと出るからね」


　階下を指しながらそう言う礼人に、なにをするつもりなのかと思いながらも郁郎は頷く。そして二階にもある洗面所で顔を洗うと、Ｔシャツの上にスウェットを被り、ジーンズを穿はいて、ボアつきのダウンジャケットを羽織った。ふと見み遣やった時計は六時を指していて、普ふ段だんの起き床しよう時間より一時間も早い。そういえばこの家から学校までどれくらい掛かるのか、そんなことを考える余よ裕ゆうすらなかったのだと今いま頃ごろ気が付いて、郁郎は早く起こしてくれた礼人に感謝した。彼の言う通り、目覚まし（いつもケータイのアラームで起きる）のセットも解除したままだったのだ。


（……委員長に聞いたら、教えてくれる、かな……）


　最も寄より駅への道、それから掛かる時間。同じ学校に通うのだから、仁に聞いたほうが早いことはわかっている。昨夜ゆうべは案外疲つかれていたのか、いつの間にか意識を手放していた郁郎は、一晩経って少しだけすっきりしていた。わだかまりも、まだ仁に会う怖さも残っているのだが、それでも昨日ほど絶望も悲ひ嘆たんもしていない。もしかしたらまたすぐに途方に暮れてしまうのかもしれなかったが、朝の静せい謐ひつな空気を感じると、少し清らかな気分になって、落ち着けた。


　よし、と小さく呟いて階段を下りた郁郎は、けれどキッチンの明かりが灯ともっているのを認めて、どきりとした。まだ早いのにもう仁は起きているのだろうかと覗き込むと、案の定そこには既にジャケットを除いた制服姿の仁が、昨日と同じ紺こんのエプロンをして立っている。郁郎に気付いた仁は振り返って、先に口を開いた。


「……おはよう。ちゃんと眠れたか？」


「うん……おはよ」


　淡たん々たんとしているが冷たくはない声に少しだけほっとして、郁郎は挨あい拶さつを返すと仁の手元に目を遣やった。湯気ののぼるフライパンに鍋なべに、数種類のおかずが広げられた皿が載のるキッチン台の上は朝から華はなやかだ。


「……朝ごはん、と、弁当？」


「忘れずに持って行けよ」


「……え!?　って、俺の分もあんの？」


　何気なく訊たずねただけなのに、返って来た答えに心底驚おどろいた郁郎を、仁はなにを当たり前のことをとでも言いたげな目で見た。けど、と郁郎は戸と惑まどい半分、湧わき上がる嬉うれしさ半分で、仁を見返す。


「いいの？　そんな……俺の分まで」


「あのな、変な遠えん慮りよすんなよ。どうせ自分の分は毎日作ってんだから、ひとり増えようがそう変わんねえよ」


　寧むしろ効率がいい、と話している間にもさかさかと作業を進めている仁の横顔に見み惚とれながら、郁郎は頰ほおが緩ゆるむのを抑おさえきれずにいた。


「あの、ありがとう、委員長……」


　手作りの弁当なんて、何年ぶりだろう。それだけでも嬉しいのに、仁がわざわざ作ってくれたものだと思えば、更にふわふわと舞まい上がる気分だった。


　ふっと振り返った仁が何かを言いかけた時、ダイニングの向こう、ウッドデッキに続く窓が、とんとんと叩たたかれた。振り返ると礼人が外にいて、頼まれごとを思い出した郁郎は慌あわてて玄げん関かんに回ろうと身体を捻ひねった。


「あの、じゃ俺、ちょっと礼人さんと外行ってくるね」


「郁郎」


　声と共に腕うでを引っ張られ、郁郎は咄とつ嗟さに反応できずに頭の中を疑ぎ問もん符ふでいっぱいにした。ぽかんとしている郁郎に、何故なぜか小さく笑った仁は、手に取ったものを掲かかげて見せる。


「これ、持ってけ。礼人と飲んでいいから」


「っえ？　え、なに？」


　仁が持っていたのは、首から提げるタイプのペットボトルホルダーで、保冷保温機能のあるカバーの中には水すい筒とうらしきものが納まっていた。まったくついていけないでいる郁郎の首に、仁はホルダーを掛けて軽く笑えみを浮かべる。


「紅茶だよ。寒いからな」


　ほら行って来い、と肩かたを摑つかまれぐるんと方向転てん換かんさせられ、背中を押されるがまま玄関に向かった。コンバースのハイカットに足を突つっ込み、玄関から出てデッキの方に回ると、礼人が白い息を吐はきながら手招いていた。


　なにをするんだろうと思って礼人の後をついていくと、デッキの端はしから三段ほど階段を下りた先が、家の裏というか横に繫つながっていた。するとそこに待っていたものに、郁郎は、あ、と声を上げる。


　わふわふと息を吐き尻尾しつぽを振りながら、期待に満ちた目でこちらを見上げているロンの姿に、なるほど、と郁郎は笑みを浮うかべた。


「ロンの散歩行くんだ？」


「そう。朝夕の散歩がロンの日課なんだよ。大体は俺が行ってるんだけど」


「王志は……。あ、そっか、まだひとりじゃ大変か」


　言いながら途と中ちゆうで気が付いた郁郎に、礼人がロンを繫ぎながら頷く。


「まあ、ロンは無む闇やみやたらに引っ張ったりしないけど、一応ね、大型犬だし。夕方なら王志も一いつ緒しよによくついてくるけど」


「毎朝は大変じゃないの？」


　こっち、と散歩コースを教えられながら歩き出して、郁郎は礼人に訊きいた。毎日続けることは容易たやすいようで難しい。


　礼人は郁郎を見て、それから元気に闊かつ歩ぽするロンを見遣ると、そうだね、と笑みを零こぼした。


「早起きは確かに大変なんだけどね、でも、散歩してればロンは楽しそうだし、それ見てるとやっぱちゃんと行ってやんなきゃなあって思うし。それにほら、弟が毎朝早起きして家事やってくれてるのに、俺にできることってあんまりないでしょ」


　一応長男だけど情けないよね、と少し苦く礼人は微笑わらった。けれど郁郎は、礼人のことを情けないなどとは思えないし、きっと仁だってそんなことを思っていないだろう。


　仁は家族を大切にしている。ぶっきらぼうな振る舞いでも、礼人のことも王志のことも、そして健作のことも大事なのだろうと思う。


　その仁にとっての「家族」という存在の中に、自分はまだきっと入れていないのだろうと思えば尚なお更さら、それが羨うらやましい。そう思って郁郎はあれ、とデジャヴを感じた。前にもなにかを羨ましいと思ったことがあったのを思い出して、そしてそれが今感じているものと近かったことに気付く。


　仁に、ちゃんと自分を見てもらいたい。そんな望みが、ずっと自分の中にあったのだと、ようやく郁郎は気が付いた。ただそれが家族としてなのか、それとも友人としてなのか、その辺りの境界線がひどく曖あい昧まいで自分でも惑まどったが、ただ思うことは変わらない。


「……礼人さんは情けなくなんかないよ」


「そう？　ウチは長男と次男が入れ替かわってるみたいだって、よく言われるからね。それに関してはもう、向き不向きだから割り切ろうと思ってるからいいんだけど。やっぱ自分の中の心の持ち方っていうか、根本的なことまで忘れちゃいけないなってことで、一応ね。やれることはやろうかなって」


「……やれること、かあ」


　そう思って自分も頑がん張ばったのだけれど、昨日の失敗ではどうにも、次を見つけることさえ困難そうだ。そもそもやれることの範はん囲いが狭せまくて、どこから探さぐっていけばいいのかもまだあまりわからない。


（……だから礼人さんは、きれいなのかな）


　ふとそんなことを郁郎は思った。長男と次男が入れ替わっているみたいなんて、言った人間にすれば軽い冗じよう談だんかもしれないけれど、きっと言われた方は、傷付きだってする。礼人はけれど、そんなものも流すわけでなく受け入れて、自分にやれることをやるだけだと言う。


　強い光のようなその言葉はきっと礼人の心の色で、だから彼は容姿だけでなくこんなにも穏おだやかで綺き麗れいに見えるんだろう。


　散歩は、しばらくしてやや広い公園のようなところに差し掛かかった。木々が立ち並び、芝しば生ふが植えられた丸く緩ゆるい傾けい斜しやのついた遊び場や、東あずま屋やのような休きゆう憩けい所じよ、それからその間を縫ぬって遊歩道やベンチがある。


　礼人はそのまま公園に入ると、奥へと歩みを進めた。公園内はまだ朝早いというのに、同じように犬の散歩をしている人や、ジョギングをしている人、ラジオの脇わきで体操をしている人など、思った以上の人がいて、郁郎は驚いた。


「意外に人いるんだ……みんな早起き」


　小さく呟つぶやいた郁郎に、礼人はおかしそうに笑うと、こっち、と更に奥に歩みを進めた。いつも行っている道なのか、ロンも時折くんくんと道みち端ばたの匂においを嗅かぐだけで、他ほかの犬とすれ違ちがっても騒さわいだりすることはなかった。そのまま少し行くと、ちょっと坂があった。礼人はそちらへと向かう。


「上、なんかあるの？」


「ん？　着いてのお楽しみー」


　ね、とロンに同意を求める礼人の後をついて坂を上りきった郁郎は、その先に広がった光景に、感かん嘆たんの息を零した。


　低い丘おかのようなそこからは、広がる街並みの向こうにちょうど朝あさ陽ひが顔を出そうとしているのが見えた。


　眩まばゆいばかりの白く光るような陽の光に、きらきらと街の景色が反射して、朝を迎むかえている。


「すご……、きれい」


「でしょう。ちょうど今の時期だと、日の出がこの時間なんだよ。ちょっと休憩しよっか」


　そう提案する礼人を見返すと、胸むな元もとをちょいと指され、郁郎は首から下げていた水筒の存在を思い出した。


「仁が淹いれてくれたんでしょ？」


　郁郎が頷うなずくと、礼人は頰を上げて笑う。


「普ふ段だんそんなことしてくれたためしないのにねえ」


「……え、そうなの？」


　細いフォルムの水筒のてっぺんには、紙コップまで被かぶせてあって、ふたりで飲むための準備は万ばん端たんだった。先に礼人に注ついでやりながら、郁郎は意外に思って訊き返した。


「そうだよ。……あのね郁郎くん、またロンの散歩しない？」


「散歩？　うん、それはいいけど……」


「俺と一日交代でってことなんだけど」


　言われた言葉に、郁郎は瞬まばたいて、え、と礼人の顔をまじまじと見返した。


「ほんとに？　俺がひとりで行っていいの？」


「うん、そうすると俺も週の半分は惰だ眠みんを貪むさぼれるし。───なんかやれること、欲しかったんでしょ？」


「……あの俺、もしかしてあからさまだった？」


「そうだねー。っていうか、いっぱいいっぱいなのかなあとは思ったけど」


　ずばっと指し摘てきされて、郁郎は恥はずかしくなり項うな垂だれた。今この朝の清せい浄じような空気の中で思い返してみれば、特に昨日の自分がどれだけ沈しずんでいたのか自覚ができた。きっと気を遣つかわせてしまったのだろうと思えば、またいたたまれない。


　けれど郁郎にもなにかをできるのなら、やりたかった。少しだけ居場所をもらえたようで、嬉うれしさが勝まさっていくのがわかる。


「で、やる？」


「やる。やりたい。……あの、ありがとうございます」


　勢い込んで頷いた後に、少し気恥ずかしくて、郁郎が小さくそう口にすると、礼人は、何故なぜかうーんと唸うなった後、まいっか、と楽しそうに笑えみを浮かべた。


「言うなって釘くぎ刺さされてたんだけど、あんまり郁郎くんが可愛かわいいんで喋しやべっちゃおう」


「？　え、なに？」


「昨日郁郎くん、怪け我がしたみたいだけど、その時、仁になんかキツいこと言われた？」


「……え、や……あれは俺が悪かったんだし、勝手にヘコんでただけで……」


　思い返せばやっぱりずきんと痛む胸があって、今朝はそんな感じはわからなかったけれど、それでも呆あきれられた事実は変わらない。礼人は大人しく座って待っているロンに、ジャケットのポケットからおやつを出して与あたえながら、郁郎を見み遣やる。


「あのね、仁の口の悪さは元からっていうか、性格だから。できればあんまり気にしないでやってくれると、お兄ちゃんとしては助かるんだけど」


「……はあ」


　けれど邪じや魔まだと思われたのもきっと本当だろう。仁の性格が多少容よう赦しやないものだということはわかるが、気にするなというのはどうにも無理な話だった。礼人はそんな郁郎の心のうちを悟さとったのか、更に続ける。


「昨日もね、実は仁のやつ郁郎くんのことすごい気に掛けてたんだけど、あんまり伝わってないみたいだからさ」


「そんなこと……」


　首を振ふって郁郎は、ふと左手の親指に巻かれたままの絆ばん創そう膏こうを思い出した。怒おこってはいたのかもしれないが、仁は優しかった。こんな程度の切り傷なんか、いつもの自分なら普通は舐なめて終わりだ。


「それにね、怪我させて思わず怒ど鳴なったから怖こわがらせたかもって、一回郁郎くんの部屋に様子見に行って。でもう寝ねてるみたいだから、明日ロンの散歩に誘さそってやってくれって、仁が言い出したんだよ」


「……え……？」


「目覚まし掛けてる様子もないみたいだから、って。んでロンの散歩、郁郎くんに任せてみようって言ったのも、実は仁。郁郎くんがどう見ても落ち込んでるみたいだったから、ちょっとでも気分転てん換かんになればってさ」


「そう、なんだ……」


「捻ひねくれて見えるけど、あれでいていい子なんだよ」


　いい子、とあの仁を言ってしまえる礼人の情を感じて、郁郎はくすりと微笑わらうと頷いた。


　カーテンは、やっぱり自分で閉めたのではなく、仁がやってくれたのかもしれない。寝顔を見られたかもしれないという羞しゆう恥ちが襲おそったが、それよりもただ、仁が思ってもみないほどの気を向けてくれていたことが、震ふるえるほど嬉しい。


　普段は用意してくれないと礼人が言っていたこの紅茶も、仁はわざわざ淹れてくれたのだろうか。


（……おいしい）


　気付きたい。そんな風に、寄せてくれるものが何かあるのなら、ちゃんとわかって受け取りたい。そうするために、自分にできることはなんだろうか。


　思し慮りよ深くなりたいと、本当にそう思う。人に嫌きらわれることが怖いなら、人の気持ちを知ることが大切なのだ。一気にそんな理想に近づけるとはもちろん思っていないけれど、ただ、そうして仁がくれるものに少しでも応こたえられたら、と思う。誰だれに嫌われるのも怖いけれど、仁に対して抱いだくそれらの何倍もの執しゆう着ちやくが、些さ細さいなことに感じる喜びと同時に不安を誘う。けれど、せめて少しずつでもいい。僅わずかでも、仁に嫌われない術すべがあるなら努力したかった。


　今はまだ、その強い想おもいが、どうしてなのかよくわからないままだけど。


───郁郎。


　ふっと耳の裏に、あの声が返った。なんでもないことのように呼ばれたそれは、確かに自分の名前で、そして呼んだのは、仁の声。


（……名前、呼んでくれたんだ……）


　昨日からの浮うき沈みの激しさに、自分でも呆れてしまう。けれど誰の呼ぶのとも違う、仁だけの自分の名前を紡つむぐ声は、思い出すだけでおかしいくらいに、郁郎の心を幸せにした。











「あ」


　バスケ部の放課後練習を終えて、自転車で帰る旭や梶原と別れ、裏門に向かおうと歩いていた郁郎は、人ひと影かげに気付き小さく声を上げて脚あしを止めた。


　外はもう夜よ闇やみに包まれていて暗いが、緩ゆるい傾けい斜しやの続く道には、両りよう脇わきに植えられた桜の木があり、その間に設置されている外灯の灯あかりのおかげで、誰かがいればすぐにわかる。


「……委員長？」


「部活終わったのか？」


　部室から直接歩いてきた郁郎とは逆に、昇しよう降こう口ぐちから来たのだろう仁は、ひょいと眉まゆを上げるとそう訊きいてきた。頷いて郁郎は首を傾かしげる。


「うん……あの、なんかあったの？　こんな時間まで学校いるの珍めずらしい、よね？」


　念のために腕うで時ど計けいを見ると、時刻は七時過ぎだった。叶野家の夕食は大体七時半くらいからで、郁郎が部活を終えて帰って来る頃ころにはいつもタイミングよく、テーブルで美味おいしそうなごはんが良いい匂においを漂ただよわせて待っていた。もちろんそれらの作り主は仁に他ほかならない。


　仁は部活には所属しておらず、授業が終わると所用があればさっさと済ませ、帰き途とにつく。今行われている生徒会選挙の生徒会長への立候補を、仁は教師や前生徒会長らに薦すすめられたが断ったという噂うわさを、郁郎は先月の始め頃に聞いたことがあった。そのとき仁があげた理由が「家庭の事情」というやつで、彼はそれ以上は何も語らなかったが、おそらく主に教師を納なつ得とくさせるにはそれで充じゆう分ぶんだったのだろう。


　そして図はからずもその「家庭」の一部になってしまったことで、郁郎は「事情」というのが家事のことだと知った。利発でしっかりしているとはいえ、王志はまだ小学校低学年だし、学校が終わって（ロンがいるとしても）ひとり家に置いておくのは良くない。礼人は日によって帰宅する時間がまちまちだし、健作も家にいることは殆ほとんどない。となれば後は仁が受け持つしかないのだろう。既すでに趣しゆ味みのようなものだし、負担ではないと本人は軽く請うけ合っているが、ますますそれで、郁郎は仁への憧あこがれと好意を増す自分を強く自覚したのだ。


　仁は立ち止まったままの郁郎を促うながして歩き出しながら、説明をしてくれる。


「ちょっと生徒会の手伝い。立候補断ったから借りができて。もう最後なんだから手伝えって生徒会長にしつこく言われて、うっかり頷うなずいたらこの時間だよ」


　仁の話に、やっぱり噂は本当だったのかと思いながらも、郁郎はその言葉の端はし々ばしに見える、生徒会長への仁の気安さのようなものに気が付いた。


　今期の生徒会長は、見目が良く明るい性格で校内では有名だ。もちろん郁郎は直接話したことはなかったが。


「……生徒会長って、仲いいの？」


「いいっていうか、中学校一いつ緒しよなだけ。あの人中学でも会長やってて、俺そん時も生徒会入るの断ったから、根に持たれてんだよな」


「……でも、最後だから？」


「そう。最後だからな、まあ世話にはなったし」


　手伝ってあげたんだ。心の中で呟つぶやいて、郁郎は隣となりを歩く仁の横顔を見つめながら、ほら、と思った。


（……そういうところが、ずるい）


　素っ気無いのに、優やさしい。突つき放しているようで、その先にはちゃんと、てのひらを広げて待っていてくれたりする。そんな不意打ちみたいに厚こう意いを与えられたら、誰だって仁に惹ひかれるだろう。雰ふん囲い気きもあり人望も篤あつい生徒会長だって、きっと仁のそんな本質を知って、ずっと誘っていたのだ。だけどやっぱり仁は仁らしく、つれないから、きっと悔くやしかったのだと思う。


　仁はそんな風に、自分が他人から求められる人間だと、知っているだろうか。


　そんなことを思いながら、ただじっと話し続ける仁を見ていると、視線に気が付いたのかこちらを振り向く。


「今日は礼人が四時くらいに帰って来るっつってたしな。ああ、腹減ったのか、もしかして？」


「ちがっ……わないけど、腹は減ってるけど、別に俺、ごはんの心配とかしてない……」


　純じゆん粋すいに話を聴きいていただけだったのに、そんな誤解をされるのは心外だ。だがもぞもぞと呟いた後で、ようやくちょっとは打ち解けられそうな雰囲気だったというのにこんな態度では、と慌あわてて郁郎は顔を上げた。


「や、あの、そうじゃなくて。だって委員長はさ、いつもちゃんと色々やってくれるし、俺ほんとに感謝してるし、毎日手作りの朝ごはんとか弁当とか晩ごはんとか、ありえないってくらいに夢みたいで嬉うれしい、し……？」


「……そうか？」


「え、うん。……あの、だからたまには休んでも別にそれはいい、と」


　思うんだけど、と続けながら、ぼわぼわと頰ほおが赤くなるのを止められなかった。必死に言い募つのった言葉の途中で、何故なぜか仁が目を細めて浮かべた笑えみが、壮そう絶ぜつな威い力りよくで体中を駆かけ回っている。きっと頰だけでなく、額も耳も赤いのだろう。月明かりと街灯と、道々の家の灯りで、表情くらいはまるわかりなのだけれど、せめて顔色まではわからないといい、と郁郎は祈いのった。


　なんでそんな笑みを見せてくれるんだろう。自分の言ったなにが、それをもたらしてくれたのだろう。訊きたいけれど、きっといつまでも訊けない自分のことはわかっていて、郁郎は前まえ髪がみを直すふりで少し俯うつむいた。


「……昔はそう、やりたいわけでもなかったんだけどな、実は」


「……？　えと、家のこと？」


　ふっと話し出した仁に、首を傾げながらも見当をつけて訊たずねると、そう、と首しゆ肯こうされる。


「そもそも最初は否いや応おうなしに与あたえられたことで、やらなきゃいけないからやってたんだよ。それに俺は、その時実は反はん抗こう期だった」


「え!?　は、反抗期……？」


　仁には一番縁えんのなさそうな単語に、郁郎はびっくりして声を上げたが、本人の表情は軽く、それが既に本当に過去の話なのだとわかった。


「俺たちの母親が亡なくなった理由は？」


　知っているかと問われて、郁郎は逡しゆん巡じゆんしながらも頷いた。由香に聞いた話だと、交通事故だということだったが、他にも何か理由があるのだろうか。


「事故だったって聞いたけど……違うの？」


「いや、事故は事故だよ。交通事故でさ、運の悪いバス事故だったんだけど……それが八年前、王志が生まれてすぐで。……で、その時親おや父じは家どころか日本にもいなくて」


「仕事……？」


「そう。仕事仕事で家に滅めつ多たに帰らないような、あんな父親みたいにはならねえぞってその頃の俺は思っててさ。九歳のガキはガキなりに、母親が寂さびしいのを我が慢まんしながら、それでも笑って父親の帰り待ってるってことを知ってたし、なのに親父は、母さんの死に目にさえ会ってやれなかった。俺はそれが許せなかったんだな」


　少し激しい言葉に、郁郎はどきりとして、仁を見つめた。けれど、それが過去形だとわかって、僅わずかにほっとする。それでも仁の横顔から目が離はなせないまま、続きを待った。


「あの家だって家族で暮らすためだっつって建てたのに、なんで傍そばにいてやらなかったんだよって、相当頭に来て。……けど、帰国した後の親父を見たらもう、その方がショックでさ」


「って……どうかした、の？」


「しばらく呆ぼう然ぜんとしてた親父は、まったくカメラに触さわらなくなった」


「え……」


「本人は覇は気きなんかまるでない状態で。それでも子供が三人もいて、学校だって行かなきゃいけないし家のローンはあるし生活費だってかかる。おまけに王志はまだほんの赤ん坊ぼう。仕方ないから何とか他の細々やってた仕事と、それまでの貯金で、やりくりして……。俺はそこで目覚めたね」


　仁はすっかり暗い、僅かに星の影かげが見える藍あい色いろの空を見上げて、そう言った。風に前髪が靡なびいて、形のいい額が晒さらされるのを、見み惚とれるように郁郎は視界に映した。


「親父はダメダメ、王志はまだ小さい、礼人はまあ、頑がん張ばってくれてんのはわかるんだけど、あいつそもそも家事に向いてないんだよな。で、もう頼たよれるのは自分しかない。自分がやらなきゃ誰だれがやるんだ、って思って、そこからきっちり家のこと、やろうって思いだしたわけ」


　明るく磊らい落らくで、気持ちのいい笑顔を浮うかべていた健作を思い出して、彼にもそんな時期があったのかと、郁郎は驚おどろいていた。その彼は今、由香といて幸せなのだろうか。そうだといい。


「そしたらさ、同じ頃に唐とう突とつに親父が、『やっぱまた写真撮とるぞ！』って復活したんだよな。親父になにがあって、どんな心境の変化だったのか、俺にはわからなかったけど、その時の親父の目はほんっときらきらしてて、生き返ったみたいだって思ったよ」


　実際そうだったかもしれないけど、と仁は苦く笑しようを漏もらした。


「後こう悔かいとか絶望とかそんなのを全部背負しよい込んで、その上で立ち上がってきた親父の姿勢が、不思議に綺き麗れいで強くて、だから俺はそれでもう、いいかって思ったんだ」


「……健作さん、を」


　憎にくんだのかとも許したのかとも、聞けずに郁郎は口をつぐんだ。どっちを聞いても、どの答えが返ってきても、それが今に繫つながっているのなら、それはきっと悪くはない。


　仁はただ小さく笑って、ちょっと郁郎を見た。


「だから俺は最初、あの家も家事も好きじゃなかった。でも、今はそうでもない、って話」


　そう締しめ括くくられた話が、仁にばかり家のことを任せて気き掛がかっていた郁郎に、わざわざ聞かせてくれたのだろうと、そう気付く。


　結局部活もあり、郁郎がロンの散歩をするのは朝と、休みの日の夕方くらいのものなのだが。


（……やっぱずるい）


　そんな話を聞いて、だから手を出さないでいいといわれたら、どうにもできない。それならもう、せめて郁郎にできることは、迷めい惑わくにならないように──少しでも嫌きらわれないように、邪じや魔まにならないように、そんなことしかない。


　けれど仁の口から聞くことのできた彼にまつわる過去は、それでもやはり嬉しい。どんなものが、どんな風に今の仁を作ってきたのか、少しでも知ることができて、余計に彼に向かう気持ちは大きくなる。


（……なんでそんなに、人の気持ち攫さらってくんだよ）


　強い憧どう憬けいは、こんなにも心を焦こがすように、大きくなっていくものだったのだろうか。


　胸の奥にある熱い塊かたまりを、どうしたらいいのかまるでわからなかったけれど、僅かに惑まどってから郁郎は、冷たい風に乾かわいて切れそうな口唇くちびるを舐なめて、小さく口を開いた。


「……俺、あの家、好きだよ」


「……うん？」


「初めて見た時から、ほんとにいい家だなあって思ったし。こんな家に住めるんだって、嬉しくなったのは……ちゃんとそこが、大切にされてる場所だからなんだなって、思った」


　言ってから少し照れくさくなった郁郎は、丁度駅に着いたのをいいことに、買い替かえたばかりの定期券をバッグから取り出しながら顔を俯けた。


「ふうん？」


「ほ、ほら、あの、ロンもいるし？」


　隣となりから聴きこえるわざとらしい相あい槌づちに益ます々ます恥はずかしさが増して、郁郎がそんな風に付け加えると、軽い笑い声が返る。それからふいに、撫なぜられる感かん触しよくが頭に降ってきた。


「……オムライス、嫌いじゃないよな？」


「……へ？」


「今日の晩飯。帰ってから速そつ攻こう作るんだよ。飯はもう炊たいてあるし、野菜スープは朝仕込んできたから今いま頃ごろ礼人が煮に込んでくれてるはず。嫌いか？」


　タイミングよくホームに滑すべり込んできた電車に乗り込みながら、郁郎はううん、と首を振ふった。思えばその夕飯話からここまできたのだった。


「なら良かった。あ、そうだ、おまえ、卵どっちがいい？　ふわふわのと、薄うすいの」


「ふわふわと、薄い……？」


　繰くり返して、オムレツ風か、そうでないかを訊きかれているのだと理解した郁郎は、リクエストしてもいいんだろうかと思いながら、えと、と口を開いた。


「薄いの、が食べたい」


　その答えに何故なぜか、仁が眉まゆを上げるので、え、と困こん惑わくする。


「え、駄だ目め？　あ、もしかして聞いただけとか？」


　だったら俺どっちでも、と慌あわてて撤てつ回かいしようとした郁郎を、息を吐ついた仁が待て待て、と制止する。


「馬ば鹿か、ひとりで完結すんな。訊いたんだから答えてくれて結構。じゃなくて、ちょっと意外だっただけだよ」


「意外、って……？」


「なんかおまえって、ふわふわしてんのが好きそうなイメージがあったんだよ、勝手にだけど。だから」


　仁が自分についてのイメージを何かしら持っていたということだけでも驚きだが、やっぱり子供っぽく思われていたのだろうかと僅かに落ち込んでしまう。だが仁の口から自分のことが出るだけでなんだかどきどきして、ちょっとだけ嬉うれしかった。


　そんな自分を少し変だと思いながら、それよりも今は会話を続けたいと、仁の疑問に答えることに頭を回した。


「オムレツみたいなのも好きだけど……。俺、実はあんまり薄焼きのって食べたことなくて、ずっと食べたいなって思ってたんだ」


　昨今のコンビニやスーパーは、そういう需じゆ要ようが多いのか、ふわふわとろとろの卵にハヤシ風、といった感じのものばかりだったのだ。どちらかというと家庭的な雰ふん囲い気きの、薄焼き卵に包まれたオムライスは、あまり郁郎は食べたことがない。


「……なるほどね。じゃ、ケチャップ希望か？」


「……いいの？」


「ケチャップくらいいくらでも使え。なんなら名前書いてやろうか」


「えっ？」


　さすがにそれは冗じよう談だんで言ったのだろう仁に、けれど郁郎は本気で書いて欲しいと一いつ瞬しゆん思ってしまった。軽く流せばいいものを強く反応してしまった郁郎に、仁は意外にもふっと目を細めると、ばーかと笑った。その揶揄からかうような表情にすら見惚れてしまって、慌てて窓の外の流れる景色に目をやった。


「……どうせ俺、馬鹿だもん。……委員長みたく頭よくないし」


「拗すねんなって。書いてやるぞ？　名前だろうがハートマークだろうが、お望みならなんでも」


　笑いながらも宥なだめるような仁の声に拗ねているふりも難しくなって、赤くなる頰ほおを隠かくしたいと思いながら、それでもただその声に逆らうことはできなかった。


　顔を覗のぞき込んでくる仁に、必死で波打つ鼓こ動どうを隠しながら、郁郎は他愛たわいない会話を続けた。


　少しずつでもこんな風に「家族」のように扱あつかってくれる仁に、計り知れないほどの嬉しさを感じながらも、ふっと何かが足りないような気がした。物足りない、何かが違ちがう、そんな言葉が頭を過よぎって、なにを俺は贅ぜい沢たくな、と必死でその違い和わ感を振り払はらう。


　けれど心の隅すみに追いやった瑣さ末まつな感情は、既すでに止める事ができないくらいに大きくなり始めていて、やがて自分を酷ひどく戸惑わせるのだとは、郁郎にはまだ想像もつかなかった。











「なあ、宮原ってさ、叶野と仲良かったっけ？」


　焼しよう却きやく炉ろにゴミを捨て教室に戻もどってきた郁郎は、所定の位置にゴミ箱を戻したところで、クラスメイトに話しかけられ、えっと驚おどろいた。


「え、なに、いきなりなんで？」


「や、今話してたじゃん、そこでさ。なんか親しげっつうか、あんなに前から話してたかなあとふっとギモンに思っただけなんだけど」


　どうやらそう深い意味があって聞いているのではなさそうだと、郁郎は笑えみを浮うかべながら言葉を探した。


　どう言えばいいだろうか。担任には郁郎と仁の親同士が再さい婚こんしたことは告げたが、事情をいちいち説明するのは手間だということで、戸こ籍せき上はともかく学校では「宮原」のままで通していた。話せば当然仁のことまで話題になるわけで、只ただでさえ彼は人気もあり人の興味を惹ひく対象だというのに、これ以上周りの好こう奇き心しんに巻き込んで、迷惑をかけたくなったというのも、ひとつの大きな理由ではあった。


　なので周囲は郁郎と仁が同じ家で暮らしているなどとは露つゆほども思わないわけで、だからふたりとも違和感を持たれてしまったのかもしれない。


　仁がその辺をどう考えているのかは、相変わらず聞く勇気もなく、わからないままなのだが、さて、どう答えれば周りを納なつ得とくさせることができるのだろう。


（……噓うそ下手なんだけどなあ俺……）


　あまり時間を置いても相手が訝いぶかしむだけだろうと、腹を括る。


「あー、実は前にさ、どうしてもわかんない数学の問題があって、委員長に聞いてみたんだよ。ほら頭いいじゃん、委員長。したらすんごい丁てい寧ねいに教えてくれて、思ってたより話しやすかったっていうか、まあそんな感じでそれからちょこちょこ……」


　言いながらあまりにもベタすぎるだろうかと思ったが、口から出てしまった言葉は撤回できない。仁に教えを乞こうたことがあったのは事実で、その点は噓ではないということだけが強みだった。


「あーなあ。意外に面めん倒どう見みいいんだよな、叶野って。さばさばしてっから話しやすいってのはわかる。なるほどねー」


　大おお仰ぎようなきっかけ話を作るよりも、何気ないどうということもない話のほうが、それらしく聞こえるようだ。疑うこともなくそれで納得したのか、彼はあっさりと去っていった。ちなみに掃そう除じは郁郎が戻ってきた時点で終わっている。


　そして件くだんの仁はというと、彼も実は同じ掃除当番で、終しゆう了りようと同時に担任に頼たのまれていたプリントを届けに、職員室へ行っている。ちょうど教室に戻ってきた郁郎と入れ違いで出て行くところで、その時に少し話をしたのだ。今日の献こん立だてについての他愛ない会話に、内容は聞こえなくても仲が良さそうだと思われたのだろうか。


（……親しげ、かあ……）


　確かに前よりはそうかもしれないが、けれど本当のところ、どれくらい仁と自分の距きよ離りは変わったのだろう。近づくのが怖こわいと戦慄おののいていた自分はまだ充じゆう分ぶんすぎるほど残っていて、だから相反する感情は、複雑に郁郎を翻ほん弄ろうする。


　考えれば考えるほど深みに嵌はまりそうで、思考を振り切り部活に向かおうとした郁郎は、自分の席にバッグを取りに向かった。一番後ろにあるそこは、位置はいいのだがドアが近いので、少し寒いのが難点だ。


「あっれー、いない」


　するとすぐ横のそのドアから、ひとりの女子生徒が顔を出した。不意に聴きこえたその声と、それから振り向いて見たその整った綺き麗れいな顔に、郁郎は覚えがあった。


（……あ）


　確か仁と仲のいい友人のひとりだ。去年、仁の名前の読み方をはじめて知ったあの時、まさに仁に話しかけていたその少女は、神かみ谷や亜あ衣いといったはずで、今期生徒会の書記か何かを務めていた。


　亜衣は相変わらず綺麗でまっすぐな黒くろ髪かみを揺ゆらして、きょろきょろと教室内を見回しながら首を捻ひねった。それから机の横に立ったままだった郁郎に目を留めると、笑みを浮かべて、さばさばとした口調で話しかけてきた。


「あ、ごめん、仁見なかった？　叶野仁」


「……あ、委員長なら、今職員室で、もうすぐ戻ってくると思うけど」


　自然に仁を名前で呼べてしまう亜衣に、一瞬奇き妙みような感情を覚えて、郁郎は慌ててそう答えた。そういえば自分はずっと、仁を「委員長」としか呼んでいないと、こんな時に気が付いて、途と端たんに強い風のような寂さびしさが胸に渦うず巻まいた。


「あ、ほんと？　なんだ……あれ？」


　美少女と呼んで差し支つかえない顔と、飾かざり気のない口調が少しアンバランスで、けれどそれが却かえって好感を与あたえる彼女は、ふと郁郎の顔を見つめた。その視線にどきっとして、顎あごを引く。


「ねえ、宮原くんだよね？」


「うん。……えっと、俺のこと知ってんの？」


「知ってるも何も、美少年は有名だよー。じゃなくて」


　美少年……と、そのいまいち嬉しくない形容詞に気をとられたが、もしかしてと郁郎は亜衣を見返した。仁が仲のいいらしい友人は数人いるが、その中でも亜衣は特に親しいような間あいだ柄がらだったように思う。確か彼女も同じ中学かなにかではなかっただろうか。


（……神谷さん、知ってんのかも、俺たちのこと）


　郁郎が旭や梶原に話したように、仁も親しい友人にくらいはきっと親の再婚と、クラスメイトとの同居のことを話しているだろう。だとしたら亜衣はそのひとりかもしれない。


「最近よく仁と話してるよね。前から仲よかったっけ？　って聞くのも失礼、かな？」


　でも聞いちゃおう、と言う彼女の言葉は軽く、嫌いや味みは一いつ切さい感じられない。あっけらかんとした話し方は、相手に不快感を与えることなく届くだろう。


　けれど郁郎は別の意味でショックを受けていた。───もしかして仁は、亜衣にさえ何も話していないのだろうか。


「あっごめん、あたしが知らないだけで、もしかして前から仲よかった？　仁ってよくわかんない男だからさ、交友関係広いし。付き合い長くても把は握あくしきれないんだよね」


　ごめんね変なこと聞いて、と申し訳なさそうに謝る亜衣に、郁郎は首を振ふった。戸惑い揺れる心を押し隠して笑みを浮かべる。


「ううん。確かに俺、委員長とまともに話し始めたのって最近だから、なんかみんな不思議がるんだよね。そんなに俺って委員長と友達っぽくないのかなあ？」


「そういうんじゃないよー。あたしは結構いいバランスだと思うんだけどね。ただ前は違ったみたいだし、宮原くん人目惹くから。他ほかのやつらもどうかしたのかってあたしに聞いてくるし、仁は答えてくんないし。ごめんねほんと、いきなり聞いて」


「いいよ。委員長って面倒見いいからさ。俺みたいなのでも、話しかけたらちゃんと相手してくれるし、クールそうなイメージだったからちょっと嬉うれしくて、懐なついてんだ俺」


　そう言うと、亜衣はあはは、と笑って、確かにねえ、と続けた。


「意外性のある男なのよね、なんか。あ、でも知ってる？　仁って実は……」


　なぜかこそっと小声になる亜衣につられるように、郁郎は聞きたいようなそうでないような妙な気分で顔を寄せた。しかし不意にその場に混じった当の仁本人の声に、心臓が音を立てて跳はね上がる。


「なにこんなところで、人の噂うわさ話ばなししてんだおまえらは」


「たっ、ちょっとなによもう、オンナノコの頭軽々しく叩たたかないでくれる？　折角のキューティクルが傷いたむじゃない」


「トリートメントいらずの驚きよう異いの髪質なんだろ？　俺が叩いたくらいで壊こわれるのか？　大した驚異だなそりゃ」


「あーもう、この男に口で勝とうと思ったのが間ま違ちがいだった。なにこの扱あつかい」


「おまえが妙なこと吹ふき込もうとするからだろう」


「妙ってなによ、まだなんにも言ってないわよ。最近宮原くんと仲いい理由、仁が答えてくれないから宮原くんに聞いてただけでしょ」


「またその話か。たいしたことじゃないって言ってんだろ」


「だからそこを詳くわしく知りたいんじゃない」


「好奇心は他で使え。俺に向けるな、鬱うつ陶とうしい」


「あ、ひどっ。仮にも友達に向かってその言い方はなによ」


「仮なのか、おまえ」


　テンポ良く、ある意味遠えん慮りよのない会話を交かわすふたりに、耐たえ切れなくなった郁郎はバッグを手に取ると、あの、と口を開いた。


「あの俺、遅おくれそうだからもう部活行くね」


　じゃあ、とふたりのほうを見ずに、ドアの隙すき間まから急ぐふりで走り出た。


　無意識に部室棟とうに向かいながらも、頭と心は、さっきまでの会話でいっぱいだった。


　仁はどうやら本当に誰だれにも、郁郎のことを話していないらしい。それどころか、訊きかれても説明すらしない。


（……そんなに、知られたくないの、かな……）


　心の中で呟つぶやいた途端、鋭するどい痛みが胸を刺さした。


　他から見て違い和わ感を持つくらい、自分と仁はかけ離はなれているのだろうか。釣つり合わないなんて、王子様に憧あこがれる少女じゃあるまいしと思っても、そんな言葉がぐるぐると郁郎をとりまく。きっと仁自身も少なからず、そんな風に感じているのかもしれない。


　だから誰にも郁郎のことを知らせずにいるのだろう。


　……亜衣ならば。あの綺麗な少女ならば、周りから見ても、仁本人も、満足できる人物なのだろうか。


（……噂、あったなあ、そういえば）


　仁に関する浮ういた噂は、正直あまり聞きたくないと思っていた郁郎だったが、それでもずっと心の隅すみにあったそれは、昔ふたりが付き合っていたことがあるというものだった。ある意味、一番納なつ得とくのいく噂だ。


　躊躇ためらいもなく名前を呼び、軽いスキンシップだって当たり前で、気心の知れた会話ができる彼女が羨うらやましくて、そして酷ひどく妬ねたましかった。


（……俺、汚きたない……）


　こんな風に、醜みにくい感情で自分の中がいっぱいになるなんて思わなかった。どうしてこんなに黒い想おもいが、次から次へと湧わいてくるのだろう。


　冬を迎むかえた夕方の学校は、教室を離れれば廊ろう下かの灯あかりもまだ灯ともっておらず、薄うす暗ぐらい。窓の外では北風がびゅうびゅうと音を立てていて、雪でも降り出しそうだった。まるで今の郁郎の心の中のような光景だ。


　荒あれ狂くるいながらも寒くて仕方がないと震ふるえる心を、どう温め静めたらいいのか、そんなこともわからずに、のろのろとただ機械的に動いて歩を進めた。


（……ひどいよ、委員長……）


　そんな風に胸の内で力なく詰なじりながら、それでもどうしても、最初から優やさしくなんてしないで欲しかったと思うことができない。そしてほんの少しでも、これ以上疎うとましがられたくないと、縋すがるような気持ちになる自分がいる。


　たとえ好かれていなくても、せめて嫌きらわれたくはない。仁の負担になったり、迷めい惑わくをかけたりしないから、傍そばにいたい。


　そんな強い感情がなにを示すのか、まだちゃんと摑つかむことはできずに、ただそれだけを思っていた。











　案の定部活は散々で、一年の新人戦のためのプログラムが主要だったからまだいいものの、それでもあまりにもぼうっとしていたものだから、旭にはとうとう怒おこられてしまった。心配してくれているのだとはわかるのだけれど、地の底まで落ちていきそうな郁郎は、旭に対して謝罪もお礼も言えなかった。


（……帰りたくない、な）


　帰れば当然仁がいる。彼にとってみれば、放課後のあのやりとりは他愛たわいもないものだろうが、郁郎としては、少し顔を合わせづらい。けれど無む闇やみに帰宅の時間を遅らせてしまうのは、それこそ迷惑をかけるだろう。


　それにそれでも傍にいたいのも本当で、ならばこのまま素す直なおに帰るしかないと、郁郎は重い足取りで廊下を歩いていた。あの時、動どう揺ようのあまり慌あわてて教室を出たせいで、忘れ物をしていたことに気が付いたのだ。


　階段を上っていた郁郎は、ふっと上から聞こえる会話に顔を上げた。言い争いとは違うが不ふ穏おんな雰ふん囲い気きがして、上りきった廊下で見み渡わたすと、そこにいた人物に思わずぎょっとした。


「だからその髪を何とかしなさいと言ってるんだ」


「なんとかってなんですか。校則違い反はんなんかしてないんだから、そんなこと注意されるいわれありません」


「違反とか違反じゃないとか、そんなことはどうでもいい。なにを色気づいてそんなに長くしてるんだと言ってるんだろう。切るか結ぶかしなさい」


　郁郎が上がってきた階段の先で、そんなやりとりをしていたのは、生徒と教師だった。生徒のほうは、数時間前に郁郎の心に波は紋もんを呼んだ、神谷亜衣だ。それだけでも驚おどろいたというのに、教師のほうは、前に郁郎に絡からみ──仁と初めて接せつ触しよくらしい接触を持つきっかけになったあの時の、大塚という体育教師だった。相変わらず郁郎のクラスの受け持ちではないので、すっかりその存在を忘れていた。またやっかいな人物が、と一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめた郁郎だったが、大塚に絡まれている亜衣を放ほうっておくこともできず、咄とつ嗟さに脚あしがそちらへ向かっていた。


「だいたい、スカートの丈たけも短すぎる。そんなちゃらちゃらしてたら勉強に身も入らずに成績だって落ちるだろう。わかってないのか」


　一年前となんら変わらず、自分の言いたいことだけ言って主張を押し付ける大塚に、亜衣は眉まゆを寄せ、呆あきれ気味だ。


　あの亜衣をちゃらちゃらなどという形容詞で表してしまえる大塚は、相当視野が狭せまいようだ。


「……心配しなくても神谷さんなら、生徒会役員だし、成績だってトップクラスですよ。先生は知らないかもしれないけど」


「……宮原くん」


　こちらを向いていた亜衣と目が合い、彼女は驚いたように郁郎の名前を呼んだ。振ふり向いた大塚が、眉を上げる。


「なんだと、……おまえ、確か」


「二年の宮原です」


　どうやら大塚の表情を見るに、去年郁郎に絡んだことを覚えているようだった。だが敢あえてそれには触ふれずに名前を名乗って、郁郎は大塚を見上げた。震えそうになる声を必死で抑おさえて、あの時仁が自分を助けてくれたことを思い出せば、少し勇気が湧く気がした。


「校則違反でもないのに、女の子に髪かみを切れなんて、そんなことを言う権限、先生にはないはずじゃないですか」


「おまえには関係ないだろう」


　前とまったく同じことを言う大塚に、郁郎は視線を外さないようにとてのひらに力を込こめて、あります、と答える。


「俺は神谷さんの友達だから。友達が困ってるのに放っておけません」


　郁郎の言葉に、大塚は生意気なとでも言いたげな目でこちらを見返した。それでも一度庇かばった以上、最後まで守り通さなければという思いが郁郎を奮い立たせ、引く気は起きない。


「神谷さんの髪が長いことで、何か先生に不都合があるんですか。それにスカート丈は、神谷さんのその長さが、基本丈のはずです。……だよね、神谷さん」


「そうよ。膝ひざ上うえ五センチ、が基本。もちろんそこから上下五センチまでなら、丈の調整は認められてるし」


「だそうです、先生。なんだったら、生徒手帳見ますか、校則、載のってますよ」


「……おまえ確か、前もそんな目してたな。そんなに教師に逆らうのが楽しいのか」


「逆らってません、本当のことを言ってるだけです」


「……なにを」


　ぎっ、と大塚の目つきが変わる。やばい兆ちよう候こうだと思っても、逃にげようとは思わなかった。もしかしたら自分は自棄やけになっているのだろうかとの思いが、頭の隅を過よぎる。こんなところでストレス発散のようなことをするなんて、それはそれで最低だと思いながらも、郁郎は大塚を睨にらんだ目を逸そらさなかった。


　これでどうにかなってしまうなら、それでもいいと、そんなことさえ思う。


　そして一歩、大塚が郁郎のほうに脚を踏ふみ出しかけた瞬間だった。


「郁！　なにやってんだよおまえ、そんなとこで」


「……旭」


「ヒトが待ってるっつーのに、いつまでたっても戻もどってこねえと思ったら、なに道草食ってんだ」


　郁郎がやってきたのと同じ階段を上がってきたらしい旭と、その後ろに続いた梶原が、歩み寄ってきた。怒っていたから先に帰ったと思っていたので、待っていてくれたことに驚きながらも、郁郎は緊きん張ちようが緩ゆるんで肩かたの力を抜ぬいた。


　大塚も相手が大人数になってしまったことに勢いをそがれた様子で、だがただ立ち去ることもできないのか、じっとこちらを見ていた。


　じっとりと感じるその視線を、妙みように気味が悪いんだよなと思いながら、郁郎は今いま更さらながらに自分が無む謀ぼうなことをしていたと、旭たちの介かい入にゆうを有あり難がたく感じた。


「ごめん、すぐ戻るつもりだったんだけど……」


「さっさと帰るぞ、おら来い」


　大塚のことなど眼中にないのか、まったく存在を無視している旭の言動は相変わらずオトコマエで、こんな時には頼たのもしい。顎あごで指す旭に、うんと頷うなずいて、亜衣も一いつ緒しよに連れて帰らなければと郁郎が視線をやると、その彼女に、梶原が声を掛かけた。


「あ、そうだ、神谷さん、さっき生徒会のやつらが探してたよ」


「ほんと？　あたしちょっと抜けてきただけだったからなあ」


「んじゃ途と中ちゆうまで一緒に行こっか。向こうで探してたし、見つけて戻ったほうがいいだろ」


　促うながす梶原に亜衣が頷いて、歩き出す。その後ろについていきながら、郁郎は一応と、大塚に一瞬目を遣やり、小さく会え釈しやくした。


「……じゃあ先生、失礼します」


　応こたえはもちろんなく、ただ郁郎たちが階段の壁かべに遮さえぎられるまで、大塚の目が追ってくるのを感じていた。それがなくなった途と端たんほっと息をついた郁郎は、けれど、今度は真横から感じる強い視線に気が付く。見れば旭が胡う乱ろんな目つきでこちらを睨んでいた。


「……おまえ、余計なことに首突つっ込んでんじゃねえだろうな」


「旭、目がこえーよ。神谷さんがびっくりしてんだろ」


　踊おどり場で立ち止まり、梶原の窘たしなめる声も一いつ蹴しゆうして、旭は郁郎に詰つめ寄った。


「いや、えっと、神谷さんがさ、なんか絡まれてたから思わず……。なんで旭がそんな怒んの」


　そりゃ待たせたのは悪かったけど、と郁郎が首を傾かしげると、旭はあのなと口を開きかけた。だがそこに横から亜衣の声が入る。


「待って眞宮くん。宮原くんは、ほんとにあたしを助けてくれただけだよ」


「……にしてはなんか険悪な雰囲気だったじゃねえか」


「……それはー……えと」


　それに関しては自分も多少、キレかけていたかもしれないという自覚もあるだけに、思わず言葉を濁にごした。すると亜衣が、そういえば、と郁郎のほうを見る。


「宮原くん、なんかあの大塚？　ってのと、前にも揉もめたことがあったの？」


「……えっ!?」


　なんでそんなこと、と郁郎が驚いて亜衣を見返すと、だってと続いた。


「なんかそんな風なこと言ってなかった？　あの人。前もとか、確かとか。だからそう思ったんだけど」


「そうなの、宮原？　だったらやばいんじゃねえの、あいつあんま良いい噂うわさ聞かねえぞ」


「……郁」


　純じゆん粋すいに心配そうな亜衣と梶原の視線にプラスして、旭の低い声が郁郎を促す。その重圧に耐たえ切れずに、郁郎は小さく息を吐つくと視線を落とした。


　言い訳を考えているうちに、ひとつ肝かん心じんなことを思い出したのだ。それを言うには、ある程度は話さなければならないようだと、少し諦あきらめる。


「……前に一度、服とか髪とか、そんなんで言いがかりつけられたことあって。……そんでその時……委員長に、助けてもらったことが」


「……叶野？」


「仁が？」


　旭と亜衣の声が被かぶる。その両方に、うん、と郁郎は頷いた。


「……もしかしてそれで宮原くん、仁と仲良くなったの？」


「……あー、うん、まあ……」


　時期までは言わなかった郁郎に、亜衣はそんな風に解かい釈しやくしたらしい。同居の件を、仁の口からでなく自分が言うわけにはいかないだろうと、郁郎は曖あい昧まいに言葉を濁した。


「……それであの、ひとつお願いがあるんだけど」


「お願い？」


「……委員長にはこの、今日俺が神谷さんかばったみたいなこと、言わないで欲しいんだ」


　それが言い訳よりも先に思い立ったことだ。だが亜衣は、不思議そうに長い睫毛まつげを揺ゆらして瞬まばたいた。


「なんで？　なんかあるの？」


「や、えっと……その、前に委員長に助けてもらった時に、大塚は厄やつ介かいだから自分から関かかわるなって言われてて……。それにわざわざ話して迷めい惑わくかけたくないし……」


　それはまさしく本音で、その後に嫌きらわれたくないという望みもくっつくのだが、そこまでは言うこともできず、郁郎は亜衣を見た。


「いいけど……。でも仁なら話したほうが、いざって時に力になってくれるかもしれないよ？」


「ん……だから余計っていうか、委員長面めん倒どう見みいいからさ。それに何かされたわけでもないし」


　郁郎が躊躇ためらいがちに応こたえると、亜衣は納なつ得とくしたのか、そっかと頷いた。


「わかった。じゃあとりあえずは、仁には内緒ね。でも、またあいつに絡からまれないように気をつけてね、宮原くん」


「うん、ありがと。神谷さんもね」


　じゃあたし生徒会室戻るから、と去る亜衣を見送って、とりあえず胸を撫なで下ろした郁郎は、はたと後のふたりを振ふり返った。すると片方は案の定、ひどく不ふ機き嫌げんな様子で腕うでを組んでいる。


「……あの、旭？　と梶原も、委員長には言わないでくれる、よな？」


「……俺はいいけど」


　旭の態度を窺うかがいながらといった感じだったが、梶原はあっさり頷く。けれどその旭は、郁郎と目を合わせるとじろりと睨ねめつける。


「……おまえはいいのか、それで本当に」


「旭……？」


　どういう意味なんだろうか。いいもなにも、そうしてくれと頼んでいるのは自分だ。


「叶野にだけ黙だまってて、もしばれたら、その時はどうすんだって言ってんの」


「そんなん……。だって俺、既すでにもうむちゃくちゃ迷惑かけまくってんだよ。なのにこれ以上厄介ごと増やしたら……」


　嫌われたくない、それだけが変わらずに郁郎の胸の内を回っていて、必死なのだ。じく、と痛む心臓に眉まゆをひそめ俯うつむく郁郎に、旭が大きくため息をついた。


「……ケナゲもほどほどにしとけよな、ったく」


「……旭？」


「いいよ、わかったよ。黙っといてやるよ。その代わりおまえも、これ以上無茶なことすんなよ、いいな？」


　どうやら旭は旭なりに納得してくれたらしい。ほっと一安心して、郁郎はおとなしく頷いて見せた。


　意外に広い校内は、そうそう偶ぐう然ぜんでもない限り大塚にまた会うこともないだろうし、今この時を乗り切ることができればいいと、郁郎はぼんやりと考える。けれどそれが浅はかな考えだったことに、すぐに気付くことになった。


　何故なぜかそれから、ことあるごとに郁郎は大塚に出くわすようになったのだ。それは授業の合間の移動時間だったり、昼休みだったり放課後だったりと様々だが、決まって同じなのは、ちょっとしたことで難なん癖くせをつけられることだった。よくもそんなにというようなくだらないことが殆ほとんどで、些いささか郁郎は辟へき易えきしていた。


　購こう買ばいで何のジュースを買おうと、ノートでなくルーズリーフだろうと、革かわ靴ぐつでなくスニーカーだろうと、大塚には一いつ切さい関係ないはずだ。嫌いやがらせとしか思えない所業に、段々と神経をすり減らしていた郁郎は、人ひと影かげが差すと思わずびくりとしてしまう自分にすら、憂ゆう鬱うつになっていた。


（……目ぇつけられたかなあ）


　やばい、と危機感を感じながらも、後十日ほどもすれば冬休みだし、幾いくらなんでも年を越こせば、大塚もくだらないことをしていると自覚してくれるだろうかと、ありそうもないことを思ってみたりした。


　旭は何度かその場面に遭そう遇ぐうしていて、さり気なく助けてくれたが、苛いら々いらもしている。だが頑かたくなに仁には話したくないという郁郎の望みを、どうにか聞き入れてくれているようだった。幸い、仁が一緒にいるときには絡まれたことはない。というのもここ最近は、学校では仁から離はなれて行動することが多いからなのだが、もちろんそれは郁郎が意識してのことだ。仁が郁郎とのことを他に知られたくないと思っているとしたら、傍そばにいないことが、一番いい。


　旭に当たり散らされている梶原が可哀かわい相そうといえば可哀相だが、この際彼には被ひ害がい者しやになってもらうしかない。ごめん梶原、と申し訳ない気持ちで心の中で謝ったが、旭は旭で、相手を選んで当たっているのだろうし、ストレスを発散できる相手がいるというのは羨うらやましかった。


（……俺は、溜たまる一方、かも）


　自分で頭を突つっ込んだことなだけに、耐えるしかない。だがやはり、普ふ段だん向けられることのないマイナスを伴ともなう感情は重く、またそれを仁や案外に聡さとい礼人や王志に隠かくすことにも、疲ひ弊へいする。けれどそれでも、仁に完全に突き放されることを考えればどうということもないはずだと、郁郎は自分をどうにか起たち上がらせていた。











　何か暗い夢を見た。郁郎の見る夢はいつもフルカラーで匂においも音もある。それに妙みように身体からだが軽いのが特とく徴ちようだったが、今日は違ちがった。何か重いものが、腹の辺りを中心に乗っかっていて、ぎゅうぎゅうと力を込こめてくる。周りは暗く、大きく高い影に囲まれていて、それが怖こわくて苦しくて、小さく呻うめいた。その自分の声で、目を覚ました。


　部屋の中はまだ真っ暗だ。底冷えする冬の朝の空気は感じるが、まだきっと日の出は遠い。しん、とした寒々しい空間に、けれどエアコンの暖だん房ぼうのスイッチを入れる気力もなく、郁郎はただ、荒あらい息を吐はいて、布ふ団とんの中で身体を丸めた。


「……っ」


　腹部を襲おそう痛みに、眉が寄る。きりきりとつつくような刺さすような、それでいて鈍にぶい刺し激げきの所為せいで、覚め切っていない頭がぼんやりと覚かく醒せいしていく。


（……おなか、いたい……）


　いわゆる腹を下すような、そんな痛みとは違った。何か身体の中に悪いものがあるのに、それを吐き出せない苦しさだ。


　昨夜ゆうべはなにを食べただろうか、なにかにあたったのだろうか。でも食事は全部仁の手作りなのだ。腹を壊こわすなんてことがあるわけがない……。


　ぽつぽつと思考を巡めぐるものも、捉とらえきれずに霧む散さんしていくようだ。薬が欲しいと思ったが、よくよく考えると、自分はこの家のどこに救急箱があるのかを知らない。


　枕まくら元もとの携けい帯たい電話を手に取り開くと、デジタルのその数字は、まだ午前五時にもなっていなかった。こんな早朝では、当たり前だが誰だれも起きていない。


　起こすことも、たぶん無理だ。できない。郁郎は腹に腕を巻きつけると更さらに縮こまった。胎たい児じのようにくるんと自分で自分を抱だき込んで、耐たえることを選ぶ。


　もう少し、たぶんあと一時間ちょっと我が慢まんすれば、仁が起きてくる。その時まで待ってまだ痛かったら、薬の場所を聞けばいい。そしてこの辺の内科のある病院を聞いて、薬で治らないようならそこへ行こう。


（……いたい。きもち、わるい）


　段々と何かを考えるのも億おつ劫くうになってくる頃ころに、すうっと痛みが少し遠のく。それで安心して再び眠ねむりの淵ふちへと落ちかけ、けれどまたぶり返した痛みに意識を引っ張られて、ということを何度か繰くり返した。腹痛は痛みに波がある。そんな落差にも疲つかれ、けれど痛みがやってくる度たびに身体は強こわ張ばり、手にも脚あしにも力が入った。シーツがぐしゃぐしゃになっているだろうが、構う余よ裕ゆうもない。


　早く誰か起きてこないだろうか。いたいいたい、とそんな単語しか出て来ず、時間が止まっているのではないかと思った時、不意にドアの開く音が微かすかに耳に届いた。だが足音は、洗面所に向かいまたすぐに部屋に戻もどってしまう。仁が起き出したわけではなかったのかと落らく胆たんしていると、少ししてまたドアが開いたようだった。今度こそその足音は、階下へと下りていく。やはり仁だ。着き替がえでもしていたのかもしれない。


　それからほんの少しだけ待ってみて、郁郎はのろのろと身体を起こした。ぞわっと冷気が身体を取り巻いて震ふるえが疾はしったが、いつも寝ね巻まき代わりにしているＴシャツの上にパーカを羽織る気力もなく、よたよたと脚を動かす。


　薬と、病院。それだけ聞いて、すぐに戻ってこよう。こんな早朝から、仁にはきっと迷めい惑わくだろうと思えば気力が萎なえそうになるが、腹痛が治まる気配は今のところない。ロンの散歩も、今日は自分だったはずだけれど、折角寝ねている礼人を起こすのも忍しのびない。薬で治ればいいのだけれど。


　息を切らしながら下りる階段は、いつもより辛つらかった。キッチンが果てしなく遠く感じる。それでもなんとか下りていくと、郁郎は仁の気配を目指して進んだ。灯ともされた明かりが眩まぶしいと思っていると、足音に気が付いたのか、仁が振り返った。眉を顰ひそめた彼に怯ひるみながらも、郁郎は小さく口を開いた。


「……ごめん、委員長、あの」


「どうした、なんかおまえ顔色悪くないか」


「うん……。あの、おなか、いたく、て……。薬とか、ある？」


「腹？」


「下してるとか、じゃないん、だけど……。なんか、鎮ちん痛つう剤ざいみたいなの、とか」


　歩み寄ってきた仁に顔を覗のぞき込まれるようにされて、郁郎は痛みを堪こらえながら、絶え絶えに言った。息が上がってしまって、その上力が入らないから大きな声が出せなかった。聴きこえたかなと思っていると、一いつ瞬しゆん黙だまった仁は、郁郎の肩かたを摑つかんだ。


「いつから」


「え、……なに」


「いつから痛かったんだよ」


　どこか怒おこったような口調に、郁郎はびく、と戦慄おののいた。恐おそる恐る答える。


「……さっき、から」


「さっきっていつだ、何時くらい」


「…………五時、くらい」


「なんで早く言わないんだこの馬ば鹿か！」


　だって、と言い訳のように答えながら、その完全に怒ど気きの混じった声に、さあっと血の気が引いた。何故なのかはわからなかったが、仁を不ふ愉ゆ快かいにさせたのだけはわかって、泣きそうになる。けれど相変わらず腹痛も断続的に襲ってきていて、気持ち悪さに郁郎は、小さく呻くと、しゃがみ込みそうになった。


「おいっ」


　けれどその瞬間肘ひじを取られ、粗そ雑ざつだが乱暴ではない仕草で、仁は郁郎をすぐ傍のリビングのソファへと座らせてくれた。


「ちょっと待ってろ」


　前に指を怪け我がした時も、怒りながらもそんな風に言い置いて、仁は絆ばん創そう膏こうを取ってきてくれた。二階に上がる仁の背中を見送って、そのままソファにぐったりと横になった郁郎は、目を閉じて、再び仁の声が起こしてくれるのを待った。


（……ごめんね、委員長……）


　いっつも迷惑ばかりかけている。いくら仁が世話好きで面めん倒どう見みがよくても、これだけ厄やつ介かいをかけられたら、さすがに嫌になるだろう。眦まなじりを上げた仁の顔と、肩を摑まれたてのひらの力をぼんやりと思い返しながら、痛みをやり過ごしていると、ふいに額に触ふれたものがあった。


　ひんやりと冷たい感かん触しよくが心地ここち好よく、なんだろうと瞼まぶたを開けた郁郎は、それがてのひらだということがわかって少し驚おどろいた。


「……郁郎、大だい丈じよう夫ぶか？　辛いかもしれないけど、ちょっと起き上がれ」


「……委員長」


「うん、いいか、病院連れてくから、車まで歩けるか」


「……びょう、いん……え、まだ、開いて……」


　階下へ下りてくる前に見た時計は、まだ六時過ぎだったはずだ。まだ病院など受付時間にもなっていない。救急病院なら別かもしれないが、そこまでしてもらうのはあまりにも大おお袈げ裟さだ。


「起きられないなら抱かかえて運ぶぞ」


　緩ゆるく首を振ふろうとすると、額にかかった髪かみをかきあげてくれながら、仁は脅おどすように言った。てのひらが触れるその感触にどきりとしながらも、さすがに抱えられるのは恥はずかしすぎると、郁郎は渋しぶ々しぶ頷うなずく。


「……お、きる」


「よし。それと寒いからこれ着ろ」


　ゆっくり身体を起こして立ち上がる郁郎に、仁がパーカのようなものを羽織らせてくれた。内側にボア生き地じがあって、ひどくあたたかい。郁郎の服ではなかったから、もしかしたら仁のものだろうか。自分の置かれている状じよう況きようを一瞬忘れて、うわと内心で呟つぶやいた郁郎は、けれどそのあたたかさが嬉うれしくて、拒こばむこともできない。


「外で礼人が車出してくれてるから、行くぞ」


　その言葉に、礼人まで起こしてしまったのかと申し訳なくなりながらも、郁郎はふっと不安になって肩を支えながら歩いてくれている仁のほうを見た。


「……委員長は？」


「ん？……ああ、俺もついてくよ、心配すんな」


　思わず縋すがるような視線を向けてしまったのだろうか、仁は小さく笑って安心させるように髪の毛を撫なぜてくれる。見ると仁も制服の上にちゃんと上着を着ていて、最初からそのつもりでいてくれたようだった。さっきまで怒っていた仁に怯おびえてすらいたのに、今はもう優やさしくしてくれることが嬉しくて、少しだけ痛みが和やわらいだような気にさえなった。


　冷静に考えれば、家の中に王志ひとりを残してしまうというのに、その時の郁郎にはそんなことを心しん慮りよする気力がなかった。仁が傍そばにいてくれることに、ただそれだけのことにひどく安あん堵どを感じて、幸せだとすら思う。


　外に出ると、仁の言った通り、礼人が車のエンジンをかけてくれていた。まだ少し薄うす暗ぐらい、底冷えする空気の中に、マフラーから吐き出されるガスが、白く濁にごってあたりに消えていく。


　後部座席のドアを開けて、郁郎を先に乗せた後から、仁も乗り込んで隣となりに座った。運転席から、振り返った礼人の声が掛かかる。


「郁郎くん？　大丈夫？　少しだけ我慢しててね、すぐ着くから」


「……ごめん、礼人さん、散歩当番じゃ、ないのに、早く起こしちゃって……」


「なに言ってんの、俺昨日は十時前に寝ちゃったから遅おそいくらいだよ」


　恐きよう縮しゆくする郁郎に、そんな風に言って礼人は微笑わらうと、ゆっくりと車を発進させた。あれから何度か、礼人の車に乗せてもらったことはあったが、いつも郁郎は飽あきもせずに車窓の外を眺ながめていた。けれど今日はそんな余裕もなく、シートに身を預けるばかりだ。そのうちにずるりと肩がずれて、左に座る仁のほうに傾かたむいてしまった。慌あわてて身体からだを起こそうとする。


「……あ、ごめ」


「いいよ、凭もたれてろ。そのほうが楽だろ」


　しかし仁はそのまま郁郎の頭をぐいと、自分の肩に載のせるように寄りかからせてしまった。少し躊躇ためらったが、郁郎はそのまま仁の方に僅わずかに体重を預けた。確かに楽なのもあるが、それ以上に、すぐには温まらない車内で仁の体温を感じて身体の力を寄せるのは、静かに高鳴る心臓とは裏腹に心地いい。


　そのまま十分も経たたないうちに、車は目的地に着いたらしく、これも静かに停車させた礼人が、エンジンを切る。仁に促うながされて車から降りると、そこはこぢんまりとした個人病院のようだった。どう見ても、救急指定のあるところには思えない。郁郎が不思議に思っていると、礼人は携けい帯たい電話を取り出して、誰だれかと会話していた。すると病院の玄げん関かんの外灯が明かりを灯ともし、引かれていたカーテンが開く。硝子ガラス戸のその向こうに姿を現したのは、パジャマにカーディガンを羽織った中年の女性で、ドアの鍵かぎを開けてくれた。


「どうぞ、入って」


「ごめんね、こんな早く」


「いいわよ。それよりこっちこそこんな格好でごめんね」


　起きてはいたから気にしないで、と柔やわらかく微笑う女性は、礼人と親しげに会話を交かわしてからこちらに視線を移した。知り合いなのだろうか、と首を傾かしげる。


「さ、あなたたちも早く入んなさい。風邪かぜをひくわよ」


　優しい声こわ音ねでそう言われ、郁郎は思わず場ば違ちがいに、母親って本当ならこんな感じなのかな、とそんなことを思った。あまり自分とは縁えんのない感じの女性に、少し見み惚とれる。上品でおっとりしていて、あたたかい。やわらかいにおいがしそうだ、とぼんやり考える。


　中に入ると、左手に、硝子張りに半円形の窓がある受付があった。そして右手にはソファと畳たたみスペースがある待合室、奥に扉とびらがある。正面にもいくつか扉があり、『診しん察さつ室しつ』や『処置室』などといったプレート表示もあった。本当に個人の、小さな病院のようだ。なのに何故、こんな朝方に救急の患かん者じやを受け入れてくれるのだろうかと思っていると、女性は郁郎の顔を見て口を開いた。


「郁郎くんね？　話は聞いてるわ。まだおなかは痛い？」


「……はい、まだちょっと」


　名前を呼ばれ少し驚きながらも、女性の言葉に礼人か仁が電話で言ったのだろうかとなんとなく納なつ得とくしながら、郁郎は小さく頷うなずいた。ピークに比べれば少し治まった気がするが、気持ちの悪さは残っていて、またぶり返してくるかもしれないと思うと怖こわい。


　郁郎の答えに、こっちよと女性は郁郎を診察室のほうへ通した。さすがに仁と礼人は待合室で待っているようだ。


　吊つり戸式の軽いドアは横開きで、中にはひとりの男性がいた。五十代半ばといった感じで、女性と同じく柔らかな雰ふん囲い気きがある。この人がここの医師だと思ったのは彼が白衣を着ていたからで、下は女性と同じくパジャマだった。ああ夫ふう婦ふなのか、と納得して、郁郎は促されるまま丸まる椅い子すに腰こし掛かけ、頭を下げた。


「……すみません、早くに」


「ん？　大丈夫、僕は毎朝五時には起きてるから。パジャマなのはご愛あい嬌きようだと思って我が慢まんしてくれるかな。それより、ええと、郁郎くん？」


　目め尻じりに笑い皺じわのある彫ほりの深い目元を、どこかで見たことがあるようなと思いながら、郁郎は、はいと返事をした。


「おなか、痛いって？　いつから？」


　そのまま幾いくつか問診が続き、郁郎が諸もろ々もろを答えた後、診察台に横になって触しよく診しんが続いた。腹をぐっと何箇か所しよか押されたが、郁郎の腹痛は全体的に広がっていて、どこか特に痛みを感じるところというのはなかった。


「んー……そうだな、ちょっと腸の動きが弱いみたいだね。たぶんウィルス性の腸ちよう炎えんだと思うんだけど、念のために血液検査しとこうか」


　結果は明日になったら出るからといわれ、頷いた。横にずっとついていた女性は、どうやら看護師だったらしく、血液を採とってくれた。まだ治まらないので痛み止めをもらい飲んで、それから点てん滴てきを打つことになった。


　どうやら二階があるらしく、いくつかの部屋は主に点滴を打つ患者さんのために使われているようだった。そのうちの一室で、簡易ベッドに寝ねかされた。それから自ら点滴を繫つないでくれながら、医師が郁郎に話しかけてきた。


「とりあえず今日のところは、食べるなら何か刺し激げきの少ない消化のいいものをね。ああ、仁に言っといたほうがいいのか」


「……え？」


　いきなり出てきた名前に、郁郎は、繫がりがわからずに医師を見返した。おや、という風に医師は微笑う。


「聞いてこなかったのかな？　僕は礼人や仁の伯父おじ、つまり健作の兄なんだよ」


「……っえ、おじ、さん……？」


「そう。ああそうか、ということは郁郎くんも今はもう、僕の甥おいっ子なんだな。最近忙いそがしくて初対面がこんな場所でだけど、はじめまして。叶野義よし人ひとです。さっきの女性は僕の妻で、瑞みず江えといいます。どうぞよろしく」


「あ、はい……」


　そういえば、ちゃんと看板を見なかったと思いながら、郁郎はぼんやりと返事をした。なるほど、それで礼人も親しげだったのだ。そして縁えん故この特権で、こんな時間でも診みてもらえたのだろう。一気に納得すると同時に、けれど迷めい惑わくをかけたことには変わりなく、しかもこんな親しん戚せきのひとたちにまでそれを及およばせてしまったと思えば、また少し落ち込んでしまう。そんな郁郎に、義人は毛布を掛け直してくれながら笑えみを浮うかべた。


「また改めて遊びに行くから、ごはんでも食べよう。その時には、おなか壊こわさないように」


「……はい」


　少し揶揄からかうように、けれどあたたかい響ひびきでそう言われ、小さく笑い返した。二時間くらいかかるから寝てていいよ、と言い置いて義人が出て行く。寒いからと入れてくれたファンヒーターはすぐにあたたかくなり始め、手て触ざわりのいい毛布も気持ちがいい。


　しばらくすると痛み止めと点滴が効き始めたのか、鈍どん痛つうも治まり始め、うつらうつらと眠ねむ気けが襲おそってくる。


　だがうとうとし始めた時、ふっと誰かが額から頭部を柔らかい仕草で撫ぜてくれる感かん触しよくに、郁郎は、ぼんやりと意識を浮ふ上じようさせた。


　由香にこんな風にゆったりと触ふれてもらったのはいつのことだろう。随ずい分ぶん幼い頃ころには違いないはずで、記き憶おくの中を探すには、あまりにも遠すぎた。だとすれば誰が、こんな風にあたたかく、大切に触れてくれているのだろうか。たゆたう意識の狭はざ間まで、けれど自分が望むなら、ひとりしかいなかった。


　母のようだと憧あこがれた女性でも、真実母である由香でもなく、ただひとり。


（……委員長だったら、いいのに）


　儚はかない望みのように思って、くっついた睫毛まつげを離はなした郁郎は、視界に映った仁の顔に少しびっくりして、半分夢のような心地ここちのまま口を開いた。


「……委員長？」


「……だいぶよくなったみたいだな」


「うん……もう、いたくない」


「そうか。俺は先に帰って学校行ってくるからな。おまえは今日はゆっくり家で寝てろよ。欠席は担任に届けといてやるから」


「うん……ごめん」


「馬ば鹿か、言うなら礼にしろ」


　撫なぜていたままのてのひらが軽く拳こぶしを作って、こつんと額をノックする。その言い方が優やさしくて、思わず郁郎は微笑ほほえんだ。幸せな気分のまま、頷く。


「うん、ありがと……」


「……郁郎」


「……ん、なに？」


　未だに名前を呼ばれることに慣れなくて、どきどきしながら返事をすると、珍めずらしく一いつ瞬しゆん躊躇ためらったような間を見せてから、仁は首を振ふった。郁郎が首を傾げてみてもそれ以上答えず、ただまたさっきまでのように、額を柔らかく撫ぜてくれた。


「悪かったな、起こして。点滴あと一パック残ってるらしいから、また寝てろ。終わったら瑞江さんが送ってくれるから」


　ついでのように指先が瞼まぶたの端はしを掠かすめて、その感触にうっとりと郁郎は目を閉じた。


　情のこもったような触れ方は心地が良くて、ああやっぱりこれはただ自分が望んで見ているだけの夢なのかもしれないと、そう思う。


　そのまますうっと、意識はまた深い底に沈しずんでいって、今度こそ、夢も見ずに眠った。


　結局病院が開き、看護師に起こされるまで眠ってしまったが、家に帰り自室のベッドへ潜もぐり込みながら、病院へ連れてきてくれるまでの、仁の優しかった色々を思い出した。彼に大切に扱あつかわれることが、あんなにも幸福なものだったなんて、知らなかった。


　そんな風に歓かん喜きしざわめく自分の心を知れば知るほどに、郁郎はその感情にどんな名前がつくのか、考えるのが怖くなる。けれど怖いと思うことは、既すでにそれがなんなのかを郁郎がわかっているということだ。そしてそれは、叶かなうことはない。


　あの手はきっと、自分のものになんかなりえないものなのだ。その事実はやっぱり悲しくて、郁郎はどうしようもなく仁に惹ひかれている自分を、切ないほどに自覚してしまった。











　腹痛自体は治まったが、微び熱ねつが続いていて、郁郎は次の日も大事をとり学校を休んでいた。検査結果は、仁が学校帰りに病院に寄って聞いてきてくれるということになっている。


　四時半頃になると、王志が帰ってきて様子を見に来てくれたが、そのすぐ後に仁も帰宅したようだった。ドアをノックされ返事をすると、制服のままの仁が顔を出す。


「あ、仁兄、おかえんなさい」


「ただいま。王志、郁郎に話あるから、おまえちょっと下行っててくれるか」


「うん、あ、遊びに行ってきてもいい？」


　誰だれん家ち、アキくんち！、遅おそくなんなよ、という会話が続いて、王志は勢い良く飛び出していった。寒いのに元気だなあと思って見送った郁郎は、仁の様子が固いことに気が付いて、身体からだを強こわ張ばらせた。


「……委員長？」


　どこか不ふ機き嫌げんというか、少し怒おこっているような、けれどそれを抑おさえているような微び妙みような気配に、俄にわかに不安になる。自分が知らないうちになにかしただろうかと、一気にいろんな思考が頭の中をぐるぐる回り始めるが、どれもまとまらずにいるうちに、仁はベッドの端に腰こし掛かける。ぎし、と小さな音が鳴るのにも、どきりとしながら郁郎は、仁が応こたえてくれるのを待った。


「熱、下がったか」


「え、と……まだ、少しあるみたい」


　さっき計ったのでは七度五分だった。実は食間に飲む薬の作用もあって、少しぼんやりしていて眠い。けれど今晩一晩眠れば、もう回復するだろうとは思っていた。腹の調子は殆ほとんど元に戻もどったし、気持ち悪さもない。


　けれどもしかして何か、厄やつ介かいな検査結果でも出たのだろうか。面めん倒どうをかけるようなことでなければいいとは思うが、そればかりは聞いてみなければわからなかった。


「……あの、検査結果、出たんだよね？」


　思い切って聞けば、仁はじっと郁郎を見つめ、口を開いた。


「……ウィルス性腸炎だろうってさ。───原因は、たぶんストレスから来る身体機能の低下」


「……ストレス？」


　思いも寄らなかった単語を小さく繰くり返した郁郎から視線を外さないまま、仁は郁郎、と名前を呼んだ。


「……な、に？」


「おまえ……なんか、言うことないか？」


「え？」


「俺に、言うことないかって聞いてる。なんかあるんじゃないのか」


　訊たずねるというよりは、断定した上で聞き出そうとしているような仁に、郁郎は、ぎくりと心臓を縮こめながらも、回らない頭をフル稼か働どうさせた。


　仁に言っていないことなんか、たくさんありすぎる。彼を望むからこそ言えないことばかりで、彼に嫌きらわれたくないからこそ言いたくないことばかりだ。そのどれを、聞かれているのかすら予想がつかない。


　たとえば強すぎる仁への想おもい。それにまつわる感情。だけどそんなこと、ストレスなんてものに繫つながるとは思えない。だとしたら。


（……もしかして）


「……家のこと？」


「……家？」


　眉まゆをひそめた仁に、一瞬違ちがったのだろうかと思ったが、口に出した言葉は最後まで言うしかない。郁郎は、口の中に溜たまった唾つばを飲み込んで、続けた。


「あの、俺、そりゃ、今まで殆どひとりで。誰かと、しかも四人でなんか暮らすの初めてで、緊きん張ちようしてたし、迷めい惑わくかけるかもとか心配したりしたけど。でも、ストレスになるようなことは、ないよ？　王志は可愛かわいいし、ロンだっているし、礼人さんは優しいし───委員長だって、勿もつ体たい無いくらいいろんなことしてくれるし、嬉うれしいくらいで」


　感謝しているのは本当だ。本当に、いいんだろうかと思うくらいに余るほどの情をみんなには分けてもらっていると、そう思う。だから、新しい生活を始めたことが、病気になってしまうほどのストレスになっているなんて、そんな風に仁に思って欲しくなかった。


　細々としたことや、仁に対する溢あふれそうな何かで悩なやんでいるのは確かだけれど、この家でのことを、自分が望んでいないのではないかと思われるのは、怖こわい。既に自分はこの家が好きで、大切で、だからそんなに嫌いやならば出て行けと言われたら、どうしていいのかわからない。


　郁郎の必死な言葉に対して仁は何か言いたそうにしていたが、じゃあと話の矛ほこ先さきを変えた。


「家以外のことでは？」


「……え、いがい……」


「学校でのこととか、それ以外でもいい。なんか溜めてることがあるんなら、俺にくらい話してみろっつってんだ」


　くらいどころか、仁にだけ話していないことがあるとわかったら、どれだけ彼を怒おこらせることになるのだろうか。


　大塚の件が思い出されて、郁郎は青くなった。そういえばそのことも解決していないというか、そもそもどうなれば解決なのかすらわからないようなことなのだが、問題はそこではなく、仁に隠かくしているということだ。


　旭が「それでいいのか」と訊きいた時に、これ以上迷惑をかけたくないからと思ったことは、まごうことなき本音だ。


　だけど、今になってやっぱり、ばれた時のことを考えれば怖い。けれど言ってどうなるとも思う。厄介ごとを増やすだけで、仁にとればわずらわしいだけではないのか。それに、大塚に自分から向かっていったなんてことがわかれば、やはり呆あきれられてしまうのは目に見えている。確かにこの件に関してはストレスの原因かもしれないが、言うわけにはいかなった。


　言ってももちろん、言わなくてもきっと、仁はもうやってられないと、匙さじを投げるのではないだろうか。


　そう思えば、どう答えていいのかわからなくなって、郁郎は何も言えなくなった。口を開こうとするが声が出ない。そのうちに頭の中は、何か言えば嫌われると、そんな突つき詰つめた思考でいっぱいいっぱいになってしまって、段々と俯うつむいてしまう。悪い傾けい向こうだとはわかっていても、本当にどうしたらいいのかわからなくなっていた。


　だが、下を向こうとした頰ほおを伸のびてきた仁のてのひらで捉とらえられて、郁郎はびっくりして目を見開いた。


「……俺には言えないって？」


「ちが……っ。あ、あの、俺……ない、から」


「何？」


「ない、なんも、ない、から……っ、だから」


　悩みなんか何もない。結局そう言うことしかできずに、咄とつ嗟さに吐はき出したたどたどしい言葉に、仁はすうっと目を細めた。ぞわっとしてその表情に間違いを犯おかしたと悟さとった瞬しゆん間かんには、強い声が襲おそってきた。


「───ならなんでこんな体調崩くずしてんだ！」


　びくっ、と肩かたが震ふるえたのが自分でもわかった。怒ど鳴なられた、しかも今までの比ではないくらいの怒いかりがそこにあることに、郁郎は抜ぬき差しならない恐きよう怖ふに囚とらわれた。喉のどの奥から、何かが込こみあがってくる。


「おまけに我が慢まんまでしやがって、遠えん慮りよしまくりだろうが！　何も言わないことが迷惑かけないことじゃないっていい加減……」


　言葉の途と中ちゆうで仁が目を瞠みはった、ように思った。何故なぜか郁郎の視界はぼんやりとあやふやで、息をするのが辛つらい。


「───郁郎」


　名前を呼ばれ、頰にあったままだった仁のてのひらが、何かを拭ぬぐうように動いたことで、郁郎は自分が泣いていることに気が付いた。


（……なん、で、俺）


　こんな時に泣くなんて卑ひ怯きようだ。泣いていい権利なんか今自分にはないはずで、けれどどうにも出来ないまま、それはぼたぼたと雨だれのように落ちていく。雨のほうが自分の涙なみだなんかよりもよほど綺き麗れいだろう。きっと今流れているものは、濁にごっていて汚きたない。


「……っ、ごめ」


「……悪い。───俺もついムキになった」


「ちが、ごめ、俺が、わるい、から……っ」


「馬ば鹿か、なんでも無む闇やみに謝るな。俺こそ病人に当たるなんて情けない。悪かった」


　仁の声に、ふるふると首を振ふった。悪いのはやっぱり自分だ。いつもこんな風に、自分は詰めが甘いのだ。ひとつうまくいきそうかと思うと、すぐにどこかが綻ほころびて崩れてしまう。


　こんな時なのに、郁郎はふっとバッシュの靴くつ紐ひもを思い出した。郁郎は元来不器用で、蝶ちよう々ちよう結びが巧うまくできない。結果縦結びになってしまうそれは、しばらくするとすぐに解ほどけてしまって、何度も何度も結び直さなければならない。だけどきちんと結べない間は、やっぱりまた解けてしまうのだ。ちゃんとした蝶々結びなら、固くしっかりとしていて、いつまでも崩れたりしないのに。


　やっぱりどこかが間違っていると、結局はうまくいかなくなってしまう。噓うそをつきたいわけでも、困らせたいわけでもないのに、どうやって直したらいいのか、わからない。


「……泣かせるつもりじゃなかったんだけど。───とりあえず、また落ち着いてからな」


　そう言って、仁の手が頰から離はなれていく。そのまま立ち上がる仕草に、郁郎は反射的に顔を上げた。咄嗟に、待ってと口を衝ついて出そうになる。呆れられた。でも見放されたくない。


　縋すがるようなその気持ちは、しかし口にする前に身体からだを衝き動かしていた。郁郎の手は、とっさに仁のジャケットの裾すそを摑つかんでいたのだ。


「……郁郎？」


「……っ、ま、って、俺、あの……っ」


　何を言っていいのかわからない。引き止めてしまった手を離したくはなくて、けれどまともに物も言えないようでは振り払はらわれてしまうと思えば、止まりきっていなかった涙がまた溢れてくる。ただ行かないで欲しいなんて、そんな言葉では、駄だ目めだろうか。


「───悪い」


　けれど仁の再度の謝罪に、やっぱり無理だったと指から力が抜けてしまいそうになった郁郎のその手を、包んだものがあった。それが仁のてのひらだと気付いた郁郎は、同時に身体を引き寄せられ耳元で聴きこえた声に、背中を震わせた。


「……泣いてんのに放ほっとかれたら心細いよな。俺も動どう揺ようしてた」


「……っ、？」


　仁の言葉の後半の意味がわからず、抱だき締しめられているという事実に驚おどろきながら、同時に嬉しさも湧わき上がって、郁郎は一気にわけがわからなくなってしまった。歓かん喜きと、混乱と、安あん堵ど感と、いろんな方向へ向かう感情が混じっては分ぶん離りし、涙は止まらないままだった。


　微び熱ねつと薬のせいもあるのだろうけれど、抑よく制せいが効かないまま、温かい胸に子供のように顔を埋うずめてしまう。


（……委員長……）


　すん、と鼻を鳴らすと、仁の匂においがして、鼓こ動どうが早くなった。誰だれにでもあるその人自身の匂いで、こんなに気持ちが昂たかぶることがあるなんて、今まで郁郎は知らなかった。だがはたと、泣きながらでは仁の服を汚よごしてしまうのではないかと気づき、顔を上げようとした郁郎は、そっと両手で顔を挟はさまれ上向けられて戸と惑まどう。どくん、と音を立てて心臓が跳はね上がったのは、目の前にあったのが、仁の口唇くちびるだとわかったからだった。


「───っ」


　声にならない声が、心の中で何かを叫さけんだ。なんなのかはわからない。けれど何かを叫ばなければ、心臓が音を立てて破れそうだった。


　眦まなじりに溜たまった涙を、口くち接づけで吸い取られた。柔やわらかい。温かくて濡ぬれた感かん触しよくがしたのは、自分の涙のせいなのだろうか、それとも。


「っん」


　思わず目を閉じた拍ひよう子しに頰へ零こぼれ落ちた雫しずくを追って仁の口唇も下り、攫さらうように掬すくい取る。ちゅっと微かすかな音までして、郁郎はますます混乱に拍はく車しやをかけた。


　自分の身に起こっている出来事を、脳が理解してくれない。ただ息が苦しい。顔も身体も熱い。もう一度口唇は目元へ、そして瞼まぶたへ、また頰へと移って、考えることを放ほう棄きしだした郁郎は、段々とその気持ちよさに身を委ゆだねたくなってさえきた。


　さっきまでの見捨てられてしまったような絶望感からすれば、夢のような幸福感で、胸がいっぱいになる。これは一体なんだろうか。


　ふと閉じかけていた瞳ひとみを、ゆるゆると郁郎は見開いた。けれど視界は利きかない。みっともない涙を拭ってくれていた仁の口唇は───今は郁郎のそれに触ふれていた。濡れた柔らかいものが、重なって、弾だん力りよくを持って離れた。そしてすぐにまた、やんわりとくっついてくる。


「……っ、んっ」


　上下の口唇を挟むように食はまれて、ちろ、と舐なめられた。それだけで喉から上うわ擦ずったような声が漏もれる。郁郎は反射的に顔を背そむけようとして、けれどすいっと耳じ殻かくを仁の親指が撫なぜたことで身体から力が抜けてしまった。


（……なに、これ……）


　これは、なんだろう。なにをされているのだろう。自分は、仁に、なにを。


（……キス、じゃないの？　これ……）


　だけどキスなんて、そんなことを仁が自分にする理由が思いつかない。普ふ通つうは好きだからするものを、自分相手に仁がするはずがない。


　だとすればなんだろうか。考えてもやっぱりわからない。だけどその口接けのようなものは、まだ続いていて、郁郎は段々と息が上がってくる自分を感じていた。じん、と身体の芯しんが痺しびれたように熱くなってくる。ふるりと震えが疾はしった。


（……っなんか、俺、へん……っ）


　布ふ団とんの中に隠かくれている身体の中心が、微び妙みような変化を兆きざしていることに気付いて、郁郎はショックを受けた。なんでなんでと頭の中がぐるぐるしだして、とにかく仁に悟られたくないと、それだけを思った。


「ん、いいん、ちょ……っ」


「───どうした」


　口唇が離れた隙すきに、郁郎はぎゅっと握にぎった拳こぶしを仁の胸に突っ張り、距きよ離りを取ろうとした。ばれたらきっと軽けい蔑べつされる。そう思っただけで、捩ねじれるように心臓が痛んだ。


　きっと泣いている自分があんまりにも悲ひ惨さんだったから、慰なぐさめるつもりで施ほどこしてくれただけの触れ合いに、こんな風に反応してしまうなんて、最低だ。最悪だ。なんでこんな時にこんな、自分の仁へ向かうものの愚おろかさを思い知ってしまうような反応を起こしてしまうのか。


「……郁郎、おい？」


「っ、───っあ！」


　顔を背け、布団に潜もぐり込もうとしたのを引き止めるように、仁が伸のばした腕うでが咄とつ嗟さに腹に回り、郁郎はびくんっと戦慄おののいた。途と端たんに、ぴく、と仁のてのひらも反応を返してきて、それでもう、郁郎は自分の浅ましい反応を知られてしまったのだと、打ちのめされた気分になった。いつの間にか治まっていたはずの涙が、底を知らないかのように溢あふれ出してくる。


（……っき、きもち、わるいっておもわれ、た……っ）


　ひくん、と喉のどが鳴る。羞しゆう恥ち心しんと自己嫌けん悪おと恐きよう怖ふ感とが一気に襲おそってきて、しゃくりあげそうになった。う、と震ふるえる口唇から嗚咽おえつが漏れる。


（……も、やだ）


「……っごめ、なさ……っ、ごめ」


　何に対して謝っているのか自分でもわからずに、郁郎ははらはらと落ちていく涙を拭ぬぐう余よ裕ゆうもないまま、ただ繰くり返した。手を退どけて欲しいと身体を捩よじる。


「───なにがごめん？」


　けれどそれは成されずに、代わりに耳元に直じかに声が入り込んできた。ぞくりとその音の振しん動どうにますます身体が震えた。わかっているだろうに、なぜそんなことを聞くのだろうと悲しくなる。そんなに怒おこったのだろうか。嫌いやがらせをするくらいに、気持ち悪かったのだろうか。


「……っう、はな、離れ、て……っ」


　ならば触れないでと、もがいた郁郎の身体を、仁は背後から抱き込むようにして離してくれなかった。そのまま耳にキスがまた降りてきて、苦く笑しようしたような声が囁ささやく。


「……あんまり泣くな、馬ば鹿か」


「だ、って……っ。あっ、あ、や、さわ……っ、さわんない、でっ」


「いいから。楽にしてろ───力抜ぬいて」


「っん、ん！」


　仁のてのひらは、なんでもないように郁郎のスウェットをかいくぐると、熱を持ったまま疼うずいている中心に触れた。その衝しよう撃げきといったらものすごいもので、郁郎はそれだけで濡れてしまう自分が信じられないと思いながらも、更さらにむに、と撫ぜるように擦こすられて頤おとがいを上げた。


「っあ、や、っや、あっ」


「……濡れてるな。キス、気持ちよかったか？」


「や、言わな、あ、あっ、んん」


　何か凄すごいことをされているとは思うのに、全く抵てい抗こうができない。見えない力に囚とらわれたように、身体の自由が利きかず、それどころか背中から身体中を包む仁の体温や、耳元で感じる吐と息いきや、いつもより少し低い声や、触れるてのひらの心地ここちに、うっとりとさえしてしまいそうで、怖こわいくらいだった。身体だけじゃなく、心も頭も、郁郎は自分の全部が、おかしくなってしまったとしか思えなかった。


「は、あ……っ、や、だ、俺、や……っ」


「ん？　なに？……ああ───俺に触さわられるの、嫌か」


「っ、じゃな、そ、じゃなく、て……っ。あ、俺、がっ、へん、で……っ」


「ああ……大だい丈じよう夫ぶだ、変じゃない。つか、触ってるんだから、そういう意味じゃちょっとは変になってもらわないとヘコむだろ、俺が」


「っ……？　っえ、なに……っん！」


　意味がわからずに首を捻ひねった所を、キスで口唇を塞ふさがれた。そのままぬるっと入り込んできた舌に、ぞろりと上うわ顎あごの裏を舐められ、悪お寒かんに近い震えが身体中を走り回った。だがそれは間ま違ちがいなく快感で、証しよう拠こに未いまだに仁のてのひらの中にあるものが、びくびくと反応を返す。


「んーっ、ん……っ」


「……なんか、弱ってるところに付け込んでるみたいで罪悪感あんだけどな」


「んっ、な、に……っあ、あ」


「だからってこのまま放ほっとくには、勿もつ体たい無いし。……聴きこえてないか」


　仰あお向むけて晒さらされた首に、濡れた感触が触れる。仁の指先は、ひらひらと蠢うごめいて、郁郎を刺し激げきし続けていた。頭の中は霞かすみがかかっていて、段々と与あたえられる感覚だけに意識が集中していき、他ほかのことが考えられなくなってくる。


「やあ、あ、委員長……っ」


「………いい加減こんな時くらい名前で呼べよな」


「っふ、あ、ん……っん、や」


　ぼそりと呟つぶやかれた言葉をきちんと聞き取れず、けれど問い返す余裕などありもしなくて、郁郎は施されるままを追いかけるのに精せい一いつ杯ぱいだった。


　熱い。気持ちいい。視界が揺ゆれて、浮ふ遊ゆう感が強くなる。


「やあ、っも、や、……っあ───あ、ッ」


　もうそれがどういうことなのかわからずに、ただ限界を訴うつたえる感覚を逃のがしたくて我が慢まんできずに、郁郎はその欲を解放させた。ぎゅう、と仁の腕を摑つかんでいた手から力が抜けて、ふるりと余よ韻いんが疾る。


「……っ」


「───大丈夫か？」


　荒あらい息を吐はいてぐったりと身体からだの重心を沈しずめようとした郁郎は、耳元で聴こえた声に我に返った。ぬるつく郁郎自身から手を離はなした仁が、ポケットからハンカチらしきものを取り出して拭っている。視覚で衝撃を受けた郁郎は、自分がしでかしてしまったことを思い知った。


（……お、俺っ、なに、を）


「郁郎？」


「───っごめ、なさ、……っう」


　もうなにがなんだかわからなかった。考えることが億おつ劫くうで、それは逃とう避ひかもしれなかった。


　さっきまで荒あれ狂くるっていた熱は去ったというのに、頭の中はぼんやりと鈍にぶったままで、もわもわと膨ふくらんだものが、また瞳ひとみから溢れ出した。口からは嗚咽も漏もれる。


　この場からいなくなりたい。消えてなくなりたいという気持ちと、仁の体温に惹ひき寄せられてずっとこのままでいたいと思う欲とが、せめぎあって決着がつかないまま郁郎を翻ほん弄ろうした。


　しかしそのうちに、流れ続ける涙なみだを拭いもせずに、郁郎はよたよたと身体を動かした。結局、とにかく離れなければという感情が残り、仁から遠ざかろうとする。


「郁郎？　おい、なにやって……」


「……っごめ、俺、汚きたない、から……」


　訝いぶかしむ仁に嗚咽の合間に答えると、一いつ瞬しゆんの間の後また背後に引っ張られた。抱だき寄せられるように今度は正面から囲い込まれて、ざあっと鳥とり肌はだが立った。どうしようもない愚かな嬉うれしさと、これ以上の醜しゆう態たいを晒したくないという恐怖感からだった。また反応してしまったらと思えば怖い。既すでに充じゆう分ぶん自覚してしまっている想おもいを、叶かないもしないのに再さい確かく認にんさせられるのは一回だけでいい。


　それに郁郎の反応で、仁が自分のこの愚かな恋こい心ごころに気付いていないとは言い切れない。寧むしろ気付かれている可能性のほうが高いだろう。もしもそれに言げん及きゆうされたら、どうしていいのか、本当に自分はわからなくなる。答えをもらえる類たぐいの想いではないと思っていたから、元から知られることなんて望んでいないのだ。


「っや、離し、やだ、や……っ」


「───誰だれが汚いって？」


「だ、て……っ、う」


　だってそうじゃないかと、こめかみのあたりから聴こえる声に答えようとするが、言葉にならなかった。仁の手を汚よごしてしまったそれは、自分の愚おろかさの証あかしだ。なにがきっかけで、こんな展開になってしまったのか、もう思い出せないくらいに混乱しているけれど、ただそれだけは確かだった。


　仁はそのまま、親指の腹でぐいと頰ほおを滑すべる雫しずくを拭って、小さく息を吐いた。性しよう懲こりもなく、また胸に小さくヒビが走る。


「……だからあんま泣くなってのに」


「う……っん、ん！」


　けれどそうして施ほどこされたのは、深いキスだった。何かを昂たかぶらせるためではなく、全身から余計な力が抜けていくような、あやすようなそれに、息を呑のんで抵抗しようとしていた腕は、やがて縋すがるように仁の背中に伸ばされた。


「っん───ん」


　柔やわらかい触ふれ合いは、随ずい分ぶん長い間続いて、郁郎は意識を緩ゆるめようとする欲に負け始めた。髪かみの生え際ぎわを梳すく指や、ただもたらされる抱ほう擁ように解かれた意地がなくなると、幸せだと思う心だけが残る。


　それがこれきりのものでも。どんな偶ぐう然ぜんでこんな僥ぎよう倖こうが自分に巡めぐってきたのかはわからないけれど、好きな人のくれる熱を、少しでも受けることができたという、それだけで。


（……好き、だよ）


　好き。言えないけれど、思うことは止められないから、心の中でただ告げる。


　夢ならいいのに、と思った。いつもなら、夢かもしれないと考えるのだけれど、これがもし夢なら、朝起きても仁は自分をまだ家族として見てくれる。泣きじゃくって迷めい惑わくをかけたことも、先走る欲のままに彼のてのひらを汚してしまったこともすべてなくなって、自分だけの思いにして、隠かくして、笑えるのに。笑ってもらえるのに。


（───でも、好きなんだ……）


　今この瞬間は幸せなはずなのに、どうしても滲にじむ切なさに溺おぼれてしまうように、郁郎は意識を闇やみへ沈ませた。











「ご心配をお掛かけしました」


　久しぶりに登校した教室で、揃そろってやってきた旭と梶原に笑えみを向けると、ふたりはそれぞれの反応を返してくれた。梶原は、おす、と爽さわやかに笑顔を浮うかべる。


「もう大丈夫なのか？　熱あるって聞いたけど」


「うん。さすがに今日明日はまだ部活出らんないんだけど、いいかな、部長」


「そりゃ身体第一だからな、いいよ。他の奴やつらにも言っとく。心配してたぜ」


「ごめんな。参加はしないけど、明日とりあえず顔出してこうかなあ」


「ミーティング終わったら見学してないで帰れよ」


　それまで梶原との会話を聞いていただけの旭が、横からそう言って郁郎を見た。


「なんで」


「見てたらやりたくなんだろーが。だったら最初から見ないほうがいいだろ。それにいればいるで周りが構うから、余計に疲つかれるぞおまえ」


　旭なりの気き遣づかいらしいと、郁郎は頷うなずいた。結局、二日学校は休んでしまったわけだが、そんなうちにもう、明後日あさつては二学期の終業式だ。明日は授業という授業はなく、昼過ぎで学校は終わるのだが、今日までは六時間目まで授業が詰つまっていた。


（……なんか、早かったな、ここ一ヶ月……）


　今朝はアラームなしで目が覚めた。盛せい大だいに泣いたせいで少し瞼まぶたがはれぼったかったが、泣いた跡あとも、そして汚したはずの中心もきれいになっていたことに、郁郎は少し戸と惑まどって、息を吐いた。おそらく、というか絶対だが、仁がタオルか何かで拭ぬぐってくれたのだろうことは想像に難かたくない。考えれば羞しゆう恥ちで死ねそうなくらいだったが、それでももう自分の心の向かう先を、誤ご魔ま化かすことだけはできなかった。


　触れられて、口くち接づけられて、あんなにもぐにゃぐにゃに崩くずれてしまったのは──あんなにも、幸せだと思ってしまったのは、仁のことを、好きだからだった。


　ずっと特別で、ずっと憧あこがれていて、ずっとずっと、唯ゆい一いつだった人は、本当に郁郎の中で一番になってしまった。嫌きらわれたくなかったのも、疎うとましがられたくなかったのも、少しでも傍そばにいたかったのも、優やさしくされて泣きそうに嬉しかったのも、全部、仁の全すべてを欲ほつしていたからだった。


（……けど、委員長は）


　そう、仁は違ちがうはずだ。自分の持つこの想いと同じものを、仁が自分へ向けているはずがない。昨夜ゆうべ、あんな風に触れてくれたのもきっと、あまりに郁郎が悲ひ惨さんな状態だったから、彼なりに慰なぐさめてくれたのだろうとしか思えない。同情とか、憐れん情じようとか、そんな言葉で括くくれてしまう類のものだ。


　証しよう拠こに、今朝郁郎が階下へ下りて顔を合わせた時も、仁の態度は変わらなかった。部屋を出る前に測った熱は平熱に戻もどっていて、良好なことを告げる。だが顔色を見ていたのだろう、じっと数秒見つめた後、てのひらが伸のびてきて額に当てられた。少しどきっとして肩かたが揺れそうになったが、堪こらえて息を詰めていると、仁はふっと息を吐ついて、ようやく大だい丈じよう夫ぶそうだなと小さく笑みを浮かべた。それは優しいものだったが、深い意味がそこにあるようには見えなかった。


　勘かん違ちがいをしてしまうのは怖こわい。だからというわけではないが、張っていた予防線は大当たりで、やっぱりと納なつ得とくしながらも、ちくんと僅わずかな主張をする胸も確かに存在した。


　仁はきっと郁郎の気持ちには気が付いているはずで、けれど何も触れようとしないのは、もうその件については終わりだということなのだろう。


　あくまでも家族として、それならば今まで通りだと、確かに昨夜自分が願ったことなのに、何故なぜこんなにも、切ないと思うのか。たとえそれだけでも、僅か一ヶ月前には考えられなかったことなのに、まだそれ以上を望んでいる自分がいる。どんどん貪どん欲よくになる自分に嫌けん悪お感を抱いだきながら、歪ゆがみそうになる顔を必死に隠した。


　仁が望まないものを持っている自分が、ひどく浅ましくて、だけどそれを晒さらすことはもっと怖かった。だから何もないふりで、笑い返した。郁郎の代わりにロンの散歩に行ってくれていた礼人にも、遅おくれて起きてきた王志にも、少しも訝しがられることなく、振ふる舞まえた。


　あとはもう、自分の問題だ。どうにかして、もしかしたら時間がかかるかもしれないけれど、少しずつ、この想いを封ふうじていけばいい。それだけの、ことだ。


「……おい、郁？」


「うえっ？」


「なんだうえっておまえ。ほんっとに具合よくなったんだろうな、ぼけっとしやがって」


　怪訝けげんに顔を覗のぞき込んでくる旭に、郁郎はなんとか笑い返した。こんな誤魔化し方で旭が納得するとも思えなかったが、担任がやってきたところで会話は一応終わった。


　仁のことを、友達としてでも家族としてでもなく、ただ唯ゆい一いつ焦こがれる人間として、好きなのだという想いを、郁郎は誰に言うつもりもなかった。旭に対しても同じで、けれどそれは、旭が偏へん見けんを持つかもしれないとかそういった類の憂うれいからでは決してない。そういう意味では旭のことを本当に信しん頼らいしていたが、ただ郁郎は、怖かったのだ。


　自覚したばかりの心を諦あきらめなければならないという複雑な感情を、もし今誰かに話してしまえば、楽になるというよりは、恋れん情じようをいっそう強くしてしまうのではないかという気がした。今でさえ抑おさえきれるかどうかわからないほどに、どんどん仁へ向かうものは大きくなっているのに、これ以上は本当に怖かった。溜ため込んでしまったものを爆ばく発はつさせてしまう時がくるかもしれない。だから今のうちに、少しずつ少しずつ、小さくしていく。そのためには、誰だれにもこの気持ちを明かさないことが一番だった。


（……もう少ししたら）


　そう、もう少しして、どうしてもどうしても、自分が仁のことを諦め切れなくて、前にも後ろにも行けなくなってしまうほどに切せつ羽ぱ詰つまったときには、旭にちょっとだけ話してみよう。きっと彼は遅おせえよと怒おこるだろうけれど、でもそれでも、あの真っ直すぐな目で叱しかってくれるはずだ。そして強い言葉をくれて、自分の背中を押してくれるだろう。


　いつもすぐに甘えそうになるから、それはだから、その時まで取っておこう。


　本人にバレてしまっていては秘密もなにもないが、それでもひっそりとほんの少しだけでも、仁を好きだという気持ちを、自分だけのものにしておきたかったというのも、本当はある。


　誰かをこんなに好きになったのは初めてだったから、甘い痛みを少しだけ嚙かみ締しめたかった。


　そうしたらもう忘れる。


（───忘れるから……）











「───あ！」


「なんだよ、どうした」


「ごめん俺忘れ物思い出した。先行ってて！」


　腹痛がぶり返すこともなく、恙つつが無なく午前中の授業を終えた郁郎は、旭や梶原と共に学食へ向かう途と中ちゆうだった。郁郎は仁が作ってくれた弁当があるのだが、旭と梶原は食堂へ行くというので、弁当持参でついていくことにした。しかしふと思い出した忘れ物に、方向転てん換かんをはかる。


「すぐ行くから！」


　旭は何かを言いかけたようだったが、何せ学食は混む。なるべく早く行って食券を買わなければ、空腹と待ち時間で死にそうになるのは目に見えているので、仕方なしに頷いてくれたようだった。旭の隣となりでひらひらと手を振ふる梶原に倣ならってから、郁郎が脚あしを向けたのは教室ではなかった。


　学校を休む前、部活で使ったタオルを、部室のロッカーに突つっ込んだまま持ち帰るのを忘れていたのを急に思い出したせいだった。夏場ではないので多少はいいかもしれないが、それでも汗あせを吸い込んだタオルを放置しておくのはいただけない。取りに行くのは、旭の言う通り見ればやりたくなるので部活中は避さけたかった。休み時間だと短いので焦あせってしまうし、取りに行くなら思い出した今が一番いいような気がしたのだ。弁当を持ったまま、部活棟とうのある方へと廊ろう下かを逸それる。すると曲がり角で誰かとぶつかりそうになり、慌あわてて郁郎は仰のけ反った。


「っわ、ごめんなさい！」


「───郁郎？」


「え……。あ、委員長」


　偶ぐう然ぜんなことに相手は仁だった。ぶつかりそうになったことに驚おどろいたのと、仁だったことの両方にどきどきしながら、郁郎は仁を見上げた。


「ごめん、急いでてちゃんと前、見てなかったから……」


「俺は大丈夫だけど、おまえはどっかぶつけたりしてないだろうな？」


「えっ、あ、だいじょぶ」


　さら、と前まえ髪がみをかきあげられるように額をてのひらで撫なぜられて、郁郎は少し身体からだを固くしながらも、こくこくと頷うなずいて見せた。避よけた拍ひよう子しにどこか打っていないかと仁は心配してくれているのだろうが、こうして前と同じように触ふれてくれるのは、嬉うれしい反面やはり切なかった。


　郁郎の首しゆ肯こうに仁は、それより、とそのまま親指で目め尻じりのあたりに触れてくる。なにかゴミでもついていたのだろうかと思いながらも、あんまり触さわらないで欲しいと反射的に目を瞑つぶった。仁は気にした様子もなくそのまま続ける。


「眞宮たちと食堂に行くって言ってなかったか？　おまえ。なんでこっちに来てんだ」


「あ、部室に忘れ物してたの思い出して……。そんで今のうちに取りに行こうかなって思って」


「忘れ物？」


「たいしたものじゃないんだけど、ええと、放課後は部活出ないからさ」


「ああそうか。つかおまえ、部室の鍵かぎ持ってんのか」


「え、あっ！」


　郁郎は頭を抱かかえた。すっかりボケてしまっている。鍵は部長の梶原か、職員室から借りてくるかしないといけないのだ。さっき梶原に借りればよかったものを、すっかり頭から抜ぬけていた。


　仕方ない、少し遠回りになるけど職員室に寄ってから行こう、と郁郎は小さく息を吐ついた。食堂よりも僅かに職員室のほうが近い気がする、と自分を慰なぐさめていると、上からくつくつと笑いが降ってきた。見上げると、仁がおかしそうに笑っている。


「……っえ、委員長？　あの」


「なんかやっぱおまえってどっか抜けてんな。俺は面おも白しろいけど」


「……お、おもしろい？」


「うん、退たい屈くつしない。ああけど、あんまり急いでテンパるなよ、怪け我がするぞ」


「……うん」


　なんだかよくわからなかったが、とにかく仁が笑っていることのほうが嬉しくて素す直なおに頷くと、よし、と頭を撫でられた。


「水じゃなくてちゃんとあったかいの飲めよ。薬も忘れずにな」


「あ、うん」


　家でも散々言われていたことを繰くり返され、郁郎がただその笑えみに見み惚とれていると、ふと仁が何かを思いついたように、眉まゆを上げた。


「ついてこうか、部室まで」


「え!?　え、なんで？」


　突とつ然ぜんのその提案の意味がわからず、郁郎が混乱していると、不意に背後から声がした。


「いた！　仁、みんな待ってんだから早く来てよ！」


「……うるせえな、ったく」


　思わずびくっと首を竦すくませた郁郎から手を離はなすと、ひとつ息を吐いて仁はあっさり反対方向へ脚を向けた。声の主は、振り返らなくてもわかる、亜衣だ。他ほかの仲のいい友人たちと一いつ緒しよにお昼を食べるのだろうか。


「……あ」


（……今、俺についてきてくれるって、言ったのに）


　ふっと頭を過よぎった思考に、ざあっと自己嫌けん悪おが襲おそった。なにを思い上がったことを考えているのだろうか、自分は。そもそも断るつもりだったくせになんという欲を持つのか。


　郁郎に気がついた亜衣が、笑みを浮うかべて手を振っている。それになんとか笑い返しながら、嫉しつ妬とでぎちぎちと歪ゆがみそうになる心臓を押さえた。胸に当たる固い感かん触しよくは、仁の手作りの料理が入った弁当箱だ。醜みにくいと思いながらも、郁郎は、ただその僅わずかな優ゆう越えつを手た繰ぐって軋きしむ胸を紛まぎらわそうとした。それでもいつまでもは保もたなくて、くるりとふたりに背を向ける。


「郁郎！」


　だがその背中にふと仁の声が掛かかった。その音に惹ひかれるように首が回り、振り向いてしまう。仁は先に亜衣をやったらしく、ひとりだった。


「いいか、寄り道せずにさっさと忘れもん取って、まっすぐ戻もどれよ」


　まるで親が子供に言い聞かせるような文句に、首を傾かしげたが、郁郎はこっくりと頷くと、踵きびすを返した。結局は仁は向こうへ行ってしまうのだとそんな馬ば鹿かな思考がまた巡めぐったが、それでも郁郎のことを心配してくれているのに変わりはない。ただそのことは嬉しくて、けれどふっと郁郎は何かに引っかかった。


　身体の調子を、まだ気掛けてくれているのだろうか。けれど、自分は何かを忘れてはいないか。


　職員室を経由して部室棟のある方へ行くには、普ふ段だんはあまり使われていない特別教室がある廊下を通り抜けていくのが一番近いが、今はそこに生徒の姿はなかった。外の天気はいいはずだが、北向きの窓からはあまり光が入らず、薄うす暗ぐらく冷えた空気が漂ただよう廊下は寒々しかった。まだ昼間だからいいが、これが夜なら幽ゆう霊れいでも出そうな寂さびしい気配がする。


　さっさと用を済ませて食堂へ行きたかったが、校則云うん々ぬん以前に、走ってしまうと手の中の弁当の中身が崩くずれてしまうのではと、そちらのほうが心配で、郁郎は少し早歩きで急いだ。


（……旭に預けてくればよかった）


　ふっと思って窓の外を見ていた視線を戻した郁郎は、びく、と肩かたを震ふるわせた。


　郁郎が上るつもりの階段がある廊下の奥に、人ひと影かげがあったのだ。あまり視界の良くない暗い空間で一いつ瞬しゆん誰だれだかわからなかったが、すぐに理解する。


（……お化けのほうがまだマシだったかも）


　相変わらずのジャージ姿は、間ま違ちがいなく大塚だ。心の中で嘆たん息そくして、郁郎はなんでもないふりで歩き続けた。下手に反応すれば、また謂いわれのない非難を受けるだけだとわかっている。


　じっとりと感じる視線が気持ち悪い。見られているのはわかっていたが、極力目を合わせたくなかった。ただ無視して通り過ぎればまたそれはそれで「礼れい儀ぎがなっていない」とかなんとか言われるだろうことは目に見えているので、会え釈しやくだけしていくことにした。


「……おい」


　だが、郁郎の望みはあっさり砕くだかれた。通り過ぎた瞬間、何故なぜか立ち止まったままだった大塚の呼びかけに、郁郎は仕方なしに脚を止めた。


　この教師は、生徒を何だと思っているのだろう。郁郎は、一度も大塚から名前を呼ばれたことがないと気がついた。覚えていないのかそれとも呼ぶ価値すらもないと思っているのか。


「……なんですか」


　それで今度はなにを駄だ目め出しされるのかと、うんざりしながら問い返せば、大塚は一歩、郁郎のほうへ踏ふみ出した。そこで初めて視界に入ったものに、郁郎はますます胡う乱ろんになった。


（……なんで竹刀しないなんか持ってんの）


　確か剣けん道どう部の顧問は大塚ではなかったはずだ。大塚が剣道を嗜たしなんでいるかどうかは知らないいが、普通校内で持ち歩くものではないだろう。


「どこに行くんだ」


「……部室ですけど」


　なんでそんなこと答えなきゃいけないんだよとは思ったが、正直に言ったほうが無難だろうと、郁郎は渋しぶ々しぶ返した。ただ忘れ物をしたから取りに行くという件くだりを略したのは、言えばまたそこに付け込まれるかと思ったからだった。だがそれでも大塚は眉を上げ、侮ぶ蔑べつといっていいような表情を浮かべた。


「部室？　昼休みになにをしにそんな所に行く必要があるんだ」


「なにって」


「あんな人気のないところでどんな悪さをしようとしてるのかは知らないが、俺が見つけたからにはただじゃすまないぞ、おまえ」


「は、って、ちょっと……」


　ただじゃすまないも何も、部室にすら着いていないというのに、鬼おにの首を取ったような顔はなんだろうか。呆あつ気けにとられて、郁郎は大塚を見返した。本当に、ますます話が通じなくなっている気がする。同じ人間だろうかとさえ思ってしまう。もしかしたら宇宙人かもしれない。


　大きく息を吐きたかったがぐっと堪こらえて、郁郎はせめてこの場さえ逃のがれられればと、頭をせわしく働かせながら口を開いた。


「ちょ、待ってください、先生。俺何も……」


「言い訳はいい。とにかく来い」


　はあ!?　と郁郎は顎あごを引いた。言い訳とはなんだ。そもそも自分を、どこへだか知らないが引っ張っていくなんて、何を理由にするつもりなのだろうか。全く意思の疎そ通つうがはかれない人間が、これほど怖こわいと思ったことはなかった。思わず郁郎は後あと退ずさる。


「なんで何もしてないのについてかなきゃいけないんですか。俺、用事あるんですけど」


「どうせくだらない用事だろう。そんなことよりおまえには目上の人間に対する礼儀のありかたってのを教えてやると言っているんだ。ぐだぐだ言ってないで来い！」


「っ、……っちょ、離してください！」


「うるさい！」


　相当強い力で腕うでを摑つかまれ、郁郎は慌あわてて逃れようと身体からだを捻ひねった。その拍ひよう子しに、かっとなった大塚に、手にしていた弁当箱の入った袋ふくろをはたかれて落としてしまう。音を立てて落ちた弁当を拾い上げて中を見ると、ゴムバンドが外れて少し蓋ふたがずれている。もしかしたら中身も少し崩れているかもしれなかった。郁郎は咄とつ嗟さに大塚を睨にらんだ。


「……なにすんだよ」


　零こぼれた声も無意識に近かった。けれど少しだけ、郁郎の中の何かが切れたのは自分でも感じた。大塚は、嘲あざけるように哂わらう。


「たかが弁当箱を落としたくらいで、教師にその態度か」


「たかがじゃない。俺にとっては大切なものです。───謝ってください」


「ああ？」


　大塚が不ふ愉ゆ快かいそうに声を上げたが、郁郎は怯ひるまなかった。


　だってこれは、仁がくれたものだ。弁当を初めて作ってくれた時に渡わたされたそれ──シンプルな紺こん色いろのランチボックスは、初めて仁にもらったものなのだ。たとえ仁にそんなつもりがなくても、仁が選んでくれたものだというだけで、郁郎には途と端たんに大切なものになった。ましてやそれには、仁が毎日早起きして作ってくれた料理が詰つめ込んであるのだ。学校で食べるお昼ごはんがおいしいなんて、それまで思ったことなんかなかったのに、仁が作ってくれたものは、いつでもささやかで、けれど郁郎にとっては大きな幸せをくれた。それがどれだけ郁郎の糧かてになっているのか、大塚にわかるなんて思わないけれど。


　それでも。


「食べ物を粗そ末まつにするなって、教わらなかったんですか。それにこれは、わざわざ作ってもらったものです。人がしてくれたことにはちゃんと感謝しなきゃいけないって、そんなことも先生は知らないんですか」


「……なにを」


「俺の何を非難しようとそれは先生の勝手です。でも、俺の大切なものまでないがしろにする権利、先生にはないです。だから、謝ってください」


　頭に血が上るというよりは、妙みような部分で冷静になってしまっていた。大塚に対する怒いかりが、静かな波のように打ち寄せて、まるで水族館の水すい槽そうのように溜たまっていく。


　最初驚おどろいていたようだった大塚は、そのうちに段々と怒りをその目に表し始めた。こちらは頭に血が集中していったらしい。


「……謝れ、だと？」


「はい。謝ってください」


　ぎゅう、と弁当箱を抱だき締しめるように包んだ。どんなに崩れてもぐちゃぐちゃになっても平らげてしまえるだろうけど、中身を見たら泣きそうになってしまう自分は簡単に予想がついた。だって今でも既すでにこんなに、胸が痛いのだ。悲しくて、仁に申し訳なくて、大塚に怒りを覚える。そんな気持ちで折角の仁が作ってくれた弁当を食べたくない。


「───ふざけるな」


「ふざけてま……っ！」


　反論の言葉は、途と中ちゆうで切れた。頭上に差した影が何なのか理解する前に、衝しよう撃げきが走ったからだった。咄嗟に反射神経で取った体勢の上に、鋭するどい痛みが落ちてくる。何かが当たったのは、肩だ。そして間かん髪はついれず、首に。


「っ！───っ！」


「なんで俺がおまえに謝る必要がある！　俺は教師だぞ、生徒は教師の言うことを素す直なおに聞いていればいいんだ！」


　痛いと思う間もなかった。首の次には上じよう腕わんにも振しん動どうが響ひびいた。ばしん、という音を出すそれがようやく、大塚が持っていた竹刀だと気がついた。


　痛みがやってくる前に次の衝撃を与あたえられて、麻ま痺ひしそうになる。抵てい抗こうしようにも、いきなりの暴力に身体どころか頭もついてきていなかった。つまり動けないのだ。


　最悪の事態だとそれだけ思って、よすがのように腕の中の弁当箱を握にぎり締めた。その時だった。


「───おい！　何してんだ！」


　声が降ってくると共に、竹刀の音がやんだ。その[image: ]りんと響く声に、まさかと郁郎は目を瞠みはる。


（……なんで）


　顔を上げた郁郎の視界には、仁の背中が映っていた。何度もひそかに見ていた背中だから間違うはずもない。その仁は、大塚の手首を摑むとぐいっと捻り背中へ反らせて、そのまま体勢を崩くずした背中に膝ひざをついて抑おさえた。竹刀は派手な音を立てて投げ出された。仁のしなやかな一連の動作に大塚は抵抗する間もなく床ゆかへ伏ふせさせられたが、すぐに暴れだした。


「っ、離はなせ！」


「大人しくしててくださいよ、先生。……暴れると、こっちも余計な力入っちゃって、どうなるかわかりませんよ」


　セリフに合った、酷ひどく冷たい声で仁がそう言うと、大塚は短い呻うめき声を上げた。どうやら捻る腕の角度を深くしたらしい。更さらに膝を大塚の背中に乗り込ませて、仁は郁郎を見た。


　視線が合った瞬しゆん間かん、郁郎ははっと我に返り、途端におろおろと狼狽うろたえた。いろんな思考が、いっぺんになだれ込んでくる。仁の言いつけを守らなかったことや、また迷めい惑わくをかけたことや、今いったい何をすればいいのかと自問する声や、あらゆるものが混じって、パニックに陥おちいりそうになった。


（……あ）


「郁郎」


　だが静かな声で呼びかけられ、その声こわ音ねに誘ゆう導どうされるように、郁郎は仁を見つめ返した。


「ケータイ持ってるな？　それで眞宮に電話しろ。それから職員室から誰だれか、頼たよりになる教師……そうだな、担任でいい。連れて来いって伝えろ。……できるか？」


「……う、ん」


　声が掠かすれたがなんとか頷うなずいて、郁郎はズボンのポケットを探さぐった。取り出した携けい帯たい電話を持つ手は小刻みに震ふるえていて、それ以上に、動かすたびに右腕や肩かたに痛みが疾はしった。


「右は使うな。やりづらいだろうけど、左手でかけろ」


　いちいちこくんと顎を引いてから郁郎は、仁のくれる言葉に従って動いた。自分で何かを考えて動作をすることがまだ困難で、ただ仁の声だけが頼りだったが、なんとか、郁郎は旭に電話を掛かけることができた。訝いぶかる旭に、とにかく担任を連れてきてくれと場所を伝えるだけで精せい一いつ杯ぱいだったが、通話を切った途端、がくんと膝から力が抜ぬけた。


「おい、郁郎！」


「……っごめ、だいじょ、ぶ。……ちょっと力はいんない、だけ……」


　未いまだ大塚を抑えたままの仁は声だけをくれたが、情けないと思いながらも郁郎はそれだけ言うのがやっとだった。仁がこれだけ身体を張ってくれているというのに、自分は何もできそうにない。何かしなければと思うのだが、意識から来る恐きよう怖ふが、身体をがたがたにして力を込こめさせてくれなかった。


　大塚に近づくのが怖い。


　そんな郁郎に気がついたのか、仁は、ああ、と納なつ得とくしたように頷いた。


「大だい丈じよう夫ぶなら、もう少しだけそのまま待ってろ。すぐ眞宮が担任連れてくるさ」


「……ん」


「郁！」


　小さく返事をして、郁郎が待つまでもなく、廊ろう下かの向こうから旭の声が飛んで来た。


　さっき電話したばかりだというのに、と驚いていると、旭は走り寄ってくる間に大体の状じよう況きようを理解したらしかった。だから言わんこっちゃない、と言いたげな表情だったが、座り込んでいる郁郎を心配する気持ちが勝まさったようで、自分も膝をついた。


「大丈夫か？　郁」


「うん……」


「眞宮、担任はどうした」


「うっせえな、孝行が呼びに行ってるからすぐ来る」


「……早かったね」


　仁の問いににべもなく答えた旭に、郁郎は素直な言葉をかけた。すると旭は眦まなじりを吊つり上げて、あのな、と低い声を出した。


「忘れものっつって戻もどったっきり、帰って来ねえから探しに来たんだっつーの！　したら途中でケータイかかってきたんだろ」


　どうやら近くにいたらしい。納得しながらも、結局はまた心配をかけてしまった旭に、本当に申し訳なくなって、郁郎は口唇くちびるを嚙かみ締めた。


「ごめん、旭……」


「落ち込む前に状況を説明しろっての。どっか怪け我がしてんのか」


「あ、えと……」


「右肩と背中と、腕うでか？　首もかもしれない。この馬ば鹿か教師が竹刀しないでやりやがった」


　郁郎が答える前に、仁が忌いま々いましそうな声で旭に説明を施ほどこした。


「竹刀？」


　そこで旭もようやく落ちている竹刀に気がついたらしかった。それから、こんのクソジジイ、とぼそっと呟つぶやいて大塚のほうを睨にらんでから、郁郎の顔を覗のぞき込んだ。


「痛いのか？」


「うん、……ちょっとじんじんする、かも」


「とりあえず保健室だな。───叶野」


「なんだ」


　大きな息をついた旭は、立ち上がると仁のほうへ向き直った。仁に近づいて何をするかと思いきや、がすっと大塚の背中を踏ふみつけた。ぐっ、と大塚の口から声が漏もれる。


「っ、ちょ、旭!?」


「大塚は俺が抑えとく。おまえ、郁を保健室に連れてけ」


　郁郎の驚いた声にも振ふり返らず、そう言った旭の顔は見えなかったが、彼が相当怒おこっているのは声でわかった。その旭を見上げていた仁は、体勢を変えないまま、ひょいと眉まゆを上げた。


「そりゃ有あり難がたい案だけどな。怒るなよ、眞宮のウエイトじゃこいつ抑えつけとくのは無理だぞ」


「んなこたわかってんだよ。抑えついでに投げ飛ばして気絶させときゃいいだろ」


　柔じゆうよく剛ごうを制すだ、と何故なぜか自信満々の旭の物ぶつ騒そうな言葉に、それでも仁は面おも白しろそうに小さく笑っただけだった。


「過か剰じよう防衛になるぞ、眞宮。そんなことしなくても……。ほら、もう梶原と担任が来た」


　振り返ると、梶原と郁郎たちのクラス担任、それからもうひとり誰かがこちらへ向かっていた。慌あわてて駆かけ寄ってきた教師たちに、仁がこの状況を簡潔に、わかりやすく説明するのを、郁郎はぼんやりと眺ながめた。


「誰か、宮原を保健室に。……宮原、まずは手当てだ。それから後でちょっと事情を聞いてもいいかい？」


　人の良さそうな、穏おだやかな風ふう貌ぼうの三十過ぎの数学教師である担任は、そう言って郁郎に同意を求めてきた。それに頷くと、静かな笑えみが返ってくる。


「郁郎、保健室行くぞ」


　すると左横から伸のびてきた手が、脇わきを支えるように郁郎の身体からだを引っ張り上げた。ゆっくりと、衝しよう撃げきを与えない強さのそれは、同時に仁の体温も伝えてきて、郁郎はほっとする自分を感じた。


　それから大塚はどうなったのかと見ると、名前は知らないが教師らしき背が高く体格のいい青年と、梶原と旭の三人が、捕つかまえている。


　そこに加わり促うながして歩き出す担任と旭たちを見送る前に、仁に支えられながら、郁郎はゆっくりとした速度で、その場を後にした。











「打だ撲ぼくね。たぶんこの後痣あざになっちゃうと思うから、よく冷やしてね」


　とりあえずの処置と保健医に渡わたされた、冷えたタオルは冬場には辛つらいものだったが、手加減無しに与あたえられた竹刀の殴おう打だの痕あとは、熱を持っていてじんじんとまだ痺しびれていた。骨に異常はないようだったのが不幸中の幸いだ。


　タオルがぬるくなると湿しつ布ぷを貼はられ、脱ぬいでいたシャツとパーカを着込んだ。そのうちに担任と旭たちがやってきて、一応郁郎の口からということで、軽く事情説明をする。


　少し前から大塚に時折絡からまれていたこと、そして今日暴力にまで至った経緯いきさつを、ぽつぽつと郁郎は話した。仁が傍そばにいるので、彼の言ったことを守らなかったという引け目があったが、今はもうそんな場合でもない。


「……じゃあ、ほとんど一方的に大塚先生が、暴力を振るったということだね」


「はい。……あの、俺もちょっとかっとなって、反論とかはしちゃったけど、でも、理由もなく言いがかりつけられて、それで……すみません」


「宮原が謝ることじゃないよ。それに最近大塚先生に関しては、ちょっと問題になってたんだ」


　オフレコだよ、と担任が小さく微笑わらう。そのいたずらっぽい仕草に安心して、郁郎は頷うなずいて見せた。


「でもよかったわねー」


　様子を見ていた保健医の言葉に、そちらを見ると、長い黒くろ髪かみをひとつにすっきりと括くくった彼女は、続けて口を開いた。


「これであの体育教師も、懲ちよう戒かい免めん職しよくは免まぬがれないでしょ。なんっか前からあの目つきが気持ち悪かったのよねえ。宮原くんが怪我した甲斐かいもあったってもんよ」


「あは、そうですね」


　あくまでも場の空気を明るくしようという保健医の言葉に、郁郎は、同意しようと笑みを浮うかべた。


「───いいわけあるか」


　どうやって区切りをつければいいのかわからなかった問題なだけに、この程度の怪我で済んだのなら、それはそれでよかったのだろう。そう思ったのだが、そこへ重なった仁の声に、思わず郁郎は背後を見み遣やった。


　仁は、無表情ながらも不ふ機き嫌げんなオーラが目に見えるようで、皆みな一様に驚おどろいているようだった。学校での叶野仁は、クールで不ふ遜そんで感情をあまり表に出さない人間だったから、これほどあからさまに怒っている様子は、珍めずらしい。


　しかし同時に、昼休みの終しゆう了りようを告げる予よ鈴れいが鳴り、その空気も霧む散さんしてしまう。気を取り直したように、担任がいつもと変わらない口調で切り出した。


「さて、それじゃ僕は次授業だから戻るよ。みんなも授業に遅おくれないように。宮原はどうする？　早退するかい？」


「そうしろ。荷物取ってくるから大人しく待ってろよ」


　言い置いて、保健室を最初に出ていったのは仁だった。その背中を見送って、郁郎は頷いたものの、急激に不安が押し寄せてきて肩かたを縮めた。


（……怒ってた、委員長……）


　それはそうだ。あれだけ自分から大塚に関かかわるな、さっさと戻れと言われていたのにこの様ざまなのだから、仁が怒っても無理はない。さっきは怪我をしていたから優やさしくここまで連れてきてくれたが、きっと段々と怒りが湧わいてきたのだろう。


　ずぶずぶと郁郎がヘコんでしまっていると、頭上からあっけらかんとした声が降ってきた。保健医が珍しそうに、けれど少し楽しそうな表情を浮かべている


「あらあら、よっぽど宮原くんのこと大切なのねえ。叶野くんてあんな風に怒ったりするんだ」


「……先生？」


「叶野はムッツリなんだっつの。まああいつのおかげで、郁がこの程度の怪我で済んだともいえるから、感謝はしとくけどな」


「なんでおまえがそんな偉えらそうなの……」


　ふん、と嘯うそぶいてドアに向かう旭に、梶原が呆あきれた声を出している。旭は出で際ぎわにくるんと振り向くと、郁、と呼んだ。


「あんまごちゃごちゃ考えんじゃねーぞ」


「ん？……うん」


　よくわからなかったが、慰なぐさめてくれているのだろうと、郁郎は小さく笑い返した。旭も笑い返してくれる。


「まあなんかあったら俺がほら、約束果たしてやるから心配すんな」


「約束……？」


　なんのことだ、と思いかけて、郁郎ははっと思い出した。前に、部活中に旭がふざけて言っていた「叶野と揉もめたら……」の件だ。咄とつ嗟さに郁郎は、旭！　と声を上げた。


「そしたら縁えん切るって言ってんだろ！」


　だが郁郎の声にも、旭は笑うだけでひらひらと手を振ると去っていった。


　相変わらず旭は、弱っていると優しい。今のも郁郎の気分を上げるために言ってくれたのだろう。


　けれど、と郁郎はやはり浮ふ上じようしきれない自分を感じて、憂ゆう鬱うつになった。気になってしまうのは仁のことばかりで、結局は彼がどんな態度を郁郎に向けるのか、それだけが気がかりだった。恋こい心ごころが叶かなわなくても、せめて友人として、家族として、仁にとって恥はずかしくない存在でありたかったのに、こんな調子では、きっと無理だろうと、そんな弱気しか浮かんでこない。


（……むずかしい、な）


　この後荷物を持ってきてくれるのだろう仁の訪おとずれを思うと、また少し、馴な染じみになった胸の痛みが郁郎を小さく襲おそった。











「礼人が捉つかまんねえ。仕方ないから電車で帰るぞ」


　教室から戻もどってきた仁の言葉と、それから彼の格好にも、郁郎は目を瞠みはった。


「え、委員長……」


「なんだよ。タクシー呼んでもらうか？」


「えっ、や、ちが、じゃなくて、あの……委員長も、もしかして一いつ緒しよに、その」


「帰るに決まってんだろうが」


　当たり前、という態度の仁は、言葉通り帰り支じ度たく万ばん全ぜんだった。制服の上にエアジャケットを羽織り、自分のバッグも持参だ。郁郎が今日着てきたＰコートを渡されたが、荷物は取り上げられた。


「委員長、俺のバッグ……」


「自分で持って帰るってのは却きやつ下か」


　郁郎の言葉をあっさりと切り捨てた仁は、さっさと保健室を後にする。保健医に会え釈しやくをして、慌あわてて郁郎はその背中を追いかけた。


「走るな、待ってるから」


　だがすぐに、前方の仁から声が飛んでくる。どうやら立ち止まっていてくれたらしい。その表情からは、先ほどのようにあからさまに怒おこっている様子は窺うかがえなかったが、にべもない態度はやはり郁郎の不安を誘さそうには充じゆう分ぶんだった。


　駅までゆっくり歩いて十五分、タイミングよく来た電車に揺ゆられ十分弱、その間会話もなく、郁郎はじりじりと自分が小さくなっていくような感覚に捉とらわれていた。仁が喋しやべってくれない、それだけのことに、惨みじめで死にそうなくらい悲しく、苦しくなっていく。気を抜ぬけば今にも涙なみだが溢あふれそうなくらいだった。


　だがそれでも我が慢まんできたのは、ここでそんな醜しゆう態たいを晒さらせば、いよいよ自分は見限られてしまうだろうと、追い詰つめられた心情が勝まさっていたからだ。


　叶野家へ越こしてきて一ヶ月近くが過ぎたが、その間に仁に掛かけた面めん倒どうは、一体どれくらいあっただろう。慣れない家事をやろうとして失敗し、ストレスを抱かかえ込んで腹痛を起こし、挙句に校内で揉め事を起こして、関係ないはずの仁まで一緒に早退させてしまった。


　その全部で、仁に要いらない労力を強しいている。


（……俺、いいこと、いっこも、やってないや……）


　どんどんどんどん、思考は内側へと潜もぐっていく。


　こんな有様で、仁に好かれたいだなんて、どうして思うことができるだろう。


　電車を降りて家へ向かう間も沈ちん黙もくは続き、段々と郁郎の脚あしは速度を緩ゆるめていた。そのまま開いていく仁との距きよ離りは、二人の間に存在する溝みぞのように思えた。


　だが思わず立ち止まりそうになった時、不意に仁が振ふり返った。びくっと肩を揺らして、郁郎は本当に脚を止めてしまう。


「どうした」


「………俺」


　問いかけられて、郁郎はぼんやりと口を開いた。仁が訝いぶかしげにこちらを見遣る。


「……俺、帰ったほうが、いい？」


「帰るって、どこにだよ。家ならもうそこだろ」


　つかつかと歩み寄って来た仁は、郁郎のほうへ手を伸のばした。避よける間もなく郁郎のそれを摑つかんで、ぐいと引き寄せられる。


「おまえの家はこっち。寒いんだからさっさと行くぞ」


「……委員長」


　呼びかけに応こたえはなかった。昼間でも冷たい十二月の外気の中、初めはひんやりとしていた二人の手は、触ふれた部分から少しずつ熱を持ち始めた。


　郁郎は、繫つながれた手を見つめながら、とぼとぼと歩みを進めた。手を引いてくれる仁の優しさは、震ふるえるほど嬉うれしい。まだ僅わずかにでも、仁が郁郎を見捨てないでいてくれるのなら、そこに縋すがりつきたいくらいには、思う。けれど。


（……俺、本当に委員長の傍そばにいても、いいのかな……）


　帰ったほうがいいかと訊きいて、じゃあ帰れと言われていたらそれはそれで、自分はもうその場でくずおれてしまっただろう。手を繫いでもらって安心しているようでは、ただ駄だ々だをこねたようなものだ。


　結局郁郎の心は、ぐずぐずと迷ったまま、どちらへも踏ふみ出せない。最初から、何も変わっていない。


　後こう悔かいと自己嫌けん悪おが渦うず巻まく身の内を持て余している間に、すぐに家についてしまった。王志はもちろん、礼人もまだ帰ってはいないようで、昼の間はウッドデッキに繫がれているロンが出で迎むかえてくれた。


　自室に戻りパジャマ代わりのスウェットズボンと長なが袖そでのラグランＴシャツに着き替がえ、それだけでは寒いとカウチンを羽織った。傷は多少痛みはあるものの最初よりは和やわらぎ、少しぎこちない動きになってしまうが思ったよりは大だい丈じよう夫ぶで、自分でも少し安心した。首や肩かたは見えないが、腕うでについた痣あざは目に入る。赤黒い痕あとは、見た目よりもそんなに酷ひどくはないようだった。


「郁郎？　入るぞ」


「あ、うん、どうぞ」


　ドアの外から聴きこえた声に返事をすると、こちらは制服のままの仁が顔を出した。手にはトレイがあり、その上には、卓たく上じよう用のミニ電気ポットと、耐たい熱ねつ硝子ガラスマグが乗っている。


　着替えもせずにお茶を淹いれてくれていたのだろうかと驚おどろきながら、郁郎はあたふたとローテーブルの上を片付けた。


「寝ねたくなきゃ寝なくてもいいけど、一応安静にしてろよ。後で義人さんから前に貰もらってた湿しつ布ぷに貼はり替えてやるから」


「……うん」


　素す直なおに返事をして郁郎は、差し出されたマグを受け取った。ポットから注つがれ湯気を立てるそれは淡あわいミルクブラウン色をしていて、それはどうやらミルクティーらしかった。一口含ふくむと、紅茶とミルクの合間に、仄ほのかな甘みが広がる。まろやかなこの甘さは砂糖ではなく、たぶんはちみつか何かなのだろう。


（……おいしい）


　身体からだも心も疲つかれ果てていた郁郎の中に、その柔やわらかな甘みはじんわりと沁しみていく。きっと呆あきれてるだろうに仁のそんな気き遣づかいに触れると、それだけでやはりここから離はなれたくないという想おもいが強くなった。


　斜はす向むかいに座り込んだままの仁は部屋を出て行く気配はなく、やはり機き嫌げんは良くはなさそうで、いたたまれなくなる。


（……噓うそ、ついてたし……。委員長の折角の心配、俺、裏切ったようなもんだけど……）


　仁は、少なくとも家族として心配してくれていたのだろうに、それさえも自分は欺あざむいたのだ。


　その上無様にも醜態を晒して、なおかつこんな最悪の結果を招いた。なんでもないと言ったからには、ちゃんと自分で解決するべきだったのに。本当に自分は甘い。いつもいつも、どうにかなってしまった後で、ああすればよかったこうすればよかったと悔くやむばかりだ。しかもそれを良い形で先に繫げたためしがない。


　考えれば考えるほど、自分のことが最低に思えてきて、郁郎はゆらゆら揺れるミルクティーの表面を見つめた。そのまま吸い込まれそうに、頭がぐらぐらする。


（……どれだけ謝ったら、委員長は俺のこと、見放さないでくれるんだろう……）


　それどころか、助けてもらったお礼さえもまだ言っていない。仁がわざわざ礼や謝罪を待っているとは思えないが、それでも恋こいしい気持ちは大きくなるばかりで、どうしても仁に、嫌きらわれたくない。やっぱりそこへ心が戻もどってくるのだ。


　ゆるゆると顔を上げた郁郎は、途と端たんに仁と目が合い、跳はね上がる心臓を抑おさえるように、ぎゅっとマグを両手で包んだ。


「……あの、……ごめん、なさい……」


「───何に対してのごめんなんだ？」


　か細い郁郎の声に、仁は眉まゆを上げるとそう聞いてきた。だが何から謝ればいいのか、迷い言い淀よどんでいるうちに、仁がこちらへ向き直って続けた。


「……言っとくけど、俺は怒おこってるからな」


「……わか、ってる……」


　言われた言葉に、ぴく、と指先が震えたが、なんとか郁郎は頷うなずいて見せた。予想はしていても、言葉にされて打ち付けられる現実は、思っていたよりも酷い胸の痛みを呼んだ。


「じゃあなんで俺が怒ってるのか、わかって謝ってんのか？」


「……迷めい惑わく、かけた、から」


「何を」


「迷惑、かけたくなかったけど……。大塚のこと、黙だまってたし。でも結局委員長、巻き込んじゃってるから……」


　事こと柄がらはいろいろあるが、まず口にした理由を、仁は気に入らなかったようだった。大きなため息が吐つかれて、目を覗のぞき込まれた。


「つまり、俺に迷惑かけたくなくて、話さなかったって？」


「……うん」


「なんで？」


　問われて、郁郎は言葉に詰つまった。どういう意味だろうかと思っていると、更さらに仁が問いを重ねる。


「なんで俺に迷惑かけたくなかったんだ？」


「……そ、れは」


　そんなの、嫌われたくないからに決まっている。散々思って、それだけを願ってきたのに、どうしても口に出せない。


　だってそれはつまり、仁のことを好きだと言っているようなものだ。嫌われたくないから、迷惑をかけたくない。迷惑をかけたくないから、話さない。それは郁郎の中の不文律で、けれど仁には関係ないことだ。それを仁が知ったところで不快になるだけだろう。たとえあの日触れられたことで、自分の気持ちがばれているだろうとしても、わざわざ聞きたい類たぐいのことではないだろう。


　───好きだから、なんて、言えるわけがなかった。


　受け入れてもらえないことをわかっていて、そんな告白をするには、まだ仁への想いは強すぎる。


「……言えないか」


　けれど仁は、答えない郁郎に業ごうを煮にやしたようだった。苛いら立だったように立ち上がり、そのままドアへ向かう。


「俺はそんなに信用できないわけだ。悪かったな、今までいろいろ干かん渉しようして」


「まっ……！」


　咄とつ嗟さに郁郎も立ち上がり、仁へ手を伸のばした。前にもこうして縋ろうとしたことがあったけれど、あの時とは違ちがい今度こそ本当に見捨てられてしまうという恐きよう怖ふが、郁郎を衝つき動かした。


「待って、委員長、行かないでよ、俺、おれ……っ！」


　服の袖そでを摑み、どうにかしないとと懸けん命めいに言葉を綴つづろうとするが、うまくいかなかった。好きだと、言っても言わなくても、この手は去ってしまう。だったら何を言えば、どうすれば、傍にいてもらえるんだろう。わからない。何を差し出せば、どんな言葉を紡つむげば。


（……わかんないよ）


　じわっと目め尻じりが熱くなった。泣けば更に引かれるだろうと思っても、我が慢まんできる自信がないまま、郁郎は途方に暮れる。


　だが、仁はふっと息を吐くと、くるりと身体ごと郁郎のほうへ方向転てん換かんした。


「───ったく、引き止めなかったらどうしてやろうかと思った」


　そして降ってきたそんな言葉と共に、郁郎の身体は温かいもので包まれた。抱だき締しめられている。郁郎は混乱した。仁が言った意味も、まだ理解できない。


　けれど、あの日抱き締められた時と同じ温もりと匂においにうっとりしかけた時、耳元に囁ささやきが落ちた。


「……そんなに俺が好きか？」


「───っ!?」


　郁郎は目を瞠みはり、次の瞬しゆん間かん音をたてて青ざめた。


　やっぱり知られている。仁はわかっていたのだ。絶望といっていいような波が、郁郎を襲おそう。


「っご、めんなさ……っ」


　途端に我に返り、郁郎は腕の中から抜ぬけ出そうともがいた。仁の顔を見ることができない。恥はずかしい。おこがましくて、浅ましくて、死にそうにみっともない。


（……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……っ）


　それだけを繰くり返しながら、あふれ出した涙なみだを拭ぬぐう余よ裕ゆうもない郁郎に、仁は些いささかぎょっとしたようだった。


「なんで謝って……ってまさかおまえ」


　ひく、と喉のどを鳴らす郁郎を、仁は覗き込む。両肩を摑つかもうとして、怪け我がのことを思い出したのか、一いつ旦たん止まった左のてのひらは、郁郎のそれに辿たどり着いた。肩を揺ゆらす郁郎に、仁は続けて言葉を繫つなげる。


「もしかしてとは思うけど、俺の気持ちにまだ気がついてないなんてこと、ないだろうな」


「……え……？」


「その顔はビンゴかよ。……ったく、それでこんな泣かれたら、怒っていいんだか喜んでいいんだかわかんねえぞ俺は……」


「……な、に……？　なんのこと……」


　ぶつぶつと呟つぶやく仁の言葉の意味を測れず、郁郎は瞬まばたきを繰り返した。温かい水の膜まくが張っているせいで利きかなかった視界が、少しクリアになる。だが郁郎はそのまま大きく目を見開いた。


　また視界が何かに塞ふさがれている。いや、塞がれているのは───。


「!?……っんん、ん……っ！」


　驚おどろいて上げようとした声は、くぐもって言葉にならなかった。仁の口唇くちびるが、郁郎のそれにしっかりと重なり、弾だん力りよくを確かめるように何度も食はんでは、角度を変える。


「っん、ぅ……っ」


　一瞬離はなれた隙すきに何かを言おうと開きかけた口唇の合間から舌が忍しのび込んで、口内を擽くすぐり郁郎のそれを絡からみ取った。仁の舌は縦じゆう横おう無む尽じんに郁郎の口の中をかき回し、その度たびにびくびくと肩が揺れた。何がなんだかわからないうちに、どちらのものともつかないまで交じり合い溢あふれた唾だ液えきを、自分でも飲み込んでしまう。


「っ、ん、ん……っは」


　乱暴ではないが、翻ほん弄ろうされるほどの勢いと激しさが交じり合う口くち接づけは、唐とう突とつに終わった。口唇が解放された瞬間、かくんと膝ひざから力が抜ける。


　荒あらい息で肩かたを上下させ、ぺたんとラグの上に座り込んだ郁郎につられるように、仁も膝をついた。薄うすいレンズ越ごしに、真っ直すぐな視線が合わせられる。


「───こういうことだよ」


「っ、……？」


　ぼんやりと、郁郎は仁を見返した。思考が、まだ戻ってこない。ゆっくりと仁の言葉を反はん芻すうして、郁郎は、それがさっきの答えなのだと気がついた。


　それから、こういうこととはどういうことだろうと、ゆるりと思し惟いが巡めぐる。


　今されたことがなんなのか、自分は知っている。だってそれで、惨みじめな思いをしたのは、ついこないだの話だ。郁郎は思いつくまま口を開いた。


「……俺が泣いてた、から……なぐさめて、くれたって、こと……？」


「───なに？」


「だってこの前も、俺が泣いてたからあの、あんな……っ」


「……本気で言ってんのか、おまえ」


　低く問い返されて、郁郎はびくっと顎あごを引いて俯うつむいた。キスのような触ふれ合いも、昂たかぶりを慰なぐさめてくれたてのひらも、全部同情だったのだろうと、そう理解して、諦あきらめていたのに。


　仁の反応は、それが間違っていると言わんばかりで、郁郎は混乱する。まさかという考えがひとつだけ浮うかんだが、それが正解だと思える自信なんか、これっぽっちもなかった。


　けれど途と端たんに、既すでに乱れていた鼓こ動どうが更に激しくなり、うるさいくらいになる。だってそんなこと、あるはずがない。


（……だめだ、期待したら、だめ……）


　言ってしまって、恥ずかしい思いをするのは自分だ。……けれど。


「……俺が、おまえが泣いてるのが可哀かわい相そうで、手ぇ出したって？　ほんとにそう思うのか？」


「っ、だ、って……、俺……っ」


「俺がおまえをどう思ってるのか、だぞ。言っとくけど同情や憐あわれみで家族の、しかも男に手出すほど、俺は節操なしじゃない」


「そん……っ」


　郁郎はぐしゃりと顔を歪ゆがめた。仁がそんな、ふざけた人間ではないことは自分だって知っている。揶揄からかいや酔すい狂きようで、もてあそんだりするようなら、はじめから仁に惹ひかれることなんかなかっただろう。


（……けど、でも）


　思い浮かぶのは、おこがましいほどに浮かれた言葉で。でも、その自分にとって、最高に都合が良くて、夢のようなそれが、もしも。……もしも。


（……ほんとう、だったら）


「……もうわかるだろ。言ってみろ」


　仁のてのひらが、触れたのは頰ほおだった。促うながすように、親指の腹が口唇をそっと撫なぜる。その淡あわい感かん触しよくにふるっと震ふるえを覚えながら、郁郎は熱に浮かされたような心地ここちで戒いましめを解いた。


「……俺、を」


「うん。───郁郎を？」


　覗のぞき込む仁の、レンズ越しだというのに綺き麗れいに澄すんだ輝かがやきを見せる漆しつ黒こくの瞳ひとみに、吸い込まれそうになる。口にした言葉の端はしを捉とらえて導く仁の声に、郁郎は吐と息いきを重ねて続きを紡いだ。


「……俺、を───好き、だから……？」


　途切れ途切れの、問いかけのような、望みのような言葉は、小さくて震えていたに違いなかったけれど、それでも仁はふっと眦まなじりを綻ほころばせて、微び笑しようをくれた。


「───正解」


　そうして、低い囁きと共に仁の顔が少し傾かたむき、そのまま郁郎との距きよ離りがゼロになる。ちゅっと微かすかな音を立ててキスを施ほどこされ、離はなれてもまだ、仁の笑えみは目前にあった。


「この前キスしたりしたのだって、泣いてるところにかこつけて俺が触さわりたかっただけだ」


「さわ……っ」


　その時のことをありありと思い出してしまうくらいには、充じゆう分ぶん威い力りよくのある言葉を投げられて、郁郎は急激に恥ずかしくなり小さく呻うめいた。じわじわと首から熱が上がってきて、頰も耳も額も、きっと真っ赤になっているだろう。


「大体、好きでもない男に、わざわざ慰めるためだけに触ったりキスしたりするか。それにあんなことしといて、まさか俺の気持ちに気付かないなんて思わないぞ、普ふ通つう。どうりで態度が変だったわけだ」


「そ、だって……」


　けれど郁郎は、まだ完全には信じ切れていない自分を、よく自覚していた。いきなりこんな都合のいい展開になっても、まだまだ、どこかで疑っている心がある。


（……だって、わかんないよ）


　一体仁が何を以もってして、好きになんてなってくれたのか、まったく思いつかないのだ。


　そんな郁郎の臆おく病びよう心に聡さとく気が付いたらしい仁は片かた眉まゆを上げると、こら、と左頰に添そえていたてのひらの指で、顎をすくうようにした。


「なにまたひとりで考え込んでんだ、おまえは。なんか気になることあるなら、言えよ」


「……理由、が」


「理由？」


「理由が、ないよ……委員長は、俺のどこが……どこがよくて、その」


「はん？」


　語ご尾びを上げた仁は、ひとつ息を吐ついてから、何かを考えるように口を閉とざした。


（……やっぱり）


　その沈ちん黙もくに、郁郎は盛せい大だいな後こう悔かいに襲おそわれた。言えと言われたからといって、正直に言っていい訳がなかったのだ。少しは自分のことを好きになってもらえていたらしいのに、わざわざ理由なんか聞いたりするから、面めん倒どうくさくなったかもしれない。考えてみれば郁郎のことを好きになる理由などないと、気づいてしまったのかもしれない。


「───おまえはさ、俺に迷めい惑わくかけたくなかったって、言ってただろ」


　仁が前言を撤てつ回かいするだろうと項うな垂だれていた郁郎は、その言葉に顔を上げた。郁郎の横に座ったまま、仁はちらりとこちらへ視線をやる。


「だから大塚のことも、俺には黙だまってたわけだろうけど。……おまえが絡まれてたことなら、俺は知ってた」


「……え？」


　郁郎が訊きいたことと何の関係があるのかはわからなかったが、仁の話に純じゆん粋すいに驚いて、そのまま先を待つ。


「つっても？　おまえが腹痛で寝ね込んでる間に、神谷と眞宮に……つか主に眞宮にだけど、散っざん、罵ののしられた上で教えられたんだけどな」


　ニュースソースが旭だということに、郁郎はなるほどと納なつ得とくした。亜衣はもとより心配してくれていたし、旭は郁郎が体調を崩くずした原因が大塚に関することが大きいだろうと思っての配はい慮りよだったのだろう。そもそも最初に言わなかった自分が悪いのだから、旭を責めるつもりもなかった。


　ただ、そうやって考えてみれば、今日仁と廊ろう下かで会ったとき、ついていこうかと言われた理由は理解できた。


「聞けば神谷を助けたからだっていうし。おまえ、部活が長引いたっつって遅おそかった日が、そうだったんだな」


「……う、ごめん、なさい……」


「だから謝るなっての。そもそも俺が怒おこってんのは、おまえが俺に言わなかったこともそうだけど。……それ以上に」


　言いながら、移動していた視線がぴたっと、郁郎の目を見て止まった。


「知らなかったとは言え、おまえが体調崩すまでどうにもできなかったこととか───知ってたのに結局、いざって時に間に合わなくて怪け我がさせたことが、自分に一番腹立つ」


「委員長……」


「なんでそんな腹立つかって言ったら、それはやっぱり郁郎を好きだからだろ。好きじゃなきゃ、守れなくてこんなに悔くやしいわけがない」


「でも、……でも俺」


　本当に悔しそうに言う仁の表情は初めて見るもので、郁郎は咄とつ嗟さに彼のほうへ身を乗り出すようにして口を開いた。と握にぎり締しめた拳こぶしを当てた胸からどきどきと脈が広がって、痛いくらいだった。


「俺、嬉うれしかったよ。あの時、委員長が助けに来てくれて。信じられなかったけど嬉しくて、すごいほっとして……委員長でよかったって、思ったよ」


「郁郎」


「……だから───ありがとう」


　あの安あん堵ど感は、仁じゃないと得られないものだった。混乱しながらも、確かにあの時自分は、仁にもたらしてもらったものに、助けられたのだと思う。


　郁郎の言葉に、仁は僅わずかにだが目を瞠みはったようだった。それから、ふっと思い出したように、そういえばと首を傾かしげる。


「おまえ、なんか大塚の気に障さわるようなこと言ったのか？　あいつもいきなり竹刀しないで殴なぐり始めたわけじゃないだろ」


　担任に事情聴ちよう取しゆされたときは、直接の原因は言わなかった。なんとなく口にしなかっただけだが、いざ聞かれると言い難にくい、と少し迷う。


（……馬ば鹿からしいって、言われるかも）


　だが仁は答えを待っている。もうここまでくれば、何を言っても一いつ緒しよかもしれないとは思ったがやはり少し恥はずかしくて、視線を逸そらしながら、えと、と呟つぶやいた。


「……弁当をさ」


「弁当？」


「委員長が、作ってくれたお弁当。あれ……大塚のせいでちょっとぐしゃってなっちゃって、それで俺、つい怒いかりに任せて反はん抗こうして……」


「……おまえな」


「だって折角、委員長が作ってくれたのに、大塚に乱暴に扱あつかわれる筋合いないだろ？　弁当箱だって、委員長がくれたものだから俺大事にしてたの、に……」


　呆あきれた仁の声こわ音ねに思わずムキになって言い募つのっていた郁郎は、言うつもりのなかったことまでぽろりと零こぼしてしまった口を慌あわてて押さえた。


　弁当箱を大切にしていたなんて、気持ち悪いと思われたかもしれない。もはや癖くせのように後悔の嵐あらしに吹ふかれていると、伸のびてきたてのひらに頭を引き寄せられた。


「……この馬鹿。弁当箱くらいいくらでも買ってやるから、そんなことでわざわざ危ない目にあうなよ」


「そんなことなんかじゃな……」


　こつんと額と額が合わさった。キスもできそうな距離に驚おどろき鼓こ動どうが跳はね上がって、反論しようとした郁郎の口は、中ちゆう途と半はん端ぱに閉じられた。


「俺がおまえ見つけたとき、どんだけ血の気引いたと思ってんだ。なんか嫌いやな予感してたんだ、その時点でついてけばよかったって、後悔しまくった。大塚の野や郎ろうだって、ほんとはもっとぼこぼこにしてやりたいし、眞宮が蹴けり入れたときは俺が変わりたいくらいだったんだぞ」


「委員長……」


「───本当は苦手なもんばっかで、人見知りで気ばっか遣つかって。だけど寂さびしかろうが辛つらかろうが、おまえはそれを見せようとしないだろ。明るく振ふる舞まったり人に合わせようと頑がん張ばったりすんのは、郁郎の長所かもしれないけどな。……だけど俺は、おまえに見せて欲しいよ。郁郎の弱いところも脆もろいところも、俺はちゃんと知りたい」


　ふっと僅かに仁の顔が動いて、口唇くちびるが重なる。そっと触ふれて離れたそれは、まだ言葉を紡つむぐようだった。


「普段はてんで後ろ向きなくせに、かと思えば大塚に嚙かみ付いたりしやがるし。無む鉄てつ砲ぽうすぎるんだ、おまえは。……そんなんじゃ気になって放ほうっておけるわけないだろ。そしたらいつの間にか───好きになってた」


「いいんちょ……、ん」


　まるで夢のような心地ここちで受けたキスは、けれど確かに焦こがれてやまなかった仁の気持ちを郁郎に教えてくれた。


　隙すき間まを埋うめるように重なり、口唇の感かん触しよくを味わうように食はまれ、温ぬくもりを伝えるように吐と息いきを与あたえられた。情熱的というよりは、ただ愛いとしいという感情が滲にじむような口くち接づけに、うっとりと郁郎は意識を委ゆだねた。


　信じられないくらいの速さで鼓動を刻んでいた心臓が少しだけ治まり、けれど軽い高こう揚よう感を残す。


「ん……、ふ」


　弾はずみをつけて口唇が解放されると、郁郎は震ふるえる息を零した。少しだけふっくらと腫はれてしまった気がする口唇を、仁の親指の腹が撫なぜる。


「……これでわかったか？　俺がおまえを好きなこと」


「……ん、うん……」


　ぼんやりと頷うなずいて見せた郁郎に、ふっと仁がおかしそうに微笑わらう。僅かに苦く笑しようが混じっていた。


「そりゃよかった。これでわかんないなんて言われた日には、俺は眞宮にいびられ損だぞ」


「いび……？」


「こっちの話。そういや言おうと思ってたんだけどな。おまえ、あんまり眞宮にばっか相談ごと持ちかけんなよ」


「え、でも……」


　まだふわふわとした気分のまま、郁郎は首を傾げた。


「旭は友達だし、旭のおかげで俺、いろいろ楽になること多いし、やっぱ───っん！」


「───妬やいてんだよ、気づけ」


　郁郎の言葉を途中で奪うばった仁は、今度こそ苦笑してそう零した。


「そりゃ、眞宮がおまえの親友だってのはわかってるけどな。まあ面おも白しろくないことも本当だし。……一応その辺も言いきかせとかないと、おまえ変な風に気にしそう」


「変て……」


「だから、意外に独どく占せん欲よく強いんだ、俺は。おまえが思ってるよりちゃんと、俺は郁郎のことを好きだってこと」


「……っ、ほん、とに……？」


「本当。だからもうあんまり、隠かくし事とかすんなよ。迷めい惑わくになるかもとか呆れられるかもとか、そういうこと考える前に、まず話せ。おまえがなに言ったって、俺は郁郎を嫌きらいになんかならないから。───信じろよ」


「……っ、うん……」


　じわ、と眦まなじりに滲んでしまったものを、仁の口唇が吸い取った。また苦笑が降りてくる。


「なにしてたんだって、神谷と眞宮にユニゾンで責められてみろ、うんざりするぞ」


「……？」


　何の話かと顔を上げた郁郎は、はたと仁の言葉に思い出したものがあった。けれど口に出していいものか逡しゆん巡じゆんする。たった今なんでも話せと言われたばかりだが、返事を本当に知りたいかと言われれば、迷う。下手すれば怒おこられるのではないかと、そんな気もするのだ。


「……郁郎、こら」


　低い声で呼ばれて、それこそはっと郁郎は我に返った。


「今の今、でまーた何に引っかかってんだよ、おまえは。今度はなんだ、なんでも全部言えっつっただろうが」


「う、……その、あの」


「何」


「……神谷さんは」


「神谷？」


　意外そうな声が返ってきた。なぜここで亜衣なのか、と本気で仁は疑問に思っているようだった。それに少しだけ勇気付けられて、郁郎は続きを口にした。


「……神谷さんと、付き合ってた、って」


「───ああ？」


「や、なんかさ、あの、噂うわさ、で聞いただけ、なんだけど……」


　けれどやはり怪訝けげんな反応に、ぼそぼそと声は小さくなった。つられて俯うつむいていっていた顔を、くいと顎あごを掬すくわれ上げさせられた。目の前には、仁の綺き麗れいな黒い双そう眸ぼう。


「こうなったら何回でも言うぞ。俺が好きなのは、おまえ。そりゃ前に付き合った人間がいないとはさすがに言わないけど、自分から好きになって、ここまで手ぇ掛かけて口説いて、どんだけ泣かれても一いつ切さい面めん倒どうなんて思わないのは、郁郎が初めてだよ」


「っ、う、え、え……？」


「神谷は、中学の時、しかも一年とか、それくらいに一回告白されたことはあるけど。すぐ断ったしあいつも諦あきらめ早かったし、その後は見ての通り腐くされ縁えんで、意外と気が合うから友達になった。それだけだ。だいたい、あいつ彼氏いるぞ。しかも年上のしっぶいの」


「……あ、そう、なんだ……」


「そう。おまえそれ、神谷に言ってみろ。あの時は若かったなぁくらいのコメントつきで豪ごう快かいに笑い飛ばされるぞ」


　どうやら本当に噂だったらしいと、郁郎は今度こそ胸をなでおろした。やはり亜衣みたいな美少女が相手では、適かないっこないと思ってしまうのはどうしようもなくて。だからこそ、仁の噓うそのないあっけらかんとした言葉に、ひどく安心した。


　おまけに本当に衒てらいもなくただ真実だから言うのだと、そんな潔いさぎよさで好きだと繰くり返してくれたことが、ただ泣きたくなるほどに感情を昂たかぶらせる。


（……嬉うれしい）


　自然に緩ゆるむ頰ほおを、どうしても止められずに口元が綻ほころんだ。だがそんな郁郎に、仁はひょいと目の中を覗のぞき込むように顔を傾かたむけた。やはり慣れないその近さに驚いていると、なあと声が掛かる。


「───おまえは？」


「……え？」


「郁郎が俺のことをどう思ってるのか、ちゃんと聞いてない」


「っ、え……」


　郁郎はせわしく思考を遡さかのぼらせた。とっくにばれていると思っていたし告白するつもりもなかったから、もしかしたらきちんと告げていないかもしれない。


「さっきだって、聞いたらいきなり泣き出すし、俺だって郁郎の口から聞きたいんだけど？」


「っそ、そんなの、だって、わかって……」


「わかってても聞きたいのが普ふ通つうだろ。……言いたくないか？」


「え、ちが……っ」


　けれどいざ口に出そうとすれば、死にそうなほどの羞しゆう恥ちが襲おそい掛かってきて誤ご魔ま化かしかけたが、仁の声の寂さびしさに気付いて慌あわてて首を振ふった。


「……聞きたい、郁郎。……俺を好きか？」


「っ、ふ……ん、ん」


　柔やわらかいキスを施ほどこされて、口唇くちびるが解ほどける。こんな手段で促うながすなんてずるいと思いながらも、抵てい抗こうすることなんか考えもつかなかった。だって仁がくれるものは、なんでも欲しい。なんだって大切だ。


（……俺ばっかもらうの、も、充じゆう分ぶんずるい、か……）


　それに仁は余るほどに言葉をくれた。あの表現できないほどのおおきな感情の光を、仁が少しでも感じてくれるなら、自分もそれを惜おしみたくない。


　受け入れてもらえた感謝を、ちゃんと伝えたい。


「……郁郎？」


　もう一度、名前を直接に口唇へ送られて、郁郎はそっと閉じていた瞼まぶたを開いた。じっとこちらに向けられていた双黒の瞳ひとみを、間近で真っ直すぐ見つめ返す。


　声がみっともなく震えてしまわないようにと願いながら、最初に漏もれたのは、微かすかな息。そしてそれから。


「───……好き」


　それは小さく、たった二文字なのに、それだけでなにかがぱあっと拓ひらけたような不思議な気持ちになった。身体からだの奥のどこか深いところから、きっと全身を輪切りにして解かい剖ぼうしても見つからないどこかから、溢あふれ出したものがあった。


「……好き。ずっと好きだったんだ。はじめて助けてもらったときからたぶん、ずっと。しつこいくらいに俺、憧あこがれてて、ずっと、ほんとに、なんでこんなにって自分でもわかんないくらい、諦められなくて。どうしても、好きで、好きで───ん」


　ほろほろと零こぼれる感情を、そのまま伝えるしかできなくて、一度外れてしまった箍たがを元に戻もどせなくて。ただ好きだと繰り返した郁郎の言葉は、しっかりと仁の口唇で受け取られた。


　合わさった口唇がそのまま、郁郎、と形どったのがわかった。応こたえるように僅わずかに開いて見せた口唇の隙すき間まに、仁の明確な意思を持った舌がするりと入り込む。


　歯列をぞろりと舐なめられて、漏れた息ごと奪われた。慣れない中を探さぐられるように擽くすぐられて、ぴくんと反射的に引っ込めた舌を、絡からめ取られる。


「っん、ん……っん」


　くぐもった喉のど声ごえが微かに跳はね上がって、声帯を震ふるわせた。反らせた首筋を仁のてのひらが辿たどり、耳たぶから耳じ殻かくを撫なぜられて、更さらに小さく声が漏れる。


　比べるものを知らないからよくわからないが、仁のキスは巧うまいんだろうなと、郁郎はぼんやり思った。成り行きと言ってしまうには勿もつ体たい無さすぎるが、もう何回目かの口くち接づけは、郁郎の身体に通っている芯しんを、簡単に抜ぬきさってしまう。


「……郁郎」


　角度を変えるときに一いつ瞬しゆん離はなれた口唇が、郁郎の名前を唱えた。低い、けれど熱を持ったように熱い息の混じる囁ささやきのようなそれは、そのまま郁郎の口を経由して身体の中を通り抜ける。だがそれは外へ出ることもなく、内部で郁郎の熱になった。ぞくりと戦慄おののくまま、仁の胸に添そえていた指にぎゅうと力がこもる。


（……委員長も、俺のこと、好き、なんだ───）


　そう思ったら、それだけでもう身体の奥が痺しびれるように熱くなって、ひどく気持ちがいい。受け入れてもらえて、そして受け入れた心でするキスが、こんなにも甘美なものだったなんて、知らなかった。


「は、ん……っ、ん、ぅ」


「……郁郎？」


　握にぎり締しめた指で、訴うつたえるように小さく仁の胸を叩たたいたのは、いろいろなものが限界だったからだった。一いつ旦たんキスを解いた仁が、間近で多少怪訝そうに覗き込んでくる。


　それに今更ながら、眼鏡めがねしたままでもキスできるもんなんだ、と妙みように外れたことを頭の隅すみで思いながらも、郁郎は震える息を吐はき出した。


「……お、れ……、もう、駄だ目め……」


「……何が？」


「……だ、って。……幸せすぎて、俺、死んじゃう、かも、しんない……」


　ふにゃふにゃと身体も思考も力が入らず、これ以上こんな状態でいたら、どうにかなってしまう。本気で危機感を覚えたというのに、仁はあろうことか笑い出した。馬ば鹿か笑いではないが、それでも抑おさえきれないというように、肩かたを震わせている。そのあまりの反応に思わず郁郎は小さく頰を膨ふくらませた。


「……ひどい、委員長……笑うこと……」


「っ、悪い、拗すねんな」


「……も、いい」


　宥なだめる気があるのかどうか、髪かみを梳すかれながら謝られたが、声こわ音ねは笑えみを含ふくんだままで、郁郎はしゅんとして今度は口を尖とがらせた。


「悪かった。馬鹿にしたんじゃない。……あんまり可愛かわいいこと言うから、にやけてたんだ」


「……うそ」


「噓じゃねえよ。何言ったっていいって言っただろ。……それにひとつ、忠告もあるし」


「……忠告？」


　どきんとして、思わず逸そらしていた視線を戻すと、また仁の口唇が降りてきた。ちゅっと啄ついばばむように触ふれて、郁郎が抵抗する前に離はなれた口唇は小さな笑みの形を作った。


「……郁郎が煽あおるから、今日はやめとこうと思ったけど俺は理性を手放すぞ」


「っえ、あ、あお……？　って」


「だから、キスくらいで死にそうになってたんじゃ、この先が大変だろうからな。一応教えとく」


　心の準備しろ、と言われて郁郎は目を瞠みはった。


（先？　大変？……あお、る……？）


　単語だけが頭の中をぐるぐると回りまくっている。だがそれらはなにひとつ摑つかめないままで、ようやく正しく理解できたのは、再びゆっくりと口接けが降りてきてからだった。


（……え、す、すんの……!?　これから……!?）


　何を、と考えたらそれだけで卒そつ倒とうしそうで、郁郎はただ焦あせってもがいた。


「っ、う、……っ、い、いんちょ……っ」


「───名前」


「っ、……え……？」


　唐とう突とつに降ってきた単語の意味を測れずに、郁郎はじたばたとしていた手足を止めた。


「郁郎、おまえ俺の名前、知ってるか？」


「え……」


　続けられたのはそんな問いかけで、そして少しだけ、寂せき寥りようが滲にじんでいた。


「あ、あの、俺……っ」


「俺はいつまで委員長でいたらいい？───こんな時くらい名前で呼んでくれよ」


「い、っ、……ん」


　もはや癖くせのように呼んでしまいそうになった称しよう呼こは、キスで遮さえぎられた。強く吸われて離された後、そのまま抱だき締められる。腕うでの中に囲われて、温ぬくもりを感じられる代わりに、顔が見えない。


「おまえが嫌いやだっていうなら、無理に抱いたりなんかしない。けど、さすがに名前くらい呼んでくれないと、俺だって自信なくすっつうんだよ」


（……自信なくす？……ほんとに？）


　半信半疑な心は、それこそ郁郎に自信がないからだ。仁が本当に自分のことでこんな風に落ち込んでしまうなんて、今までは思いつきさえしなかった。けれどそれが、仁のこの初めて目まの当たりにした弱気に繫つながるのだとしたら、このままにしていいわけがない。自分はまだどこか後ろ向きなままで、だけどそれでは仁だって本当に愛想をつかしてしまう日が来るかもしれない。


　そんなのは嫌だった。一度知ってしまった、したたるように甘い思いを失なくすことなんて、絶対にできない。そんなことになったら、本当に、自分は死んでしまうだろう。


　だったら、郁郎にできることはひとつだけだ。


（……信じる、から）


　仁がくれた言葉を、温もりを、信じて少しだけ自分に自信を持てばいい。そうしたら仁に、誰だれでもない自分が、与あたえられるものができるのだから。


　きゅ、と一瞬瞼まぶたを閉じて開いた郁郎は、仁の腕の中から顔を上げた。


「───……仁」


　口唇くちびるにその名前を乗せた瞬間、仁の目が驚おどろいたように少し大きくなった。そこに嫌けん悪お感も呆あきれもなく、ただ見えるのは黒目に映り込む自分の姿と、そこに重なるようにじわじわと浮うかんでくる喜色だった。


　衝つき動かされるように、郁郎は更に言い募つのる。


「俺……ヤじゃない。嫌なわけじゃないんだ。ただびっくりして……恥はずかしくて、それだけだったんだ。……仁、が、俺としたいって、思ってくれる、の……う、嬉うれしいし、幸せ、だし。……だから、あの」


　途と中ちゆうで言葉を切って、郁郎はすっかり乾かわいてしまった口唇を舐めて湿しめらせた。火が出そうに熱い顔を冷ます術すべもわからないまま、ただ、伝えたいことをどうやれば届けることができるのか必死で先を紡つむぐ。


「……俺、何も知らないし、もしかしたらつまんないかも、しんないけどでも。……でも……し、のぶに……してほし───っん！」


　ん、ん、と喉声だけがひっきりなしに上がった。最初から深く、奪うばうようなキスは、とろんと郁郎の目が溶とけて完全に身体からだの力が抜け切るまで続いて、僅わずかな隙すき間まを作った。今にもまた触れ合いそうな距きよ離りで、仁が郁郎、と情を落とす。


「……この馬鹿、ちょっとは加減てもんを覚えろよ。いきなり全力で来るな、心臓に悪い」


「……ん。……だめ、だった……？」


「なわけあるか」


　否定は直ちよく截せつだった。そして仁の腕はそのまま、郁郎の身体ごとすぐ後ろのベッドの上に抱かかえ込んで、囲いを作った。


「ただ俺はもう、郁郎が泣いても縋すがってもやめないから、覚かく悟ごしろ」


　触れる口くち接づけと落ちてきた囁きに───郁郎の世界が、仁で全部になった。











　最初は口唇だった。触れて離れて、触れて探さぐって、嚙かんで舐なめて、キスひとつでこんなにもいろいろなのだと、仁に教えられて初めて知った。


　仁の眼鏡を取った素す顔がおをこんなに間近で見たのは初めてで、知っているのに知らない人のようだ。けれど直じかに見る仁の黒い瞳ひとみは感動してしまうほど綺き麗れいで、合間に瞼まぶたを開いた時不意に視線が合うと、それだけで恍こう惚こつとしてしまいそうだった。


「……っん、は……っ、あ」


　上うわ唇くちびるも下唇も、同じくらい腫はれぼったくなる頃ころには、じんわりと郁郎の眦まなじりに涙なみだが滲んでいた。ほろりと耳のほうへ辿たどった雫しずくの感かん触しよくで泣いていることに気がついて、けれどそのままゆっくりと瞬まばたきをする。ぼんやりしていた視界がクリアになった途と端たん、郁郎はひくんっと背中をしならせた。


「……もう泣いてんのか」


「……っ、や、あっ」


　いつの間にか、というかキスに夢中になっている間に仁のてのひらは器用に働いていて、郁郎のシャツを胸むな元もとまで捲まくり上げていた。そして晒さらされた胸元で、そのままその指がひらめいていた。反論する余よ裕ゆうすらなく、ただびりびりと触れられた箇か所しよから電気が走ったような衝しよう撃げきが襲おそってきて、郁郎をじっとさせてくれない。


「っ、……っ」


　自分でも呆れるような甲かん高だかい声を漏もらしてしまったのが恥はずかしくて、思わず口元に拳こぶしを当てた。手の甲こうに熱い息がかかって、湿っていくのが自分でもわかる。


「……こら、声我が慢まんすんな」


「だ、って……っん、……あっ」


　くいと腕を引かれ気をとられた瞬しゆん間かん、胸に濡ぬれた感触が走った。ちゅっちゅっと繰くり返し聴きこえる音が、郁郎の気持ちを煽あおる。吸われているうちに真っ赤に熟うれたような色になりきゅんと立った粒つぶを転がされ、抑おさえようとしても声が勝手に漏れた。


　段々と麻ま痺ひしているのか過か敏びんになっていくのかよくわからない感覚が襲ってくる。仁が与える決して激しくはない刺し激げきが、どうしようもなく身体の芯しんに火をつけた。けれど、それはまだ郁郎には急すぎた。


　仁に触ふれられているのだから、それだけでもう我慢が利きかないことなんかわかりきっていたはずなのに、それでもどうしてそんなところでこんなに感じてしまうのか、やっぱり戸と惑まどう心が先立つ。


「っや、あ……っ、むね、や、だ……っ」


「なんで？　気持ちよくないか？」


「……っだ、て……っ」


「……だって、何？」


　一いつ旦たん胸から離はなれた口唇が、少し掠かすれたような甘い声で先を促うながす。無意識に従うように、震ふるえる口唇を開いた。


「俺、すぐ、こんな……きもちよく、なっちゃって……おか、しいし、はず、かし……っ」


　この前だってそうだった。ただ仁にキスされただけで反応してしまった自身を思い出せば、今でも消えたいくらいに恥ずかしい。どれだけ自分が浅ましいか、まざまざと思い知らされたような気になる。


「……この馬ば鹿か、あんまり可愛かわいいことばっか言ってんじゃねえぞ」


「っう、え？……っん、んっ」


　首を傾かしげた郁郎に顔を寄せると、仁は再びキスを仕し掛かけてきた。


「……褒ほめ言葉にしか聴こえないんだよ。おまえ、どんだけ俺を舞まい上がらせるつもりだ」


「ん、え……？」


「つまり感度がいいってことだろ。俺にとったら嬉しい以外のなにもんでもないから、安心して触さわられてろ。どんだけ気持ちよくなったっていいよ。それに俺限定だろ？」


「……っん、う、ん……だ、って俺、はじめて、だし……」


「……だろうな。無意識に誘さそうなんて芸当、できるくらいだし」


「？　なに……。っあ、んっ」


「ほんっとに、ことごとく予想外だよ、おまえは……」


　言うことがわからないと、訊たずねようとしたが失敗した。活動を再開させた口唇は左の耳たぶを食はみ、そのまま項うなじ近くまでキスで辿る。首筋を強く吸われ、その間にてのひらは胸から脇わき、もう一方の手も脚あしを撫なで上げていたりと、郁郎の初心な感覚では追いつくことができない。


　ただ身体はちゃんとその感触を受け入れ始めていて、惑まどいながらもじんじんと火ほ照てっていく熱が、その証しよう拠こだった。


　顔も耳も腕うでも脚も、頭の中も、全部がまるで燠おき火びのように芯から熱を持っている。


（……あつ、い……）


　郁郎は荒あらい息を短く何度も吐はき出した。暖だん房ぼうを切りたい。リモコンはどこだろう。熱に浮かされたような思考の中で、むずがるように身体を捩よじった郁郎に気がついて、仁が腹に埋うずめていた顔を上げた。


「……どうした？」


「ん、あつい……」


「……ああ、脱ぬぐか」


　呟つぶやいた仁が背中を支えながら腕を引っ張ってくれ、上半身を共に起こした。カウチンセーターは着たままでＴシャツだけが胸上まで捲り上げられており、仁が舐めたり吸ったりした痕あとが、自分でも見えた。


（……っ）


「……こら、腕上げろ」


　脱がせられないだろ、と促されるが、郁郎は真っ赤になってしまって動けなくなった。それに目ざとく気付いた仁は眉まゆを上げると、柔やわらかいキスを贈おくってくる。


「……恥ずかしがることないって、言ってんだろ。俺だって脱ぐぞ」


「っん、そう、だけど……」


「自分で脱ぐか？……それとも脱がせてほしい？」


「……っ、う、じ、自分で脱ぐ……」


　色っぽい目線で問われて、郁郎は咄とつ嗟さに答えた。残念、と小さく笑った仁の笑えみに思わず見み蕩とれているうちに、彼は向こうを向いてさっさと自分の服に手を掛かけ始めた。郁郎も仁に背を向けて、緊きん張ちようしすぎてがちがちの指先をなんとか操あやつる。


　問題はラグランＴシャツで、忘れていたが怪け我がのせいでうまく脱ぐことができない。傷に障さわらないよう慎しん重ちように腕を抜き、首から脱ぎ去る。なんとか脱げたと、小さく安あん堵どの息を吐いた次の瞬間、びくんと肩かたを戦慄おののかせた。


「っ、……え、なに？……んっ」


　ちゅ、と微かすかな音と共に、背後から右の首筋へ、仁の口唇くちびるが触れたせいだった。


「……傷、もっかい見てもいいか？」


「……あ、うん……」


　それが怪我の近くだとわかって、郁郎は小さく頷うなずいた。見て楽しいようなものではないはずだけれど、仁が見たいというなら別に構わなかった。


　郁郎の了りよう解かいに、仁は薄うすい湿しつ布ぷをそっと剝はがした。今いま頃ごろになって、匂においのないタイプのものにしてもらっていてよかったと、そんなことを思う。これでメンソールのあの強い匂いでもしていたら、仁の気が萎なえてしまったかもしれない。


「……痛いか？」


「っん、だいじょぶ……あの、ごめん、ね」


「……なにが？」


「折角、い……仁、に、触ってもらえる、のに、俺、こんな、あんまり綺き麗れいな身体からだじゃ、なくってさ……っんっ」


「───もう一回謝ったら、本当に怒おこるぞ」


　頸けい椎ついの辺りに強く口くち接づけられ、言葉通り少し憤いきどおった声が肌はだに直じかに響ひびいた。そのまま、怪我があるだろう場所を、幾いく度どか経由しながら、仁の口唇が郁郎の背を這はい回る。


「っん、ん……っ」


「───……悪いと思うなら、もうこんな怪我すんな。そんでもう───こっから先に集中しろ」


　いい加減限界だ、と熱を持った言葉が、鼓こ膜まくを焼いた。


　無意識に胸の前に手た繰ぐり寄よせていた服を取り上げられ、再び赤い胸の中心を指で挟はさまれ愛あい撫ぶを施ほどこされる。


「っあ……っ、あ、んっ」


「……郁郎」


　頰ほおから滑すべってきたキスが、口唇へとたどり着く。首を捻ひねる体勢が辛つらくて肩を反らせると、そのまま向かい合わされた。髪かみを梳すかれ、口接けを続けながら傾かたむいた頭は、いつの間にかぽすんと軽い音を立てて枕まくらに埋もれた。


「……ん、……っん、んっ!?」


　こちらはそのままだったズボンの上から、既すでに熱を持っていた中心を触れられ、はじめてではないとはいえ、それでもやはり衝しよう撃げき的な感覚が身体を貫つらぬいて、郁郎は合わさったままの仁の口の中にくぐもった声を上げた。


「っぅ、あ、あ……っや、あっ」


　キスが解かれて、途と端たんに嬌きよう声せいが喉のどを衝ついた。立てた膝ひざの間に仁が割り込んできて、てのひらは直接、中へ忍しのび込んできた。ぬる、と既に滲にじんでいた先走りを、擦こするように塗ぬりこめられる。


「っあ、あ、や……っ、んっ、だ、め……っ」


「……なんで駄だ目めなんだ？」


「や、あ……っだって、ぬれ、ちゃう……っ」


「ん……？　ここならもう、濡ぬれてるだろ」


　くす、と笑みを含ふくんだセリフに、ぞくんと背筋を震わせながら、郁郎は違ちがうとふるふる首を振ふった。


「や、ちが……っ、あ、いいん、ちょ、の……」


「……しのぶ」


「んっ、しの、……しのぶ、の、て、が、ぬれ……っんんっ、あっ」


　素す直なおに言い直した郁郎の言いたいことが伝わったのか、一いつ旦たんてのひらが中心から引いた。だが気を抜ぬく間はなかった。


「───脚、上げろ」


　言われると同時に、するりと下着ごとスウェットが抜き去られた。空気に晒さらされた郁郎の中心は、半ば勃たち上がっていて雫しずくを零こぼしている。思わず両手で隠かくそうとした郁郎よりも、仁の方が早かった。


（……っ、う、そ……っ）


「───っ！　っん！　や、あっ、あ」


　じゅ、と鈍にぶくぬめる音が、掠かすれた高い声に重なる。なにをされたのか理解した瞬しゆん間かん、理性という理性が粉々に砕くだけた。


　仁の少し薄い口唇が咥くわえているものを直視できなくて、枕に頰を擦こすり付ける。抵てい抗こうなんか無理だった。ただ与あたえられる感覚のあまりの甘美さと、一瞬で視界に焼きついてしまった光景に、溺おぼれるように沈しずんでいくしかなかった。


「っ……あ、あ……っ、やぁ……っ」


「……どろどろだ、後から後から溢あふれっぱなし」


「や、しゃべんない、で……っ、ん、んんっ」


　わざと羞しゆう恥ち心しんを煽あおるようなことを、口唇を触ふれさせたまま言われ、郁郎は泣いた。溢れてくるのは涙なみだも一いつ緒しよだった。ただ感情が昂たかぶって、抑よく制せいがきかない。


「あ、あ……っ、も、そん、なに、吸っちゃ、やだ……っ」


　双そう袋たいを手で揉もみ込まれながら、筋を舐なめ上げられ、また口に含まれる。上下される動きに、郁郎は限界を訴うつたえた。


「……我が慢まんできないか？　そのまま、出していいから……」


「んーっ……ん、あっ、や、───ッ、あ！」


　まるでジェットコースターのようだった。一旦上がりきったレールは上で途切れて、そのまま後ろ向きにコースターは戻もどってくる。勢いは、止まらないままだ。


「っは、あ……、あ」


　心臓がそのまま飛び出し跳はねていきそうだった。そこでようやく郁郎は少しだけ我に返った。もしかして、と慌あわてて首を上げる。


「ごめ、俺……っ」


「……ん？」


「く、口に、出し……っ」


　最後まで言えずに、郁郎は再び後頭部を枕に落とした。恥はずかしかったからではなく、物理的なものだった。見開いた目に、天てん井じようが映る。少し斜ななめだ。


「っ！　や、……っや、な、なに……っ!?」


「暴れるなって。こら、脚あし、蹴けるな」


「や、だって、っあ、あっ！」


「……慣らさないと辛いの、おまえだぞ」


　ぬ、と湿しめった音を立てて郁郎の最さい奥おうに触れ、あまつさえ探さぐるように入り込んでくるものがあった。たぶんそれは、仁の指だ。片足を仁の肩に担かつがれている。濡れた感かん触しよくがするのは、仁の唾だ液えきと、もしかしてさっき自分が出したものだろうか。


「……痛いか？」


「ったく、ない、けど……っ」


　妙みような圧あつ迫ぱく感はあるが、幸い痛くはない。けれどそれを大おお幅はばに上回るものがあった。


（……っ、恥ずかしくて死ぬ……っ）


「っあ、あ……っ、や、やだ、も……っ、う」


「まだ駄目だ。……あんまり駄々こねると、実じつ況きようするぞ」


「うそ……っあ、あ、ん！」


　一体なにを言われるのかと、仁の言葉に泣きそうになっていた郁郎は、そのうちに背をしならせた。仁の指が解ほぐしていた内部で、微び妙みような変化が起こっている。うねるような反応は、郁郎の知らないものだった。仁の指が掠めたどこかが、郁郎の中をうずうずとさせている。


「ん、ここ、か……？」


「っあ、あ！　や、そこ、や……っ」


「……この反応ならだいぶいいか。……郁郎？」


「ん、ん……っ？　あ、ん……っ」


「気持ちいいか？　痛くないな？」


　問われる言葉にも、もうただこくこくと頷うなずくしかできない。一旦は鎮しずまった前も再度硬かたさを取り戻していて、また透とう明めいな雫が零れ落ちそうなくらいだった。


「なら───入いれるぞ」


「っ、……───っ」


　宣告されて、抜かれた指の変わりにあてがわれたものは、ひどく熱かった。入り込んで来た瞬間は、声も出ない。息が苦しくて、眩暈めまいさえ起こしそうにぐらぐらした。


　だけどそれでも、逃にげようとは思わなかった。


「……っ、ちょい力、抜け……そう、いい子だ」


「っあ、あ、は……っ」


「そうだ、そのまま……ん、もう少し、……っよし」


　入った、と囁ささやきは耳じ朶だに直接だった。シーツを握にぎり締しめていた手は、いつのまにか指の合間を縫ぬうように仁のそれと繫つながれている。


　じんじんと、今まで受けたことのない感覚が、身体からだの奥に溜たまっていた。圧迫感はまだ消えなかったが、それ以上に満たされた心でいっぱいになる。


「……っ、はい、ってる……？」


「ああ……、わかるな？」


「っん、あ……っ、あ」


　こくんと頷いた瞬間、中の仁がぴく、と反応を返したのがわかった。そのまますいっと腰こしを揺ゆらされ、顎あごが上がる。


「あ！……っん、ん……っ、しの、ぶ……っ」


「ん……？」


　よくできましたとばかりに優やさしい声こわ音ねで相あい槌づちを打たれ、きゅうっと胸の中のどこか深い場所に集まるものを感じた。絞しぼられるように切なくて、けれど柔やわらかく包まれるようで、それでいて眠ねむってしまいそうにあたたかい。


　それは、幸せだった。ひどく幸福で、泣きそうなくらいの感情の塊かたまりが、じわじわと溶とけ出していく。それはそのまま、郁郎の瞳ひとみの端はしから流れ出した。


「……郁郎？」


　名前を呼ばれ、またすっと一筋軌き跡せきが残る。


「…………好き」


　自然と告白が口をついた。ただ溢れる思いのままに、言いたくて仕方がなかった。仁は一瞬目を瞠みはって、それから破顔した。ふわりと羽のようなキスが降りてくる。


「……俺もだよ。好きだ、郁郎……」


「うん、好き……、仁、好き……、っん、あ、あっ」


「郁、郎……」


　初めは軽く内部を慣らすように、仁の熱が行き来をする。ゆるりとした動作でも、初めての感覚でしかない郁郎には、充じゆう分ぶんだった。


「っあ、ああ……っ、あ、んっ、あ、やあ」


　それから段々リズムをつけて強く、浅く、大きく、様々な動きを仁は見せた。腰を摑つかまれ、引き寄せられてかき回されると、どろどろに溶けていきそうになる。


　ぬるり、と濡ぬれている前も弄いじられれば、尚なお更さら渦うずを巻く感覚が深くなった。


「っや、あ……っ、し、のぶ、んっ、ああっ」


「……気持ち、いいか？」


「んっ、い……っあ、あ」


　ぐいと膝ひざの裏を抱かかえられ、繫がりが深くなった。問われて、ただ必死で頷いた。仁の声も熱を帯びて、少しせわしない。息があがっているのが、ぼんやりとした郁郎にもわかって、嬉うれしくなった。少しは夢中になってくれているのだろうかと、喜びに胸が浮うかれる。


　滲にじむ視界に映る仁の前まえ髪がみは、汗あせで濡れて額にくっついていた。その姿も壮そう絶ぜつに色っぽくて、郁郎がうっとりとしていると、ぺろりと自分の口唇くちびるを舐めた仁が、続けて問う。


「どんな風、に……？」


「っあ、あ、なか、に入ってる、の、に……っ、まえ、も、いっしょ、だから、あ、あ……っ」


「───……ほんと、とんでもないな、おまえ……」


　もうなにが恥ずかしいかもわからずに、おさなくなってしまう口調で告げると、途と端たんに仁が嵩かさを増した。リアルに伝わる仁の情に、呟つぶやかれた言葉の意味もわからず、ただ翻ほん弄ろうされて郁郎は喘あえぐしかできない。


「っあ、あ、あ……っ、しのぶ、しの、ぶ……っ、はぁ、あ、んっ」


　ただそれでもと、伸のばした腕うではこちらへ倒たおした仁の背に届いて、必死でしがみついた。耳元で、荒あらい息と色を乗せた声がする。


「……いくろ、う……、郁郎……」


「んんっ、ん、あ、ん……っ」


　口くち接づけられて、舌を引っ張られ、唾液が溢あふれる。どこもかしこも繫がって、感覚に逃げ場がなくなっても、それでよかった。何も拾い逃のがしたくない。仁がくれるものだから、全部中に留とどめていたかった。


「っん、んあっ、あ、や、ああ、ん……っ、や、だ……っ」


「……なに？　なにが、嫌いやだ……？」


「ん、い、いき、そ……っあ、あ」


「ん？　いいぞ……いって、俺も、そう保もたないから……」


「あ、ん……っちが、や、なの、やあ……っ」


　ふるふると郁郎は首を振ふった。仁が、なに？　と吐と息いきのような問いを重ねる。


「んん……っ、あ、おわっちゃ、う……の、や、だ……っ」


「っ、……おまえ、な……」


　なにがなんだかわからない。ただそれでも、仁にだけ支配されているこの時間が、頂点に達することで終わってしまうのが嫌だった。ずっとこのままでいたいなんて、わがままだろうか。


　仁は小さく唸うなるように呟いて、より深く郁郎を抉えぐった。嫌だと言いながらも、郁郎の前ももうそう長くは保ちそうにない。中の仁でさえ、限界を訴うつたえているのがわかる。


「……その顔は、反則、だろ……」


「っん、ん、ああ、あっ、やあ、あ、ね、まだ、やだ、や……っ」


「……んなに言わなく、ても、またすぐ、してやる」


「んっ、あ、……ほ、ほん、と……っ？」


「……ああ」


　だから、と仁は頷いてみせてから苦しそうに眉まゆを寄せた。その後の言葉はわからなかった。集中しろ、だったのか、もう喋しやべるな、だったのか、おそらくそんな類たぐいのものに違ちがいはないのだろうけれど、仁の口からは郁郎の名前が出ただけだった。


　けれど、仁のしてくれた約束が嬉しくて、郁郎は応こたえるように、自分からキスを仕し掛かけた。


　そこから先はもう、会話らしい会話は成り立たない。


　余よ裕ゆうのない突つき上げと、濡れた響ひびく音と、激しい息いき遣づかいと、意味を成さない声。そんな幾いくつもの効果に煽あおられて、ふたりに限界が訪おとずれたのは、僅わずかな時間差だった。


　それでもほぼ同時に同じ感覚を共有して、嬉しいと呟いた郁郎は、目を閉じて荒い息を整えているうちに、そのまま意識が深く沈しずんでいきそうになる。


「……郁郎」


　髪をかきあげられながら名前を呼ばれ、柔らかく触ふれる口唇の感かん触しよくに、幸せで笑えみさえ浮かべながら、郁郎はすうっと、眠りに落ちた。











「郁郎くーん？　入ってもいいー？」


　コンコン、と軽いノックの後の窺うかがいに、郁郎はどうぞとベッドの中から応えた。


「具合どう？　びっくりしちゃったよ、仁に怪け我がしたって聞いて」


　部屋に入ってきたのは大学から帰って来た礼人で、王志に次ぐ訪問者に郁郎は小さく笑みを浮かべて、だいじょぶ、と返した。王志は遊びから帰ってきて、郁郎がベッドに沈んでいることにひどく驚おどろいた様子で、さっきまで傍そばを離はなれずに大層健けな気げに心配してくれていた。仁がメシの前に風ふ呂ろに入れと言いに来なければまだいただろう。随ずい分ぶん名残なごり惜おしそうに、去っていったのだ。


　とても可愛かわいいくて有あり難がたいが、そんなに真しん剣けんに心配されて少しだけいたたまれなかった。なにせベッドから出られないのは、正しくは怪我のせいだけではない。


（……はじめて、だったのに……我が慢まんきかなすぎだよな、俺……）


　嬉しすぎて幸せすぎて、箍たがが完全に外れていたのだ。仁と抱だき合った余よ韻いんは、郁郎の身体にまだ残っている。なにせ皮ひ膚ふ感覚も思考も、なにかぼんやりしている気がするし、なにより普ふ段だん使わない筋肉やら関節やらを急激に酷こく使ししたせいで、どこもかしこもぎしぎしとぎこちない。幸い、一番心配した箇か所しよは酷ひどい痛みはなかったが、意識を取り戻もどした後、仁に大だい丈じよう夫ぶかと訊きかれた時が一番恥はずかしかった。


　郁郎が意識を手放していた間に、どうやら仁は身体を拭ふいたり、服を着させてくれたり、あまつさえシーツの交こう換かんもしてくれたらしかった。それでも気がつかなかったとは、どれだけ体力を消しよう耗もうしたのか、考えるまでもないという感じだ。


「ごめんね、今日は」


「え？　あ、なに？」


　ひとり反省会を繰くり広げていた郁郎は、礼人の声にはっと我に返った。


「仁が電話くれたのはわかってたんだけど、どうしても抜ぬけらんなくて。……まさか郁郎くんが怪我してるなんて思わなかったから、ほんとごめんね、迎むかえ行けなくて」


「え、ううん。いいよ、そんなに大おお袈げ裟さに騒さわぐほどの怪我じゃないし。礼人さんには俺、世話になってばっかで、逆に謝んなきゃいけないくらいだよ」


　叶野家で今のところ唯ゆい一いつの運うん転てん免めん許きよ保持者の礼人には、面めん倒どうをかけっぱなしだ。それでなくともここのところ、ロンの散歩すらまともにできない郁郎の代わりをしてもらっているというのに。これでは折角交代にした意味がない。


　もちろん今はもう、それで自分の居場所がここになくなってしまうなんてことは、思ったりしないのだけれど。


「俺のことはいいよ。仁も王志もしっかりしすぎてて、あんまりお兄ちゃんらしいところ見せらんないでしょ？　だから郁郎くんが頼たよってくれると、本当に嬉しいんだよ」


　そう言って微笑わらう礼人に、郁郎は素す直なおに笑みを返した。今はまだ礼人にも迷めい惑わくをかけてばかりだけれど、そのうちに何か返せるものがあるといいと、そんなことを思う。きっと、まだまだ先はあるのだから、大丈夫だ。


「……それより郁郎くん、あのね、それ」


　ひょいと礼人が指を指したのは、郁郎の首の辺りだった。


「それって、もしかして……」


「え？　あ、これ？」


　首の右側に手を遣やった郁郎は、湿しつ布ぷを外したままで痣あざが晒さらされているだろうそこを、礼人へ見えるように首を傾かしげてみせた。単純に、傷を見たいのだろうと思ったからだった。


「俺、自分じゃ見えないんだけど、そんなに痣残ってる？　結構強く叩たたかれたからかなあ……」


「うーん、いや、怪我もね、あるんだけど……」


「ん？」


　けれど何故なぜか、礼人は微び苦く笑しようのようなものを浮かべて、珍めずらしく言い淀よどんでいた。不思議に思って見返すと、礼人はもう一度小さく唸ってから、視線を合わせる。ちょいちょいと手招きをされ、自身も近づく礼人に郁郎は顔を寄せた。


「───キスマークも、残ってる」


「!?……っえ!?　え……!?」


　こそり、と耳打ちされた言葉に、郁郎は一いつ瞬しゆんにしてパニックに陥おちいった。かあっ、と首から熱が這はい上がって顔も耳も額も朱あかく染め上げる。


「泣いた跡あとまるわかりだし、それ、仁でしょ？　って訊きたかった、んだけど……大丈夫？」


「っだ、だい、え、な、なんで」


「なんで知ってるかって？　そりゃ近くで見てればわかるよ。あ、言っとくけど俺、別に反対とかじゃないから、安心してね」


　まともに言葉も紡つむげないでいる郁郎を気にした様子もなく、礼人はにっこりと笑うとそう言った。思いがけないセリフに混乱も忘れて、郁郎は瞬まばたきを繰り返した。


「誰だれが誰を好きになろうが、それがどんな人だろうが、それはその人にしかわからないなにかがあるってことでしょう？　他人がどうこう言うことじゃないし、それに、ふたりとも俺の可愛い弟だもん。好きな人と同じ気持ちで一いつ緒しよにいられることが幸せなら、俺はそれでいいと思ってる。ふたりが幸せなことが、俺の優先事じ項こうだから、反対する理由、ないよ」


「……で、でも礼人さん、ほんとに、いいの……？」


　そうは言ってももう十何年も一緒に過ごしてきた家族だろう。それがいきなり同性と、しかもこれも家族になったばかりの相手とくっついたなんて、不ふ愉ゆ快かいになったりしないのだろうか。


（……そりゃ、反対されたって、それは、悲しいけど……）


　だからといって、仁と離れられるかと言われれば、絶対に嫌いやだと思う自分も確かにいるのだけれど。


　礼人は、郁郎の再度の問いに、穏おだやかな笑みをくれた。


「いいよ。どっちかっていうと、いつこのふたりは素直になんのかなあと、じりじりしてたのは俺のほうだったりして」


「……あ、礼人さん？」


「言ったでしょ、本人が幸せならそれがいいって。それで家庭円満なら、言うことなしでしょう。おかげで仁の機き嫌げんはいいし、しばらくごはんも豪ごう華かかもねー」


　あー楽しみーと微笑う礼人からは、本当に嫌けん悪お感は感じられなかった。安心していいよという言葉が、真実心からのものなのだと、じんわりと沁しみてくる。


「……ありがと、ございます……。俺、嬉うれしい……」


「うん、我が弟ながら一ひと筋すじ縄なわじゃいかない男だけど、頑がん張ばってね」


「……うん」


「しっかし、仁もあざとい男だよねえ。あいつ絶対、わざと見える位置に残してるよ、それ」


「っえ、え？」


「まあなんか酷いことされたら、言ってね郁郎くん。俺が庇かばったげるよ」


「───何の話してんだ、おまえらは」


　突とつ然ぜん開いたドアから入ってきた仁は、呆あきれたように胡う乱ろんな目でこちらを見下ろした。ありゃ、と礼人は仁を見み遣やる。


「やらしいなー、盗ぬすみ聴ぎき？」


「するかんなこと。なんか話してるみたいだからちょっと待ってたら……ひとでなしか、俺は」


「だって郁郎くん起きれないの、怪我じゃなく仁のせいじゃないの？」


「……っ、あ、礼人さん!?」


「郁郎、興奮するな。傷に響ひびくだろ」


　慌あわてる郁郎とは反対に、仁はしれっとしたものだった。肯こう定ていも否定もしないところが余計にいたたまれなかったが、どうやらこの中で居い心地ごこちの悪い思いをしているのは、自分だけらしかった。


「礼人、用が終わったんならちょっと下行ってろよ」


「なに、郁郎くんとふたりきりになりたいからって、兄をのけ者にすんの？」


「そろそろ王志が風呂上がるんだよ。あいつ風呂上がりだけはだらしないから、ちゃんと髪かみ拭いてやれっつってんの」


　風邪かぜ引かすだろうがといわれ、礼人はやれやれと呟つぶやきながら立ち上がった。


「しょうがない。お兄ちゃんらしいことしてくるか。……じゃ、郁郎くん、あんまりいじめられるようなら、大声で呼んでね」


「え？　え、あの」


「するか馬ば鹿か。さっさと行け」


　はいはい、と礼人は最後に郁郎に笑いかけてから部屋を出て行った。なんとか笑い返すだけでやっとだったが、あけっぴろげにも程ほどがあると思えど、いやな気分は微み塵じんもなかった。くすぐったい気持ちだけが、心に触ふれる。


「湿しつ布ぷ貼はるぞ。悪いけどもっかい脱ぬいでくれ」


「あ、うん……」


　言われるままシャツを脱ぎ、背中を見せる。ビニルを剝はぐ音に次いで僅わずかにひんやりとした感覚が、痣があるあたりに載のせられていく。


「……あの、委員長……」


「───仁、だろ」


「っ、あの……やっぱ、そう呼んだほうがいい、よね？」


　すぐに返事が返ってこず、郁郎は慌てて続けた。


「あの、嫌とかじゃなくて、俺、いままでずっと委員長って呼んでたからさ。……あの、急に名前で呼んだら、みんな変に思うんじゃないかなって、思って……」


　呼んでいいものなら呼びたいのは山々だが、少し会話を交かわすようになっただけで詮せん索さくされたくらいだ。ファーストネームで呼び合うようになったら、なにを言われるかわからない。


「───思わねえよ」


「え？」


「だから、思わないっての。無む駄だな心配すんな」


「え、でも……」


「知ってるぞ、クラス中。ああ、もしかしたら全校かもしんないけど」


「……え、なに、を……？」


　首を捻ひねって見遣った郁郎に、ちゅっと軽いキスを仕し掛かけてから、仁は小さく笑った。不意打ちに真っ赤になった郁郎は、もたらされた言葉に、目を瞠みはった。


「───俺とおまえが、同居してるってこと」











「そうなんだよ」


　腕うでを組んで、うんざりと旭は頷うなずいた。翌日のことだ。結局また、郁郎は学校を休む羽目になってしまった。明日の終業式には出られるだろうが、いささか気が重い。


　見み舞まいと称しようしてはじめて叶野家を訪おとずれてくれた旭は、まずロンと戯たわむれ、家にいた礼人とさっそく意気投合していた。どうやら、気が合うらしい。


「叶野の野や郎ろう、昨日の帰り際ぎわ、おまえの荷物取りに教室に戻もどってきただろ？　そん時ちょうど、担任の授業だったわけだよ。したらあいつ、自分も一緒に帰っていいですかって言い出して。みんな驚おどろく驚く」


　それはそうだろうと、郁郎は頷いた。旭は、忌いま々いましそうだ。


「なんで叶野が、って話になるだろ当然。クラス中ざわざわしてるところに、さっさか自分と郁の荷物もって、去り際にカムアウト」


　曰いわく。


　───郁郎は俺ん家ちのだから。


「けどそんだけだぜ!?　それ以外は一いつ切さい説明もなしにすたこら帰りやがるから、後のフォロー全部俺に回ってくるっつうの！」


「……ご、ごめん」


「郁が謝んな、余計ムカつく。……そこまで言ったってことは、話していいんだろうって解かい釈しやくして、一応おまえんとこと、叶野んとこの親が再さい婚こんして同居してるってことだけ、みんなには話しといたからな」


「うん……ありがと」


　仁が昨日言っていた通りだった。あとは眞宮がうまく言ってくれてるだろ、と嘯うそぶいていたことを旭が知れば、ますます彼の怒いかりを買うだろうから、その件は伏ふせておくことにした。郁郎にとっては仁も旭も、意味は違ちがうとしても、大切なひとにかわりない。仲良くしてくれたら云いうことはないのだけれど。


　じゃあなぜ今まで頑かたくなに郁郎のことや諸もろ々もろを、亜衣に訊きかれた時でさえ答えなかったのかという郁郎の疑問にも、仁はあっさりと答えた。


『あれはおまえが困るだろうと思って言ってなかっただけだ。人に詮索されたり、必要以上に注目されたりするの苦手だろうが』


　確かに八方美人な癖くせに、自分は基本的には目立つのは好きではない。そんなことも見み抜ぬかれた上での、仁の優やさしさだったのだとわかって、どうしようもないと呆れながらも、ひとり傷付いていた自分を今なら許せそうだった。


　しかし結局バラしてしまったことを、仁は『散々心配掛けられたんだから、これくらいいいだろ』と言っていなした。意味がわからないと首を傾かしげた郁郎に、虫除よけみたいなもんだ、と仁は色っぽく笑ってまたキスをした。


　その後また少し触れられて泣いてしまったことを思い出し、ひとり赤くなっていた郁郎をよそに、旭は仁の淹いれたお茶をごくごくと豪ごう快かいに飲み乾ほす。


「まあ、郁が悩なやむネタも減ったってことだから、結果オーライにしといてやるけど。これで堂々とできんだから、今度郁が危ない目にあいそうな時には、大手振ふって叶野を責めたててやれる」


「旭……。なんでそんな喧けん嘩か腰ごしなの、おまえ……」


　相変わらず叶野には厳しい旭に、郁郎は苦く笑しようを漏もらした。すると、じっと郁郎を見つめて旭は、あのなと息を吐つく。


「俺が大切に大切に育ててきた純じゆん粋すい培ばい養ようの親友を、取られんだぞ。嫁よめに出すようなもんなんだぞ。これが当たらずにいられるか」


「……は？」


「だからって郁に当たるわけにいかねえから、諸悪の根源に当たってんだよ。郁をもらおうってんだから、俺の攻こう撃げきくらい覚かく悟ごしてるだろ、あいつだって」


「……え、あの、待って旭、もしかして」


「あん？」


　恐おそる恐るの言葉は、最後まで言わずとも伝わったようだった。怪訝けげんそうに眉まゆを上げたものの、旭は当たり前のように頷く。


「叶野もおまえのこと好きなんだろ。それくらい見てりゃわかるっての。まあ、それも本人同士の問題だからあえて俺からは言わなかったけど、郁は教えて欲しかったか？」


「……ううん」


　礼人と同じようなことを言った旭に、郁郎は小さく首を振った。


　旭は本当に、人の気持ちを慮おもんぱかるのがうまい。なにが一番そのひとにとっていいのか、まったくたがわずに、すっと見み極きわめる。


　旭の言うように、きっと教えてもらわなくてよかった。たぶんそんなことを言われても、自分は信じなかっただろうから。


「……約束、いらなくなったな」


「……ん？　うん、おかげで旭と縁えん、切らなくて済む」


「ばーか、切りたくたって切らせてやんねえよ」


　旭に云われるまでもなく、これからは自分で伝えていきたい。いけたらいいと、そう思える自分が、嬉うれしかった。


「っと、そろそろ行かねえと」


　携けい帯たい電話の時計を見た旭は、そう言って立ち上がった。どうやらこの後、梶原と約束があるらしい。梶原も見舞いに来たかったらしいのだが、彼は彼で他ほかに外せない用事があったようだ。傍はたで見ていると漫まん才ざいのようなふたりだが、やはり仲がいい。そんなことも今の郁郎には嬉しかった。


　なにかがひとつうまくいくだけで、こんなにも世界が幸福に溢あふれるなんて、なんてすごいことだろう。


　旭が帰ってすぐに、郁郎の部屋のドアが鳴った。


「郁郎？　入るぞ」


　旭とそう差もなく帰ってきていた仁だったが、最初に茶を差し入れてからは上に上がってこなかった。仁は仁なりに、旭のことをちゃんと重んじてくれている。


「晩飯の買い物行ってくるけど、なんか喰くいたいのあるか？」


「俺？……えっと……」


　少し考えて、郁郎は口を開いた。どうせなら、王志も礼人も、みんなで和わ気き藹あい々あいと囲めるものがいい。ここ最近、ひとりで病人食が多かったから、尚なお更さらだ。


「鍋なべ、食べたい」


「鍋？　ああ、じゃあ、チゲ以外な」


　怪け我がもあるし、腹痛も治ったばかりだ。まだしばらく刺し激げき物ぶつは避さけたほうがいいとの配はい慮りよだろう。仁は頷くと、そのまま郁郎のほうへと近づいてきた。


　買い物に行くのではなかったのかと思ったが、なんであれ仁が傍に来てくれることは嬉しい。首を傾げて待っているときゅっと抱だき締しめられて、額にキスが降ってきた。どきんどきんと昂たかぶる鼓こ動どうを心地ここち好よく感じながら、そっと目を閉じた。次いでその目元に、それから頰ほおに、そして最後は口唇くちびるに、柔やわらかく優やさしい愛あい撫ぶがもたらされる。


　うっとりと、郁郎はそれらを甘受した。しあわせだ、と、それしか思い浮うかばない。


「……大塚な」


「……ん……？」


　名前に反応して、ぴく、と震ふるえた指先を、繫つながれた。そっと力が込こめられて、それからまた触ふれるだけのキスが繰くり返される。


「……一応、辞職って形で辞やめることになったらしい。あの時持ってた竹刀しないは、やっぱり自分のもので、家から持ってきてた。理由は本人に問いただしたところ、防衛手段、だそうだ。それで校内をふらふらして郁郎に絡からんだんだから、立場が反対だろうって周りは呆あきれてる」


　言葉の隙すきに落ちるキスは少しくすぐったく、けれどそれがともすれば暗くなりがちな話を和やわらげてくれていた。


「一応この件に関しては緘かん口こう令れいが敷しかれてはいるけど、広まるのは時間の問題だな。ただもう冬休みに入るから、新学期にはそう騒さわがれることもないだろ。それとこれは担任に聞いたんだけど、大塚の親は両親とも教師で、随ずい分ぶん厳しく躾しつけられたって話だ」


「へえ……？」


　何故なぜいきなり仁がそんな話を始めたのかはわからなかったが、郁郎は曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。大塚の懲ちよう戒かい免めん職しよくは免まぬがれないことだったのだろうが、わざわざ加えて仁が言うからには何か意味があるのだろう。


　交こう互ごに合わさった仁の指の腹が、郁郎の手の甲こうを、優しく撫なぜる。


「母親も父親も優ゆう秀しゆうな人たちだったらしくて、大塚にも立派な教師になって欲しいばかりに、期待しすぎたんだな。だけど大塚はそんなに成績がいいわけでもなく、幸い運動神経だけは良くて、それで体育大を出て教師になった」


「……そういえば俺、礼れい儀ぎがどうとかって突つっかかられた……」


「親の期待には応こたえたい。だけど自分にはそんな実力も才能もない。そりゃ重いよな。……大塚にとって、両親の厳しさは、そのまま、辛つらいことだったのかもな」


「……それで、なんか変な風に歪ゆがんじゃったのかな……」


　愛情があるからこその厳しさではなかったのだろうか。厳しく言われ続けたことが、そのまま意味もわからず大塚の澱よどみになってしまったのだろうか。それは大塚の両親と、大塚本人にしかわからないことで、ただどこでそんな風に間ま違ちがってしまったのかと思えば、少しやるせない。


　少し沈しずんだ郁郎を慰なぐさめるように、仁は繫いでいた手をそのまま持ち上げると、啄ついばばむようにそこへキスをした。


「大塚の不運は、そうやって潰つぶれていく自分を、少しでも助けてくれる人間がいなかったってことだな。誰だれかが、ああなる前になにが大切かって教えてやればよかったんだ」


「……なにが、大切、か？」


「ああ。……例えば、おまえが俺の作った弁当を落とされて腹を立てたみたいに」


　言って仁はおかしそうに小さく笑う。半分揶揄からかわれていることに拗すねたくなったが、ふっと仁の言いたいことがわかった気がした。


「……仁が、それで怪我しちゃった俺を、心配してくれたみたいに？」


　確かく認にんのような問いは、そう、と肯こう定ていの言葉とキスで正解をもらった。


　それだけじゃない。仁がくれたものは、まだある。最初から、仁はずっとずっと優しかった。まるで自分に自信がなくて縮こまっていた郁郎は、素っ気無くても本当に辛く当たられたことなんかなかった。心配だから怒おこってくれて、だけど突き放したりはしないひとだと、今ならわかる。自分はいったいどれくらい、仁に教えてもらっただろう。


　自分が思われているということ、大切にされているということ、それをちゃんと知っていれば──なにが自分にとって大切なのかを、わかっていれば、真っ直すぐに前を向いて歩いていける。


「……俺、ここの家族になれて、良かった。王志も礼人さんも、俺には勿もつ体たい無いくらいの兄弟で、ロンだってあんなに懐なついてくれて、それが嬉しくて仕方ないのは本当だし。……仁と一いつ緒しよに暮らせることだって、最初はどうしたらいいかわかんなかったけど、やっぱり嬉しかった」


「……まあ、越こしてきてから災難続きだったけどな」


「ん？」


　確かに、噂うわさに振ふり回され大塚に目をつけられ腹痛を起こし怪我をした。一ヶ月ちょっとの間にこれなのだから、散々といえば散々なのだろう。だけど、と郁郎は仁を見つめた。


　大好きな綺き麗れいな黒い目に映っている自分の姿が、嬉しいと思える日がくるなんて、それだけでもう、幾いく多たの災難さえ帳消しになってしまうほど。


「……でも、そうじゃなきゃ俺、仁とこんな風になれてなかったよ」


　そう思えばまるで、障害は仁の傍そばにいるためのステップだったのだと、そんな気さえする。


「……仁と今こうしてられるから、俺、全部よかったって、思えるよ。……だって俺、こんなに幸せなの、今までないくらいなんだ」


　本当に、本当にそう思うのだ。それにしてもあっさり思考を覆くつがえしすぎるかと、郁郎は少し窺うかがうように仁の反応を待った。仁はじっと郁郎の瞳ひとみを覗のぞき込むように見つめて、それからふっと口の端はしを上げた。


「……俺なんか最初から思ってるぞ。郁郎が家族になるってわかった瞬しゆん間かんから、手放す気なんてなかった」


　切れ長の目め尻じりが細くなって、まるで慈いつくしむような笑えみに郁郎は甘い息を零こぼした。触れたものは口唇に柔らかく、幸せを運んできた。嬉しい、という小さな呟つぶやきも、仁の名前を呼ぶ声も、全部食べられた。


　なにもかもが綺麗な形に戻もどったわけではないけれど、自分自身だって急にすべてを誇ほこれるようになったわけでも、もちろんないのだけど。それでも、と郁郎は思う。


　仁が言ったように、大切なものがあって、それを失なくしたくないと、そう思えるうちはきっと大だい丈じよう夫ぶだ。ゆっくりでいい。少しずつ強くなっていければ、それでいい。


　そして願わくは、愛いとしい唯ゆい一いつのひとと、ずっと手を繫いだままで。


　ふっと瞼まぶたを開いた先に映った、窓の外の仁がくれた小さな花が、冬の空気の中でも[image: ]りんとして、郁郎を祝福するように天を向いていた。




真ま夜よ中なかのキミに恋こいをささやく





高たか野の真ま名な
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